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１　クマさん装備ゲットだぜ！







　待ちに待ったアップデートの日がやってきた。

　世界初ＶＲＭＭＯ（ヴァーチャル・リアリティ・マッシブリー・マルチプレイヤー・オンライン）、ファンタジーＲＰＧ。

　多種族、多種職業、多種スキル、幅広く遊べるゲーム。

　発売されて１年、本日大型アップデートがやってくる。




　わたしも引きこもりを始めて３年が過ぎ15歳になる。

　そして、１年前に出合ったのがこのゲーム。ワールド・ファンタジー・オンラインだ。

　現実感覚でファンタジーが味わえるゲーム。

　それから、やり始めて１年間、学校にも行かずにゲーム三昧だ。

　睡眠？　睡眠は８時間とっているよ。

　だって眠いもん。

　１に睡眠、２に美お味いしいもの、３にゲームかな。

　学校？

　そんなの馬鹿が行くところでしょう。

　この世には株という名の錬金術がある。

　お金をつぎ込むだけでどんどん増えていく。

　あんなの簡単なゲームみたいなものだ。

　情報さえ集めればどんどんお金も集まってくる。

　そう親に言ったら「学校は友達を作る場所だ」とか言いだした。

　友達？　なにそれ美お味いしいの？

　あまりにも親がうるさかったので、株で稼いだ１億円を渡したら黙った。

　すると、１億円を受け取った親は家に帰らなくなった。

　１億円で遊んでいるのだろう。

　なくなったらたかりに来ると思ったので、親に内緒で高級マンションに引っ越すことにした。

　これで、両親ともおさらばだ。

　15歳だけど、お金もあるし、料理もできる。ひとり暮らししてもなにも問題はない。

　洗濯はクリーニングに出せばＯＫ。




　今日も今日で１人でゲームを始める。

　メンテも明けアップデートが終わる。

　一秒も遅れまいとメンテ明けと同時にゲームにログインする。

「お帰りなさいませ、ユナ様。アップデート情報はお聞きになりますか」

　インするとメイドの姿をした女性がゲームの案内をしてくれる。

　初期プレイの設定のとき、男性執事か女性メイドのどちらかを選ぶことができる案内役のＮＰＣ（ノン・プレイヤー・キャラクター）だ。

　迷うことなく、可愛かわいいメイドを選んだ。

「必要ないよ。早く始めて」

「わかりました。それではアップデートキャンペーンを開始します」

「そんなのがあるの？」

「１年間のゲームプレイ総時間によってプレゼントアイテムがございます」

「本当！」

　プレイ時間なら、誰にも負けない。

　伊だ達てに引きこもりはしていない。

「ではこのプレゼントボックスから好きなものをお選びください」

　メイドがそう言うと、目の前に無数の宝箱が現れる。

　見渡す限り、宝箱、宝箱、宝箱。その数は数え切れないほどだ。

「この中から選ぶの？」

「はい、お好きなものをお選びください」

　選べって言われてもこの数は……。

　無限に広がる部屋に、無限に散らばる宝箱。

　悩んでも仕方ないのでメイドの足元にある宝箱を選ぶことにする。

　宝箱を手にすると他の宝箱が全て消えてしまう。

　もう、選びなおすことはできないらしい。

　宝箱を開けると……。

「なんじゃこれは──────」





　　アイテム名：クマセット




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）






　早くゲームを開始したいが馬鹿げた景品のせいで思考が止まる。

　流石さすがにこんなの着てゲームなんてできないよ。

　いくら、引きこもりで友達がいないわたしでも、こんなの恥ずかしくて着られない。

　譲渡もできないとアイテムボックスの肥やしになってもらうしかないかな。

　でも、一応効果も確認しておこう。





　　黒クマの手袋




　　　攻撃の手袋、使い手のレベルによって威力アップ。







　　白クマの手袋




　　　防御の手袋、使い手のレベルによって防御力アップ。







　　黒クマの靴・白クマの靴




　　　使い手のレベルによって速度アップ。

　　　使い手のレベルによって長時間歩いても疲れない。







　　黒白クマの服




　　　見た目着ぐるみ。リバーシブル機能あり。




　　　表：黒クマの服




　　　使い手のレベルによって物理、魔法の耐性がアップ。

　　　耐熱、耐寒機能つき。




　　　裏：白クマの服




　　　着ていると体力、魔力が自動回復する。

　　　回復量、回復速度は使い手のレベルによって変わる。

　　　耐熱、耐寒機能つき。






　なに、このチート能力は。レベルが現段階でカンストしているわたしが使えば無敵すぎる。

　だが、こんな着ぐるみみたいなものを装備する勇気がない。

　でも、能力は勿もっ体たいない。

「うーん」

　恥ずかしさを我慢して強さを取るか、悩みどころだ。

「ユナ様、どうしましたか？」

「なんでもないよ」

　まあ、今すぐ装備するわけじゃないから、あとでゆっくり考えよう。

「それじゃ、ゲームを始めて」

「申し訳ありませんが、最後にアンケートがあります」

「そんなのがあるの？」

「申し訳ありません、長時間プレイしたお客様限定のアンケートです」

「仕方ないね」

「ありがとうございます。ワールド・ファンタジー・オンラインは現実より楽しいですか？」

「もちろん、楽しいよ。現実なんてつまらないよ」

「現実世界に大事な人はいますか？」

「そんなのいないよ」

　親は金の亡者だし、学校なんて行ってないから友達もいない。

「現実世界に親友はいますか？」

「いないよ。イヤな質問ばかりね」

「現実世界に大事なものはありますか？」

　メイドはわたしの質問には答えず、さらに質問が続く。

「お金かな？」

　………………

　……………

　…………

　………

　……

　…

　質問が続いていく。

　いったいいくつあるのよ。

「神を信じますか」

「宗教？　もちろん、信じないよ。信じられるのは自分の力だけよ」

「では最後に、クマの装備は可愛かわいいと思いますか」

「可愛かわいいと思うよ。装備したいとは思わないけど」

「わかりました。アンケートにお答えいただきありがとうございました」

　部屋が眩まぶしいほど光りだす。




「では新しい世界をお楽しみください」





２　クマさん、少女と出会う







　目を開けてみた。

　マイホームじゃなかった（ゲームにログインするといつもはマイホームに転送される）。

　知らない森の中だった。

　装備がクマだった。

　両手、両足、着ている服。

　先ほどのキャンペーンでもらったクマの装備一式だ。

　いきなり装備されているとか。

　着てみると意外と肌触りがいい。

　手を見ると、クマの手袋はパペットのようだ。

　口をパクパクしてみる。

　意外と可愛かわいい。

　周りを見回すが誰もいない。

　とりあえず、この恥ずかしい格好を見られないうちに着替えよう。

　装備の変更はマイホームじゃないとできない。

　アイテムボックスから転移アイテムを出そうとするがアイテムボックスが開かない。

　バグ？

　面倒だけど、一度ログアウトしてから、再ログインするか。




「なんで……」

　ログアウト画面が出ない。

　仕方ない、少ないフレンド登録からフレンドを呼び出そうとするが画面は出ない。

　とりあえず、現状把握をするために、マップ画面を開く。

「あれ？」

　マップ画面も出てこない。

「ちょっと、どうなってるのよ」

　ステータス画面を出す。

　これは出た。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：１

　　スキル：異世界言語、異世界文字







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）






「ど、どうなっているの！」

　アップデートのミスか。

　わたしが１年間育ててきたキャラがレベル１になっている。運営にクレームのメールを出さないといけない。




　どうにか、運営に連絡を取ろうとしていると、チロリーンと音が鳴る。

　メールの着信音だ。

　運営からごめんなさいメールか、そう思ってメール画面を呼び出そうとするが出てこない。

「どうやって読めと」

　そう思ったら、目の前にメール画面が開いた。





　　差出人：神様







　　　ユナちゃんおめでとう。

　　　アンケートの結果、君は当選しました。

　　　パチパチパチパチ（拍手）。

　　　君がいる場所はゲームの世界ではありません。

　　　わたしが管理する異世界です。

　　　つまり、異世界です。

　　　君にはわたしが管理する世界で暮らしてもらうことになりました。

　　　もちろん、裸一貫で始めるのは可哀かわい想そうなのでクマ一式をプレゼントしました。

　　　他にもプレゼントがあるから頑張って探してね。






「新しいイベントかな」

　とりあえずわからないので他のプレイヤーを探すことにする。

　異世界なんてどこの小説の二番ばん煎せんじの話だよ。

　そんなの現実に起きるわけないじゃん。

　どこの妄想癖の変態よ。

　問題は現在の位置が分からないことだ。

　レベルも１だし、こんなところ魔物に襲われたら死んじゃうし。

　死んだら、マイホームに戻れるのかな？

　とりあえず、森を出よう。

　でも、流石さすがに武器がないのは困る。

　あるのは、パクパクと口が開くクマの手袋だけ。

　周りを見回しながら森を歩いていると、ちょうどよい長さの木の棒が落ちている。拾って、クマの口に咥くわえさせる。

「武器の代わりになるかな？」

　手ぶらよりましなので持っていくことにする。

　勇者がひのきの棒を装備している気分だ。

　木の武器を持ちながら、クマの格好で歩いているとウルフが現れた。

　ウルフは初期の街の近くに現れる、初心者用の狼型の魔物だ。

　とりあえずウルフのステータス画面を確認しようとするが画面が出てこない。

　ウルフだって個体によってレベルは異なる。

　弱ければいいけど、現在自分の持っている武器は木の棒だから倒せるか微妙だ。

　せめてもの救いは１匹ってことだろう。

　木の棒を剣のように構える。ウルフがまっすぐ走って飛びかかってくる。

　いつも、ゲームでやっているようにひょいっと横に避よけ、木の棒をウルフの横っ腹に叩たたきつける。

　本来持っていた剣だったら一いっ刀とう両りょう断だんだろう。

　ウルフは〝キャイン〟と鳴なき声を上げると動かなくなってしまった。

　予想外なことに一撃で倒してしまった。

　もしかしてこれって、勇者のひのきの棒なのか？

　棒を天高く掲げてみる。

　まあ、冗談はおいておいて。

　……あれ？

　ウルフを見るが変化がない。

　倒したのにアイテムに変化しない。

　魔物は死ぬと消えてアイテムを落とす。

　ウルフなら肉とか毛皮、運がよければ魔石とかを落とすのだが、このウルフは消えない。

　木の棒でつっつくが動かない。間違いなく死んでいるはずだ。

　先ほどのメールが現実味を帯びてくる。

　本当に異世界？

　とりあえず、ここから離れよう。

　ウルフの死し骸がいの匂においを嗅かぎつけて他の魔物がやってくるかもしれない。

　流石さすがにウルフを現実で解体する技術は持っていない。

　ゲームや小説みたいにはできそうもない。




　ウルフを倒してからしばらく歩くが、森を抜け出せない。

「お腹なかすいた～」

　アイテムボックスも開けないから食料も取り出せない。

　いや、ゲームじゃなかったら食料が入っていない可能性も高い。

　早く人を見つけないと魔物に殺される前に飢え死にしてしまう。

　森の中を長い距離を歩いているのにあまり疲労感がない。

　このクマの靴のおかげだろうか。

　恥ずかしいが便利な靴だ。

「誰か、助けて……」

　人の声だ。

　危険かとも思ったが初めての人の声だ。危険を承知で声がした方へ向かう。

　走ると少し開けた場所に出る。

　小さな女の子が倒れている。そこに３匹のウルフが襲いかかろうとしている。

　女の子は腰が抜けているのか立ち上がれそうにない。

　わたしは走りながら地面に転がっている野球ボールほどの石を３つ拾う。

　黒クマの口にしっかり咥くわえさせる。

　こちらに注意を向けさせるために石を思いっきり投げる。投げる。投げる。

「あれ？」

　石はウルフに当たった。

　３匹のウルフは血飛沫しぶきをまき散らして倒れた。

　命中するとは思わなかった。

　このクマ装備、命中補正でもあるのかな。

　クマの口をパクパクさせてみる。




　とりあえず、ウルフは死んだようなので女の子に近づく。

「大丈夫？」

　黒髪の10歳ぐらいの女の子に声をかける。

　そんなキャラ、選択できなかったはずだからＮＰＣだろう。

「あ、ありがとうございます？」

「なんで、疑問形？」

「わたしを食べますか？」

「食べないよ」

「クマさんですか？」

　自分の格好を思い出す。

　頭に被かぶっている、可愛かわいらしいクマのパーカ部分をとる。

「これで大丈夫？」

「あ、はい」

　女の子のステータス画面を呼び出してみようとするがステータス画面は出てこない。

　ＮＰＣでもなにかしら情報が出るはずなのに出ないとなると、バグか、本当に異世界なのか。

　ウルフの血みどろの死し骸がいを見ると異世界の方が現実味を帯びてくる。

　とりあえず、少女に話を聞くことにしよう。

「あなた１人？」

「あ、はい、お母さんが病気で薬草を探しにきたんです」

















「あなたみたいな小さな女の子が」

「お金がないんです。だから、街では薬草が買えないから森に採りにきたんです。そしたらウルフに襲われて」

「街ってことは近くに街があるの？」

　うん、いい情報ゲット。

「お姉ちゃんは他の街から来たんですか？」

「うん。それで、ちょっと道に迷っちゃってね。だから、街まで案内してくれない？」

「はい」




　わたしが歩きだそうとすると、

「お姉ちゃん、このウルフこのままにするの？」

「そのつもりだけど。こんなの持って帰れないし」

「勿もっ体たいないよ。ウルフの毛皮も肉も売れるし、魔石も安いけど売れるよ。解体すれば持ち運べると思うよ」

「わたし、解体なんてできないから無理」

「お姉ちゃんがよければ、わたしが解体するけど」

「解体できるの？」

　その言葉に女の子は頷うなずく。

「じゃ、お願い。ウルフの売れた金額は折半でどうかな。わたしも助かるし」

「いいの？」

「いいよ」




　少女は小さなナイフを取り出すと、ウルフを器用に解体していく。

「上う手まいわね」

「うん、たまに仕事でするから」

　ほどなく３体のウルフは少女の手によって、毛皮、肉、魔石と綺き麗れいに解体されている。

　荷物は２人で分けて運ぶ。

　アイテムボックスがないのは辛つらいな。

　ゲームなら触るだけでアイテム回収できるのに。

「街は近いの？」

「うん、近いよ。だから、薬草採りに来たんだけど」

「それで、薬草は見つかったの」

「うん、見つけたよ。けど、帰るときにウルフに襲われて」

　その現場に出くわしたわけか。

「それじゃ、行こうか……」

　名前を呼ぼうとして、まだ聞いていなかったことに気づいた。でも、そのことを察した少女の方から名前を教えてくれた。

「フィナです」

「わたしはユナ。それじゃ、フィナ行こうか」

　しばらく歩くと森を抜け、遠くに城壁が見えてくる。

　おお、意外と大きい。

　遠くからでも城壁の高さがわかる。

　あれなら、魔物に襲われることはないだろう。




　街に着くまでの間、フィナにいろいろ聞くことができた。

　やはりこの世界は、わたしが知っているゲームの世界ではないようだ。

　廃人プレイヤーのわたしが知っている街が一つもなかった。

　アップデートによってできた新しい大陸って可能性もあるけど、話を聞くたびにゲームではない可能性が増えていく。

　街に行けばなにかしら情報があるだろう。

　プレイヤーが一人もいなければ異世界だと認めることにする。

　街に入るには住民カードやギルドカードが必要になるらしい。

　わたしが持っていないことを言うと、フィナが「ギルドカードは冒険者ギルドでもらえるよ」と教えてくれた。

　でも、街に入るには銀貨１枚と、犯罪の有無を調べられるらしい。

　わたしは来たばかりだし、犯罪を起こしたことはないから、大丈夫なはず。




　とりあえず、街の入り口まで距離があるのでステータスを確認する。

　あれ、レベルが上がっている。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：３

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）






　おや？

　スキルも増えている。

　説明文を読む。





　　クマの異次元ボックス




　　　白クマの口は無限に広がる空間。どんなものも入れる（食べる）ことができる。

　　　ただし、生きているものは入れる（食べる）ことはできない。

　　　入れている間は時間が止まる。

　　　異次元ボックスに入れた物は、いつでも取り出すことができる。






　ゲームのシステムにあったアイテムボックスをゲットしたみたい。

　ゲームのアイテムボックスも食材を長時間入れても腐らなかったし。

　そう考えるとやっぱりゲームの中なのかな？

　でも、その機能がクマについているって。

「ん？」

　アイテムボックスも空っぽかと思ったら、お金が入っているみたいだ。

　あと紙が１枚入っていた。

　白クマの口から紙を取り出して読んでみる。





　　君が現実世界で大切にしていた

　　お金を持ってきてあげたよ。

　　もちろん、あちらのお金は使えないから

　　こちらのお金に両替しておいてあげたよ







神様　　　






　それはありがたいけど。

　これで、この場所が「ゲーム」から「異世界」側へとまた天てん秤びんが傾いたことになる。

　でも、もし本当にここが異世界ならは、このお金は助かる。

　いくら入っているか確認したら、とんでもない金額が入っていた。

　これって、異世界でも一生引きこもれるんじゃない？

　とりあえず、街に行ってから考えよう。





３　クマさん、ウルフを買い取りしてもらう







　門の前まで来ると門兵が待ち構えていた。

　視線はまっすぐにわたしを見ている。

　そこで思い出す自分の格好を。

『くま、クマ、熊、ベアー』

　書き方、言い方を換えても内容は同じ。

　怪しいが怖くはないはずだ。

　フィナは「可愛かわいい」って言ってくれたし。

　わたし自身も可愛かわいくて恥ずかしいぐらいだ。

　フィナぐらいの年齢の子が着ると可愛かわいいだろう。

　わたしみたいな引きこもりには似合わないけど。

　だからといってあんなに見なくてもいいだろうに。

「そっちの嬢ちゃんは、薬草を探しに行った子だったな。薬草は見つかったかい」

「はい」

　フィナは嬉しそうに微ほほ笑えむ。

「それはよかった。約束を守って森の奥には行かなかったようだね。奥には魔物がいるからな」

　その言葉に苦笑いをする。

「それで、その変な格好した嬢ちゃんはなんなんだ」

「気にしないでもらえると助かります」

「まあ、着る服なんて人それぞれだしな。とりあえず、入るなら身分証を見せてくれ」

　フィナは住民カードを門兵に見せている。

「わたしはこの街の住人じゃないけど、お金を払えば入れるって聞いたよ」

　クマの口をパクパクさせてみる。

「身分証を……」

　門兵は一言だけ口を開く。

　わたしにはそんなものはない。

「ないけど、入るのには銀貨１枚払えばいいのよね」

「なにもないのか？　どこの街の住民カードでもいいぞ」

「カードがない場所で暮らしていたので」

　フィナと来る間に考えた噓うそを次から次へと並べていく。

「そうなのか、なら、税金として銀貨１枚と犯罪経歴を調べさせてもらっている」

　わたしは前もって白クマの口から取り出していた銀貨１枚を黒クマに咥くわえさせて門兵に渡す。

「それじゃ、こっちの部屋に来てくれるか」

　犯罪はこの世界に来てからしてないから問題はない。

　もちろん、現実の世界でもしてないよ。

　ほんとだよ。




　門兵に、近くにある建物に連れていかれる。

　よくファンタジー小説に出てくる兵舎だろうか。

　中に入ると受付みたいな場所がある。

　そこに連れていかれると、門番は水晶を目の前の机に置く。

「この水晶板に手を置いてくれ、犯罪者なら水晶板が赤くなる」

「置くだけいいの？」

「ああ、嬢ちゃんの魔力に反応して調べるからな」

　手を水晶板に置くが反応はない。

「大丈夫だな」

「本当にこんなことで分かるの？」

「そんなことも知らないのか。本当にどっから来たんだ」

「遠くの村よ」

「なら、説明をしてやるか。この水晶板は国の全ての水晶板に繫つながっている。街に住むものなら、赤ちゃんが生まれると市民カードを発行すると同時に魔力の登録も行われる。これは王都、他の街でも同様に行われる。それによってその者がどこの出身地か分かるようになっている」

　住民登録みたいなものかな。

「そして罪を犯した場合、そのデータを水晶板に登録することができる。登録されると全ての水晶板にデータが行き渡ることになる。それによって犯罪者は街や王都に入れなくなる」

「偽造カードや他人のカードを使ったらどうなるの？」

「それは無理だな。カードは魔力に反応するように作られている。登録したときの魔力でないとカードは反応しない」

　魔力は指紋みたいなものかな。

「でも、魔力の登録をしていない場合、意味がないんじゃ」

「そうなるな。でも、カードを持っていないのは街や王都に来たことがない、田舎の村人ぐらいだな。そんなやつが重罪人のわけがないからな」

　確かにそうかも。

「説明は以上だ。他になにか知りたいことはあるか？　なければ、もう街に入っていいぞ」

　礼を言って部屋を出るとフィナが待っていてくれた。

　フィナの頭を撫なでてあげる。

「ユナお姉ちゃん、大丈夫だった？」

「うん、大丈夫だよ」

「それじゃ、ギルドにウルフを売りに行こう」




　街の中はゲームの中の街に似てなくはないが、なにかが違うような気がする。

　そして、なぜかみんなわたしの方を見ているような気がする。

　よそ者だからかな。

「ユナお姉ちゃんの格好目立つね」

　忘れてました。

　自分の格好がクマだってことを。

　目的の場所に着く間、すれ違う人が全員わたしの方を見たのは言うまでもない。

　フィナが案内してくれたのは大きな倉庫みたいなところ。

　その隣には大きな建物が建っていて、剣や杖つえを持った冒険者がいる。

　ステータス画面が出ないのでゲームプレイヤーなのかＮＰＣなのか分からない。調べたい気持ちもあるが、今はフィナについていくことにする。

「ここで買い取りしてくれるの。すみませーん。ウルフの買い取りをお願いしたいんですけど」

　フィナはカウンターの奥にいる男の人に声をかける。

「フィナじゃないか。こんな時間にどうしたんだ」

「素材を売りに来ました」

　フィナが持っているウルフの素材を台の上に置く。

　わたしも同じように置く。

「これ、ウルフの肉と毛皮じゃないか。どうしたんだ」

「ちょっと外に薬草を採りに行ったら、ウルフに襲われちゃって、そしたら、このお姉ちゃんが助けてくれたの」

「おまえ、森に行ったのか！」

　受付の男が叫ぶ。

「うん、お母さんの薬草がなくなったから」

「何度も言っているだろう。薬草が欲しければ俺が手に入れてやると」

「でも、いつもいつもゲンツおじさんにお願いするわけにはいかないよ。わたしお金払ってないし」

「だから、それはいいって言っているだろう。もしおまえになにかあったら、おまえのお母さんになんて言ったらいいんだよ」

「大丈夫だよ。森には何度か行っているから」

「でも、今日はウルフに襲われたんだろう。そこの、なんだ、変な、妙な、嬢ちゃんに助けてもらったんだろう。嬢ちゃんありがとうな。フィナを助けてくれて」

　わたしの格好を見て言いにくそうに礼を言う。

「ううん、わたしも道に迷っていたからお互い様」

「礼はしたいが、これも仕事だから、買い取り金額は通常と同じにさせてもらうけどいいな」

「それでいいよ」

　男はウルフの素材を確認していく。

「えーと、肉と毛皮だな。この量だと、こんなもんだな」

　ゲンツさんは目の前にお金を置く。

　多いのか少ないのか分からない。

「はい、お願いします」

　フィナは嬉しそうにしている。

　お金を受け取ったフィナは半分をわたしにくれようとする。

「フィナ、そのお金はいいから、いい宿屋を案内してくれない？　わたしこの街初めてで分からないから。でも、薬草をお母さんに早く持っていかないとだめか」

　森でフィナに出会った理由を思い出す。

「大丈夫、家の帰り道に宿があるから、案内できるよ」

「ありがとう」

「フィナ！　もう、危険なことはするなよ。薬草が欲しければ俺に言えよ」

「うん、分かった」

　フィナは返事をして歩きだす。

「さっきの男の人、知り合い？」

「はい、いつもお世話になっています。たまに、持ち込みの魔物が多いとき、解体の仕事をさせてもらっているんです」

　なるほど、それであんなに上う手まく解体ができたのか、と納得する。

「それで、お母さんの病気のことも知っていて、安く薬草や薬を譲ってくれるんです。たまに、ただでくれるときもあるんです。でも、毎回毎回薬を頼むわけにはいかないから」

　それで、今回は１人で森に薬草を採りにいったわけか。

　なにか、フィナのためにしてあげたいけど、今は無理かな。

　自分もこんな状況だし。

　案内された宿は換金場所から歩いて30分ほど離れた場所だった。

　意外と距離があった。

　もちろん、歩いているあいだじゅう視線を浴びていたのは言うまでもない。

「ここだよ。ごはんも美お味いしいってみんな言っているよ」

「ありがとう。じゃ、お母さんに早く薬草を持っていってあげて」

「うん、ユナお姉ちゃんありがとう」

　フィナは走っていく。




　見送ったわたしが宿の前に立つと、いい匂においが漂ってくる。

　日も沈みかけて、夕食時だ。

　美お味いしい食事が期待できる。

　食事がとれる喜びに任せて宿の中に入る。

　中に入ると10代後半の女の子がわたしを見て驚いている。

　毎度毎度、みんな同じ反応でまいる。

　お金もあるし防具も考えようかな。

「い、いらっしゃいませ？」

　女の子はわたしの格好を見てどうにか声を出す。

「泊まれるって聞いたんですけど」

「はい、大丈夫です。朝、夜の食事つきで銀貨１枚です。食事なしだと半銀貨になります」

「それじゃ、食事ありで10日分お願い」

「あと、お風呂は夕方６時から夜10時までになります」

「お風呂あるの！」

「はい、ございます。男と女でちゃんと分かれているので安心してください」

　嬉しい誤算だ。まさかお風呂もついている宿とは思わなかった。

「食事はすぐにできる？」

「大丈夫です」

　説明を聞き終わったわたしは、白クマの口から銀貨10枚を取り出す。

　受け取る瞬間、女の子は黒クマをにぎにぎする。

「わぁ、すみません。可愛かわいかったので。食事つきで10日ですね。食事はすぐに用意しますので席に座って待っててください。ああ、わたしは、この宿の娘のエレナっていいます。よろしくお願いします」

「ユナよ。しばらくよろしくね」





４　クマさん、鏡に映った自分の姿を見て悶もん絶ぜつする







　美お味いしい食事で満足したあと、２階の部屋に案内してもらう。

　フィナには感謝しなくちゃいけないね。森から街まで案内してくれて、料理が美お味いしい宿を教えてもらった。

　命の恩人だ。

「お風呂は空あいてますから入っても大丈夫です。でも長湯だけはしないでくださいね。待つ人がいますから」

「了解」

「あと、朝食は朝６時から８時までの間です。遅れたら出せませんので気をつけてください」

　エレナさんは一通り説明をすると下に下りていく。

　残されたわたしは部屋の中に入る。

　１人部屋だからそれほど広くはない。

　ベッドと小さな机がついているぐらいだ。

　アイテムボックスがあるので荷物が邪魔になることはない。寝るだけなら十分の広さだ。

　部屋を見渡していると壁に鏡があるのに気づく。

　改めて自分の姿を確認する。

　恥ずかしい。

　間違いなく、クマさんの格好だ。

　女の子がたまに部屋着で着ているような、クマの服。

　この格好で外を出歩いていたとか、もう、恥ずかしくて明日からやだなあ……。

　もう一度、勇気を振り絞って鏡を見つめる。

　そこで違和感に気づいた。

「現実のわたしの顔……」

　鏡に映っていたのは、リアル世界でのわたしの顔だった。

　ゲームキャラの顔は輪郭は同じだが、髪の色や髪型は異なっていた。わたしはゲームでは銀髪のツインテールだった。

　だが、いま鏡に映っているのは黒髪の腰まで伸びるロングストレート。引きこもりのわたしが美容室なんて面倒なところに行くわけもなく、だんだんと伸びた髪だ。

　面倒なので、髪型もストレートのままだった。

　その現実の姿の顔、髪の色、髪型が鏡に映っている。

　身長もゲームの中では10㎝ほど高くしてあった。改めて確認すると、どう見ても現実の身長しかない。

















　小さくないよ。

　平均より少し小さいだけだよ。

　本当だよ。

　でも、これで嫌でもこの世界がゲームの世界ではないと分かった。

　どこかでゲームの世界なのではと願っていたが、現実だと知ると一瞬ショックを受けた。だけど、ショックを受ける理由がないことにすぐに気づく。

　わたしの親はどうしようもない親だったし、友達もいないから親友なんてもちろんいない。

　現実世界に残してきたのは株で稼いだお金ぐらいだろう。でも、そのお金も神様の手紙によればこちらのお金に換金してあるっていうし。

　現実世界で名残なごり惜おしいのは娯楽、食べ物ぐらいだろう。

　でも、この世界だって楽しいことはあるだろうし、食べ物もこの宿の料理は美お味いしかった。

　引きこもろうと思えば引きこもれる。でも、残念なことに、この世界で引きこもってもネットもテレビもないからつまらなそうだ。

　まあ、この異世界自体がゲームと思えばいろんなところに行って楽しむのもいいかもしれない。

　そう考えると楽しくなってきた。

「よし、明日に備えて風呂に入って寝よう」

　風呂場に行き、脱衣所でクマの手袋を外し、クマの服を途中まで脱ぐ。

　クマの服の下は下着姿だった。

　パンツとブラジャーのみって……。

　わたしはこんな格好で街の中を歩いていたのか。

　シャツぐらいちょうだいよ。

　そういえば、替えの下着は持っていないから買わないといけないな。

　クマの服を全て脱いで、パンツを脱ぐ。

　うん？

　気になったものが目に入った。

　パンツをおもむろに広げてみる。

「なんだこりゃ……」

　パンツにはクマさんの絵がついていた。

　しかも、白クマと黒クマの２匹。

　この世界にわたしを呼んだ神様の趣味か。

「深く考えるのはよそう」




　風呂に入り、今日の疲れを取る。

　長風呂は禁止されているので早めにあがる。

　着替えもないから先ほどのクマさんパンツとクマの服を着なおそうとする。

「明日は買い物かな」

　クマの服に手をかけて、ふと思い出す。

　裏返しにして白クマにして着ると体力が回復するって書いてあったことを。

　試しに白クマにして着てみる。

　癒やされている感じが伝わってくる。

　体が内側からぽかぽかと温まる。

「おお、これは意外といいかも」

　部屋に戻ると今日の疲れを取るためにふとんの中に入る。

　気持ちいい。

「おやすみ～」

　誰も聞くこともない挨あい拶さつをして眠りにつく。




　早く寝たためか早く目覚めた。

　白クマ効果なのか、疲れが残っていない。

　だんだんとクマ装備が外せなくなる。

　これは呪のろいの装備かもしれない。

　スキルは高いが見た目が可愛かわいいクマさんとか。せめてカッコイイ熊の装備だったらいいのに。

　朝食の時間まで少しあるみたいだ。

　ステータス画面を呼び出す。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：３

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）



　変な装備の項目が増えている。





　　クマの下着




　　　どんなに使っても汚よごれない。

　　　汗、匂においもつかない優れもの。

　　　装備者の成長によって大きさも変動する。






　引きこもりに最強の装備が来た!!!

　いやいやいや、それは15歳の乙女おとめとしてだめだろう。

　でも、装備者の成長によって大きさも変動するってありがたいかも。今は、薄い胸板だけど、将来、巨乳になるわたしには必要だ。

　いちいち、下着のサイズを変えないですむのだから。




　朝食をとるために１階に下りるとエレナさんが雑巾を持って掃除をしていた。

「おはようございます」

「おはよう、食べられる？」

「はい、大丈夫です」

　エレナさんがジロジロと見てくる。

「なに？」

「今日は白ですね。とても似合ってますよ」

　素敵な笑顔で言われた。

　すっかり忘れていました。

　今は白クマです。

　黒クマだから恥ずかしくないってわけじゃないけど、着替えるのも面倒なので白クマ姿で朝食をとる。出されたパンもスープも美お味いしかった。

　お金もあるから、この宿屋に引きこもるのもいいかも。




　部屋に戻って黒クマに着なおす。

　今日の予定を考えてみる。




　１、着替えを買う（下着含む）。

　２、身分証明書を作る（冒険者ギルドに行く）。

　３、装備が欲しい（剣が欲しい）。

　４、情報収集（図書館か本屋かな）。

　５、自分の強さの把握（ウルフは余裕だった）。




　エレナさんから冒険者ギルドの場所を聞くと昨日ウルフの素材を売った建物の隣だそうだ。

　身分証明書がないといろいろ面倒そうなので冒険者ギルドに向かうために宿を出ると。

「ユナお姉ちゃん、おはようございます」

「フィナ、どうしたの」

「改めてお礼をしようと思って。あと、宿の方はどうだったかと思って」

「うん、宿はよかったよ。食事も美お味いしかったし、お風呂もあったのは嬉しかった。とりあえず、10日間はいるつもり」

「よかったです。気に入ってもらえて」

「フィナの方は大丈夫だった？」

「はい、ちゃんとお母さんに薬草を飲ませることができました。それで、ユナお姉ちゃんはどこへ行くのですか」

「わたしはギルドへ身分証を作りに。それから街の中を回ってみようかと思っているけど」

　本日の予定を説明する。

「わたしもギルドに一緒に行っていいですか」

「別にいいけど、身分証を作るだけよ」

「わたしも解体の仕事があるか確認しに冒険者ギルドに行くので」

「解体の仕事？」

「昨日、わたしが解体の仕事をしているって言いましたよね。その仕事をくれるのがゲンツさんなんです」

「ゲンツさん？」

「ええ、昨日ウルフの素材を買い取りしてくれた人です。冒険者の人が解体もせずに大量に魔物を持ち込んでくるときがあるんです。そんなとき、わたしがお手伝いさせてもらっているんです。だから、毎日朝イチで確認しに行くんです」

「ああ、昨日、そんなこと言っていたね」

　こんな小さな女の子が魔物の解体の仕事ね。

　流石さすが、異世界というべきか、これが異世界の常識なのか、悩むところだ。

「ゲンツさんには、いつも、お世話になりっぱなしです」

　もしかして、ロリコン……。

「ゲンツさん、うちのお母さんが好きみたいなんです」

　そっちか。わたしの心が汚よごれているのが確認できた。

　少女と大人の男性の組み合わせを聞くとロリコンを想像するのは、わたしの悪いクセだ。

　ゲンツさんとフィナのお母さんの話を聞いているうち、昨日ウルフを売った建物が見えてきた。

　もちろん、ここに来る間も、視線を浴び続けましたよ！





５　クマさん、冒険者ギルドに行く







　ギルドに着くと冒険者がたくさんいた。

　皆、それぞれ剣や杖つえを持っている。

　ゲームの世界にいるようだ。

　でも、プレイヤーは一人もいないんだよね。

「朝から結構人が多いね」

「ランクが低い冒険者は仕事の取り合いになりますから。みんな、いい仕事を取るために早めに来るんです」

　なるほど、強い魔物は強くないと倒せない。

　弱い魔物の討伐なら、ある程度の冒険者でもできる。

　依頼と冒険者の数が合わなければ仕事の取り合いになるだろう。




　わたしはゲンツさんのところへ行くフィナと別れて、むさくるしい男どもがいるギルドの中に入っていく。

　中に入ると視線が向けられる。

　値踏みをしているか、女が来たのが珍しいのか、視線が集まる。

　周りを見ると女性冒険者もいるが、やはりその数は少ない。




　視線を無視して受付の20歳前後の受付嬢の前に行く。

「初めてなんだけど」

「あ、はい、冒険者ギルドに加入ですね」

「身分証になるって聞いたんだけど」

「はい、冒険者ギルドカードはどの国でも使えます」

「それじゃ、お願いしてもいいかな」

　そう伝えると、後ろから視線を感じて振り向く。

「おいおい、こんな変な格好した小娘が冒険だと。冒険者も舐なめられたもんだな。おまえみたいな小娘がいるから冒険者の質が落ちるんだよ」

　テンプレかな？

「わたしは身分証が欲しくて来ただけよ。なにかを言われる筋合いはないけど」

「それじゃ、なおさらだな。仕事もしない冒険者なんて必要ないな」

「仕事をしないとは言ってないよ。わたしができることはするよ」

「それが質を落とすって言っているんだよ」

「受付のお姉さん、この人がこんなこと言っているけどそうなの」

「ギルドでは最低限の資格があれば問題はありません」

「最低限？」

「年齢が13歳以上、１年以内にランクＥに上がること。なれなかった場合、剝はく奪だつされます」

「ランクＥ？」

「ゴブリンやウルフ、ランクの低い魔物の討伐ができることが条件です」

「なら、問題はないかな。ウルフなら倒せるから」

「ぎゃははは、噓うそをつくんじゃねえよ。おまえみたいな小娘がウルフを倒せるわけないだろう」

「この人のランクは？」

　受付嬢に尋ねる。

「ランクＤのデボラネさんです」

「後ろで野次を飛ばしている人や、笑っている人も」

「みなさん、ランクＤ、Ｅの方々になります」

　薄笑いを浮かべている冒険者たち。ゲームの世界でもいたな。人を見た目だけで判断する馬鹿。馬鹿に対する対処方法は１つ。自分たちが間違っていることを認識させること。ゲームでもそうだったけど、売られた喧けん嘩かは買う主義だ。

「フッ、この冒険者ギルド、質が低いわね。この程度の人がランクＤとか」

「なんだと」

「自分で言ったんじゃない。馬鹿なのアホなの？　わたし程度が冒険者になれないなら、わたしに勝てないあなたたちはクズでゴミで生きる価値がないってことでしょう。自分の言った言葉も理解できてないなんて馬鹿なの？　ああ、ごめんね。ゴブリンだったね」

「貴様……死にたいのか」

「ここで試合できるところある？」

　ゲーム時代もたまにソロでやっていると、このような馬鹿なやつらに因縁を吹っかけられることが多かった。

　だが、引きこもりプレイヤーはやられっぱなしではない。

　時間とお金をかけたキャラで返り討ちにしたものだ。

　このような人間は叩たたき潰つぶさないとゴキブリみたいに次から次へと増えていくから困りものだ。

「はい、この裏にありますが……」

「それじゃ、あんたたちが勝ったら、わたしは冒険者を諦あきらめてここを立ち去る。あなたたちが負けたら、あなたたちが冒険者を辞めて立ち去るってことでいい？」

「女のくせに舐なめたことを。貴様に負けたら辞めてやるよ！　なあ、おまえたち」

「おお！」

　男の後ろにいる冒険者もニタニタ笑いながら返事をする。

　面白がっているな。

「受付のお姉さん、今の話、聞いたよね」

「はい。ですが、謝ったほうが……。デボラネさん、性格に問題がありますが、ランクＤであることに間違いはありませんから」

　これで受付嬢の言げん質ちは取った。

　忘れたとは言わせない。




　受付嬢に案内されて、裏の訓練場に向かう。

　後ろにはデボラネを先頭にゾロゾロと15人ほどの冒険者がついてくる。

「えーと、本当にやるのですか」

「ええ。弱いのに冒険者でいるなんて、冒険者の質を落とすものだから、早めに辞めてもらわないといけないでしょう」

「貴様。生きてここから出られると思うなよ」

「つまり、あなたも殺される覚悟があると。弱いやつほどよく吠ほえるって言うけど、本当なのね」

「おい、早く始めろ」

　デボラネが剣を構える。

「あっ……」

　武器がないのを忘れていた。

　ひのきの棒しか持っていない。

「どうした、早く武器を構えろ」

　どうしたもんかと周りを見渡すと、フィナがやってくるのが見えた。

　なんてタイミングがいい子なの。

「ユナお姉ちゃん！」

　騒ぎを聞いて駆けつけてくれたらしい。

　可愛かわいいことだ。

「フィナ、ナイフ貸してくれない。あとでちゃんと返すから」

　フィナに近寄り、お願いする。

「ユナお姉ちゃん戦うの？」

「成り行きでね。まあ、大丈夫だから見てて」

　フィナからナイフを借りてデボラネの前に行く。

「貴様、そんな武器で戦うのか」

「ゴブリン相手にわたしの武器（ひのきの棒）を使うほどじゃないわよ」

「殺してやる」

「何度も言いますが、殺しはだめですからね。それじゃ、始めてください」

　デボラネが走りだし、大剣を振りかざす。

　ワンステップで横に３ｍほど飛ぶ。クマの靴のスキルのおかげで簡単に間合いを取ることができる。さらに、ワンステップでデボラネの内側に入り込み、黒クマの手で横っ腹を殴り飛ばす。




　秘技、クマさんパンチ。




　あれ、吹っ飛ばない。顔を歪ゆがませる程度だ。レベルに差があるのかな？

「貴様……」

　クマパンチに耐えたデボラネは剣を振りかざす。

　おいおい、対人戦で触れるほどの近くにいるのに剣を振りかざすって、どんだけ素人よ。

　ゲームの中でも対人イベントはあった。レベル無制限、武器、魔法、防具なんでもありの無差別級とか。なかには運営者の設定で防御力、攻撃力を一定にして戦う対人戦もあった。

　レベル、武器や防具に差がない戦いでは、勝負は技術で決まる。

　そんな戦いをわたしはしてきた。

　力任せで攻撃してくる敵は相手ではない。

　振りかざしたデボラネの手首あたりにクマパンチを繰り出す。

　力を上に向けられたせいで、デボラネの剣はバランスを崩す。その後には喉のどにナイフを突きつけられているデボラネの姿があった。

「終わりね」

「ふざけるな────!!」

　止まっているナイフを払い、剣を振りかざそうとする。

　ワンステップで後方に下がって避よける。

　このクマの靴便利すぎるぞ。

「受付のお姉さん、今の勝負はわたしの勝ちでしょう」

「ふざけるな、まだ、勝負はついていない」

　受付嬢を見るが、彼女もどうしたらよいかわからず、迷っているようだ。

　ちゃんと審判をしてほしいんだけど。

「わかったわよ。勝負だけじゃなく、人生を終わらせてあげるから。次はナイフが止まると思わないでね」

　そう言うと、男の顔が引きつる。

　実力の差がわかっているのだろう。

　攻撃はかわされ、スピードもわたしの方が速く、クマパンチだってあれがナイフだったら腰に刺さっていたのだ。しかも最後に首にナイフを突きつけられたのは間違いないのだから。

　すでに２度、刺されたことになる。

「このナイフがそんなに怖い？」

　小さなナイフをちらつかせる。

「ごめんね。本来、冒険者の資格もない一般の人にこんなもの使うなんて、大人げなかったね」

　そう言うと、デボラネの足元にナイフを投げつけ、地面に突き刺す。

「これで、怖くないでしょう」

　クマの手袋で、カモン、カモンとやってみる。

「馬鹿にするな～」

　馬鹿の猛突進。

　ワンステップで横にかわす、でも、剣が追いかけてくる。

　流石さすがに２度同じ避よけ方ではばれるか。

　ワンステップでだめならツーステップすればいいこと、だめなら三み度たび飛ぶだけ。

　３つステップを踏み、４つ目で死角に入り、５つ目でデボラネに向かう。

　顔面にクマパンチが炸さく裂れつする。

　デボラネの巨体が倒れる。

　右、左、右、左、右、左と顔面を殴りつける。

　クマパンチ、クマパンチ、クマパンチ、クマパンチ、クマパンチ、クマパンチ、クマパンチ。

　やっぱり、黒クマの手の方が力があるみたい。

　向かって左頰ほおだけが大きく腫はれている。

　男は動かない。男が動かなくなったのを見てから離れる。男は白目を剝むいて気絶している。

「それじゃ、次の相手は誰？」

　見学している冒険者に向かって尋ねる。

　誰も来ない。

「いないみたいね。それじゃ、受付のお姉さん、ここにいる冒険者のみなさんのギルドからの脱退をお願いしますね。実力がないらしいですから」

　わたしはにっこりと微ほほ笑えむ。

「それは……」

「だって、みなさん、自分で言ったんですよ。わたしみたいに実力がないやつは冒険者になれない。それって、わたしよりも弱い人は冒険者になれないって意味でしょう。この倒れている男はもちろん、わたしに向かってこない人たちもそう取られても仕方がないでしょう。冒険者ならわたし程度には勝てるはずですから」

　笑みを浮かべながら周りを見る。

　先ほどの戦いを見て勝てると思った冒険者はいないみたいだ。

　そもそもデボラネがこの中で一番強かったのだろう。そのデボラネが簡単に負けたのだから、わたしに戦いを挑む馬鹿はいなかった。

「俺は言ってないぞ」

　沈黙の中、１人の冒険者が言った。

「俺も言っていない」

　さらに１人続く。

「言ったのはデボラネだろ」

「そうだ」

　デボラネを切って自分の身を守るつもりらしい。

「でも、わたし、言いましたよね。あなたたちが勝ったら、わたしは冒険者を諦あきらめてここを立ち去る。あなたたちが負けたら、あなたたちが冒険者を辞めて立ち去るって、そして、その男が『貴様に負けたら辞めてやるよ！　なあ、おまえたち』、それに対して、あなたたちは『おお』と返事をしました。そのときに受付のお姉さんに確認を取りましたよね」

　受付嬢を見る。

「はい……」

　彼女が小さく返事をする。

　逃げ場を失った冒険者たちは訓練場に入ってくる。

「そこまで言うなら、俺たち全員を倒してからにしな」

「そうだな、俺たちをまとめて相手してもらおうか」

　１人、２人、３人と出てくる。

　どうやら、全員まとめて相手をしないといけないらしい。

　でも、デボラネ程度の実力なら平気かな。




　戦闘は終わった。

　あっけなく終わった。

　ステータスを見ていないからなんとも言えないが、デボラネを倒したことでレベルが上がったのだろう。クマステップにはキレが増し、クマパンチの威力は数段上がっていた。

　はい、みなさん、クマパンチ１発で倒れました。

「おい、おまえたちなにをやっとる！」

　あらゆる筋肉を体につけた、厳いかつい男が訓練場に入ってきた。

「おい、ヘレン。どういうことか説明しろ！」

　受付のお姉さんに向かって言う。

　あの受付の人、ヘレンって名らしい。

　へレンさんが一生懸命に説明をしている。

　終わると筋肉がこちらを見る。

「おい、そこの変な格好している女！」

「なに？」

「おまえがこれをやったのか？」

「わたしは悪くないよ。暴力を振るわれたから正当防衛をしただけ。もしかして、わたしが悪いとは言わないよね」

「基本的に冒険者同士の争いにはギルドは中立だ」

「それじゃ、わたしの味方ってことね」

「なんでそうなるんだ」

「わたしまだ、入会してないから冒険者じゃないよ。一般市民よ。そんな、一般市民が冒険者に襲われたのだから、それは管理するギルドの責任なんじゃない。まさか、１人の一般市民の女の子より、複数で襲ってきた冒険者の味方ってわけじゃないでしょう」

「そりゃな」

「なら、一般市民のわたしの味方じゃない」

　まあ、わたしはこの街の市民ではないんだけど。

　男は頭をポリポリ搔かいて、悩んでいる。

「おまえは結局なにがしたいんだ」

「ギルドの登録、あとあいつらのギルド登録の抹消かな」

「おまえさんの登録は許可するが、あいつらの抹消はできない」

「どうして？　彼らが自分たちには実力がないから頭を下げて辞めさせてくださいって言っているのに辞めさせないの。冒険者ギルドはそんなに自由がないの？」

「なんだ。おまえたち冒険者を辞めたいのか！」

　倒れているが意識がある冒険者たちに尋ねる。

　男たちは曖あい昧まいな顔をするだけで答えようとしない。

「言ったよ。わたしみたいに実力がないやつは冒険者になれない。わたしみたいな弱いやつに負けるなら、冒険者を辞めてやる」

「おまえらそんなことを言ったのか」

　冒険者の何人かが頷うなずく。

「こいつらが馬鹿なことはわかった」

「そう。よかったわ。それじゃ、わたしと彼らの手続きをお願い」

「もう一度聞く、おまえたち辞めたいか。返事をしないなら黙ってギルドカードを置いていけ」

「「「「「すみませんでした！」」」」」

　怪我をした冒険者が頭を下げる。

「こいつらを許してやってくれないか」

「いいけど、お願いがある」

「いいだろう。言ってみろ」

「今後、わたしがギルドに入っても他の冒険者からちょっかいを出されないようにしてほしい。面倒ごとが起きたら、ギルドで対処してほしい」

「わかった。おまえと冒険者のトラブルはギルドが責任をもって対応しよう」

「なら、もう、わたしが言うことはないよ」





６　クマさん、ギルドカードを作る。職業はクマ







　訓練場から戻り、ギルドカードを作ってもらう。

「それでは登録しますので、名前、生年月日、職業を記入してください」

　冒険者たちの治療の手配を済ませてきたヘレンさんが受付をやってくれる。

　顔には疲労感が出ている。

　わたしのせいではないことを主張しておこう。

「生年月日？」

「はい、年齢を確認するために必要になります」

「年齢じゃだめなの」

「それだと、誕生日が来てもギルドカードの年齢があがりませんから」

　そうか、年齢だけだと永遠の18歳とかになるからね。

　でも、生年月日はどうしたもんか。

　スキルの異世界文字があるからなんとかなるのかな？

　とりあえず、名前を『ユナ』と日本語で記入する。

　そのあとに日本で生まれた西暦で記入してみる。

　それを見たヘレンさんが、

「ユナさんは15歳なんですね」

　ちゃんと伝わっているらしい。

　流石さすがファンタジー。

　次は職業の欄。

「職業？」

「仲間募集や限定的な依頼があったときに参考になります」

「仲間？」

〝仲間〟って言葉に反応するのは、わたしがボッチだからじゃないよ。

　別にフレンドがいなかったわけじゃないよ。

　少なかっただけだよ。

　０じゃないよ。

　ゲームのときは魔法剣士をやっていた。ソロプレイが多かったため、物理攻撃しか効かない魔物、魔法でしか倒せない魔物、その両方と戦える魔法剣士にしていた。

　ただ、どっちつかずの職業だったため、パーティープレイには人気がない職業だった。

　物理攻撃力が高いのは剣士だし、魔法攻撃が必要なら魔術師をパーティーに入れる。

　だから、魔法剣士だったわたしは迷惑になるからとパーティーに入らなかっただけだ。

　呼ばれなかったんじゃないよ。

「わたしには必要ないから書かないでいい？」

「書いていただけると助かるのですが」

「うーん」

　まあ、今の職業は魔法剣士じゃないから書いてもいいんだけど、現在のわたしの職業ってなに？

　魔法は使えない。剣は持っていない。格闘家？

　だから、書かないのではなく、書けないが正解である。

　天の声が「おまえの職業はクマだろ」って言ってるような気がするがスルーしたい。





　　名前：ユナ




　　生年月日：西暦２０＊＊年＊月＊日




　　職業：クマ






　書いてしまった。

　ヘレンさんがジト目で見てくる。

　さっさと終わらせたいのかなにも言ってこない。

「では、この水晶板の上に手を置いてください」

　門にあったのと同じものだ。

　これで魔力を確認しているらしいけど、人によって魔力って違うものなのかな。指紋みたいに魔力の波長とかが、個人個人で違うのかな？

　わたしがそんなことを考えている間もヘレンさんは水晶板を操作していく。

「登録にしばらく時間がかかりますので、その間にギルドの説明を行いますね。ギルドカードにはユナさんの情報が書き込まれていきます。冒険者ランク、受けた依頼の数。依頼の内容、成功数、失敗数。現在受けている依頼が登録されます。この情報はどこのギルドでも見ることができます」

　なるほど、失敗数も登録されていくわけか。あまり、失敗が多い冒険者には依頼したくないもんね。

「魔物討伐記録とかはないの？」

「はい、ありません。そんなの意味がありませんから」

「……？」

「討伐部位の魔石を持ってきても、それを１人で倒したのか、１００人で倒したのか判断ができません。ですので、その人の実力を測ることはできません」

　そうか、ゲームみたいに倒したら自動的に数が登録されるってことはないのか。

　もしドラゴン相手に１万人で戦って、止とどめを刺した人だけに討伐記録がついたら喧けん嘩かになりそうだし、逆に１万人全員にドラゴンの討伐の記録がついても価値がないような気がする。

　それに依頼の成否はギルドが手動でやるみたいだし。

「では、次はギルドランクの説明をしますね。ランクはＦから始まり、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓ、と上がっていきます。ランクが上がるのは依頼の成功数、失敗数を考慮します。失敗が多い場合は上がることはありませんので、依頼を受けるときは自分の力に合った依頼を受けてください。あと、同ランクの依頼を受け続けた場合も上がることはありません」

「どういうこと？」

「依頼は１つ上のランクまで受けることができます。ですので、ＦランクのユナさんがＦランクの依頼をなん百回と受けてもランクは上がることはありません」

「つまり、１つ上のランクの依頼をこなして、成功するとランクが上がるわけね」

「１ランク上の依頼を10回以上こなすことが目安になります。そして、最終的にギルドが判断します」

「もし、ランクが上の人と協力して依頼を達成した場合はどうなるの？」

「そのあたりは細かい説明になりますが、依頼を受けるときには全員にギルドカードを提出してもらいます。その中に高ランクの人がいた場合、合格ラインが上がります」

「というと？」

「依頼をこなす回数が増えます。仮にＤランクの人がＣになるために、Ｃランク冒険者と一緒に依頼をこなした場合、20回以上の達成が必要になります。もし、Ｓランクに手伝ってもらうと、いくら依頼をこなしてもランクが上がることはありません」

「隠れてやった場合は？」

「そこまで対応はできません。その人のモラルの問題になります。でも、貴族の中にはユナさんの言った方法を使ってランクを上げる人がいるのも事実です」

　つまり、ランクの高い人をお金で雇ってランクを上げるってことね。

　たぶん、高ランクを雇うには高い金を払う必要があるから普通の冒険者にはできない方法だ。

「あと最後に、このカードはユナさんしか使うことはできません。紛失すると再発行に銀貨10枚の手数料を頂きます」

　でき上がった銀色のカードを渡される。

　カードを見ると、





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳

　　職業：クマ

　　冒険者ランク：Ｆ






　情報はこれしか書かれていない。

　でも、この受付嬢、本当に職業に〝クマ〟って書きやがった。

　ヘレンさんを見るとニコニコ笑っている。

「依頼はあちらのボードに張り出されています。自分が受けたい依頼がありましたら依頼書を受付まで持ってきてください」

　見ると、ボードの前には人だかりができている。

　でも、人がいないボードもある。

「あっちは？」

「あちらのボードは高ランクの依頼になります」

　なるほどね。

「あとなにかお聞きになりたいことはありますか？」

「今のところはないかな。なにか知りたいことがあったら改めて聞きに来るよ」

「それで、本日は依頼を受けますか？」

「しばらくは街を探索するつもり。昨日、初めてこの街に来たからね」




　ギルドの外に出るとフィナがいた。

「フィナどうしたの？」

「ユナお姉ちゃんが心配で」

「ああ、ごめんね心配かけて。ちゃんと登録できたから大丈夫だよ。それでフィナの方は仕事はあったの？」

「なかったです。ほとんどの冒険者さんは自分たちで解体をして持ち込んできます。その方が高く引き取ってもらえますから。解体されていない魔物は少ないんです」

「そうなの？」

　わたしは魔物の解体なんてしたくないけどね。

　安くなってもいいから解体をせずに持ってくるつもりだし。

　クマのアイテムボックスがあるから、倒したらそのまま持ってこられるしね。

　そもそも現代っ子の引きこもりに動物や魔物の解体なんてできるわけがない。

　フィナの頭を撫なでて別れ、街の探索に行こうとしたが思いとどまる。

「あ、そうだ。フィナ、暇よね」

「はい、今日は他のところでも仕事はありませんので」

「今日一日、街を案内してくれない？　フィナが１日どのぐらいお金を稼いでいるか知らないけど、報酬は銀貨１枚と昼食つきでどう？」

「昨日もそうだったけど、それはもらいすぎです。10歳の子供が１日で銀貨は稼げません」

「なら今日は特別ね。それにわたしが街のことを知ったらこの仕事はなくなっちゃうよ」

　やさしく、頭を撫なでてあげる。

　わたしに妹はいなかったけど、いたらこんな感じなのかな。

「ユナお姉ちゃんありがとう」

「それじゃ、行こう。まずは、フィナのオススメの武器屋さんを教えてくれない？」

　目的の１つ、武器屋への道案内をお願いした。





７　クマさん、武器屋に行く







　フィナに案内をしてもらう前にステータスを確認する。

　クマパンチの威力が上がっていたし、レベルが上がっているような気がするんだよね。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：８

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス、クマの観察眼







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）






　やっぱり、レベルが上がっている。

　あと、変なスキルが増えている。





　　クマの観察眼




　　　黒白クマの服のフードにあるクマの目を通して、武器や道具の効果を見ることができる。

　　　フードを被かぶらないと効果は発動しない。






　と～～～～～っても役に立つスキルだけど、なんでわたしのレベルが上がっているのに、クマにスキルがつくのよ！

　この世界で生きていくのなら、一生クマの格好で過ごさないといけないのかもしれない。

「ユナお姉ちゃん？」

「ああ、ごめん。なんでもないよ。それじゃ行こうか」

　フィナの案内で武器屋に向かう。

「ユナお姉ちゃんはどんな武器を買うの？」

「うーん、まだ決まってないけど、とりあえず剣とナイフは欲しいかな」

「そういえば、ユナお姉ちゃん武器持ってないの」

「あるよ（ひのきの棒が）」

「そうだよね。武器も持たずに森の中を歩くわけないよね。なら、どうして、武器屋へ行くの」

「そ、それは、掘り出し物があるかもしれないでしょう。あとは自分に合った武器があるかもしれないし。それで、これから行く武器屋ってどんなところなの？」

〝秘技！〟困ったら話を逸そらす！

「ゴルドさんがやっている武器屋さんだよ」

「ゴルドさん？」

「ギルドに保管してある武器を管理している人なの。わたしが持っているナイフもゴルドさんにもらったんだよ」

「くれたの？　優しい人だね」

「『これは捨てるやつだ。貴様にやる』って言って渡してくれたの」

　ツンデレ？

「それにギルドに保管してある武器を見に行ったときに、わたしのナイフも『ついでだ』って言って研といでくれるんだよ」

　ツンデレ確定。




「ここだよ」

　フィナは一軒の建物の前に立つ。

　剣の絵が描かれた看板がある。

　防具は売ってないのかな？

　店の近くに来ると中からカンカンカンと音が聞こえてくる。

　武器を作っているのかな。

　フィナを先頭に店の中に入る。

　すると背の低い女の子が迎えてくれた。

　武器屋っていえばドワーフだけど、ドワーフかな？　普通の子供かな？

　判断に悩むところだ。

「あら、フィナちゃんいらっしゃい。ナイフでも研とぎに来たの？」

「いえ、今日はユナお姉ちゃんの案内です。武器が欲しいそうなので、ゴルドさんを紹介しに来ました」

「あら、お客様を案内してきてくれたのね。ありがとうね」

「ユナお姉ちゃん。ゴルドさんの奥さんのネルトさんです」

　はい、ドワーフで決定！

　もしくは、ロリコンの犯罪者です。

「あんた、わたしのこと変な目で見なかったかい？」

「いえ、もしかして、ドワーフなのかなと思って」

「そうだよ。ドワーフだよ。もしかして、ドワーフを見たことないのかい？」

「はい、初めてです」

　合法です。

　わたし、女だから関係ないけど。

　もし、わたしじゃなく、ロリコンがこの世界に来たらドワーフ危なかったな。

「それじゃ、仕方ないね。珍しい格好をしたお嬢さん」

「ユナです。よろしくお願いします」

「それで、どんな武器が欲しいんだい？」

「まだ決まっていないので武器を見せてもらってもいいですか？」

「初心者かい。もちろん、いいわよ。旦那は今、手が離せないから会うことはできないけど、ゆっくり見ていって構わないよ」

　店の奥でカンカンと音が聞こえる。

　仕事をしているのだろう。

　まあ、剣を買うだけなので会う必要はない。

　フィナは残念そうな顔をしている。

　会いたかったのだろう。

　わたしは許可をもらったので店の中にある武器を見ていく。

　近くにある剣を取ってみる。

　重く……ない？

　クマの手袋のおかげ？

　試しにクマの手袋を外して持ってみる。

　はい！　持てませんでした！

　持ち上がりますが、持ち上がるだけです。振り回すことなんてできません。

　改めてクマの手袋をつけて剣を持つ。

　軽い……。

　もう、クマなしでは生きていけません。

　ついでに、クマの観察眼を使ってみる。





　　鉄の剣




　　　スキル：なし






　他の剣も同じように確認していく。


　　鉄の剣




　　　スキル：なし




　　鉄の剣




　　　スキル：なし




　　鉄の剣




　　　スキル：なし






　同じ物しかない。違うのは形や長さぐらいだ。

　それにスキルがなしとか、普通の剣だとみんな、こんなものなのかな。

　悪い物は売っていなけど、掘り出し物も見つからない。

　ゲームや小説なら、伝説の錆さびた剣とかあるんだけど。

　せっかくの観察眼のスキルが役に立たない。

　とりあえず、片手で持ちやすそうな剣を選ぶ。





　　鉄の剣




　　　スキル：なし






　どれがよいのか分からないので、見た目が良さそうなこの剣に決める。

「あと、ナイフも見たいんだけど」

「解体用かい？」

「それもあるけど、投げナイフかな」

　石の代わりに投げたい。

　ネルトさんは小さなナイフを見せてくれる。

「１００本ありますか」

「そんなにかい」

「はい、なかったらある分だけください」

「あるけど、ちょっと待っておくれ。奥にあるから持ってくるよ。でも、１００本も使うのかい」

「魔物を倒すのに便利だから」

「いくら投げナイフが安いからって買いすぎじゃないかい？」

「安いの？」

「投げナイフは、基本使い捨ての場合が多いからね。鉄くずで作るんだよ。想像してごらん。森の中では、魔物と動きながら戦う。投げナイフが獲物に突き刺さっているならともかく、弾かれたり、外れたり、刺さったあと落ちるかもしれない。そうしたら、どこに投げナイフが落ちているかなんてわからないだろう。だから、基本投げナイフは使い捨てなのさ。それで解体用なのかいと聞いたんだよ。もちろん、戦闘用のナイフもあるよ」

　わたしが初心者の冒険者だと知ってか、こと細かに教えてくれる。

　とってもありがたい。

「あと、一応、解体用のナイフもください」

「あいよ」




　投げナイフよりも切れ味がよさそうなナイフが出てくる。

　必要ないかもしれないけど、あって困るものではないので購入しておく。

「えーと、全部で……」

　指定された金額を白クマの手袋から取り出す。

　お金を受け取るとネルトさんは奥の部屋から数回に分けてナイフを持ってくる。

「それで、いつ取りに来る？」

「今、持って帰りますよ」

　クマの口の中に１００本のナイフをしまっていく。

　最後に剣と解体用のナイフをしまう。

「そのクマの人形、アイテム袋なのかい？」

　驚いたようすでクマを見てくる。

「アイテム袋？」

　聞きなれない言葉に首を傾かしげる。

「アイテム袋はアイテム袋さ。袋によって制限があるが、物を入れて運べる便利な袋さ。商人やわたしたち鍛か冶じ屋のような重い荷物を扱う人間にとっては便利な袋さ」

「アイテム袋は珍しいの？」

「そんなことも知らないのかい」

「これは運営しりあいからの貰もらい物なんです。だから、ちょっと知らなくて」

「気前がいい人もいたんだね。珍しいかいと聞かれれば、とくに珍しいものじゃない。アイテム袋の価値は入る量によるからね。ピンキリだけど、物が入る量が多いほど価値は高くなっていくよ。ただ、嬢ちゃんのみたいなクマのアイテム袋を見たのは初めてだから驚いたのさ」

　このクマ、アイテム制限あるのかな？

　まあ、入らなくなったら別のアイテム袋でも買えばいいだけだ。

　ネルトさんと話していると、フィナが不思議そうに話しかけてきた。

「でも、ユナお姉ちゃん、そんな便利なものがあったのなら、ウルフを運ぶとき、使えばよかったんじゃない？」

　ウルフの素材を時間をかけて運んできたことを思い出したのだろう。

「あのときは、迷子になっていて混乱してたから忘れてたのよ」

　言葉が思い浮かばず、その場を誤ご魔ま化かす。

　実際に異世界に来たばかりで混乱をしていたのは事実だ。

　剣と投げナイフ、解体用のナイフを購入したので武器屋を出る。

　次は洋服（下着）を買いに行こう。





８　クマさん、買い物をする







「ユナお姉ちゃん」

「なに？」

「どんな服が欲しいの？」

「とりあえず、この服の下に着るものかな」

　クマの服を引っ張ってみる。

　この下は下着姿だ。

　せめてシャツは欲しい。

「その…高い店と安い店があるの」

「どっちでもいいけど、どう違うの？」

「高い店は貴族様が着るような服の店なの。入ったことはないけど、値段は高いから品物はいいみたい。安い店は普通の市民が買える値段で売ってるの。あと他に古着を売っている店もあるけど。たまに掘り出し物もあるからわたしは見にいくよ。どうする」

　個人的には高い店に行ってもいいけど、フィナが高い店を説明するときの顔が、あまりいい感じじゃなかった。なにかあるのかな？　お客を選ぶとか。改めて自分の姿を思い浮かべると、入店を断られる可能性がある。なら、普通の店でいいかな。

　古着は今回パスする。

「とりあえず、普通の店に案内してくれない？　他の店はあとで考えるから」




　フィナに案内され、洋服屋に着く。

　中に入ると、20代半ばの女性が迎えてくれる。

　わたしの服装を見て一瞬呆ほうけた顔になるが、すぐに笑顔に戻って対応してくれる。

「いらっしゃいませ。本日は、どのような服をお探しでしょうか」

「下着と服を少しね」

「下着はあちらの奥になります。服はちなみにお客様が着ているような服はうちには……」

　こんな服が何着もあってたまるか！

「適当に見せてもらうからいいわ」

　店員から離れて、フィナと奥に行く。まずは下着だ。

　クマさんパンツから卒業しなくてはならない。

　そのあとにフィナに聞いて目立たない服を選んでもらう。




　結果から言えば、下着のパンツは買いました。

　服はクマの下に着られるようなシャツみたいなものや普段着を買った。

「フィナ、ありがとうね」

「いえ、買えてよかったです。このあとどうしますか？」

「本屋か、図書館かな？　この街にある？」

「本屋はありますが、図書館はないです。王都にはあるみたいなことを冒険者さんが言っているのを聞いたことがありますけど」

「じゃ、本屋さんかな。でもその前にお昼食べましょう。どこかオススメある？」

「えーと、どこでもいいの？」

「いいわよ」

「それなら、ユナお姉ちゃんが泊まっている宿の料理が食べたいです。あそこの食事が美お味いしいって聞きましたから。わたし食べたことがないから」

「宿？」

「はい、泊まっている冒険者さんは仕事でいないことが多いので、昼は一般のお客さん相手に商売をしてますよ」

「そうなんだ。それじゃ、行こうか」

　フィナは嬉しそうに宿に向かう。




　宿に着くと、中はお客で賑にぎわっていた。

　いい匂においが店の中に漂っている。

「いらっしゃいませ。あれ、ユナさん。もう、お帰りですか？」

　空からになった皿を運んでいるエレナさんがわたしたちに気づいて接客をしてくる。

「お昼を食べにね」

「お昼は別料金になりますが」

「大丈夫。それで席は２つだけど空あいてる？」

「それが今、満席で。少したてば空あきます」

　だよね。なら、部屋で食べればいいかな。

「料理はすぐできる？」

「はい、それは大丈夫です。だいたい、作り終わっていますので」

「なら、わたしの部屋で食べていい？」

「はい、構いません」

「じゃ、料理を選ぶわね。フィナ、好きなものを注文していいよ」

「本当にいいの？」

　フィナが遠慮がちに言う。

「いいよ。食べ終わったら本屋さんに案内してもらうんだから。ちゃんとした報酬だよ」

「ありがとうございます。それじゃ……」




　部屋でしばらく待つと、エレナさんが料理を運んでくる。

「お待たせしました」

「ありがとう」

　食事をエレナさんから受け取る。湯気が出て美お味いしそうだ。

「食べ終わったらお皿を下に持ってきてくれると助かります」

「了解。食べ終わったら持っていくよ」

「すみませんが、お願いします」

　テーブルの上に美お味いしそうな料理が並ぶ。

　ふかふかのパンに肉料理、サラダもある。

　そういえば、この世界、お米はあるのかな。

　日本人だから、お米、醬しょう油ゆ、味み噌そは欲しいな。

　まだ、２日目だから大丈夫だけど、絶対に欲しくなるよね。

「フィナ、温かいうちに食べようか」

「はい」

　フィナは嬉しそうにパンを摑つかむ。

「パンが柔らかいです～。肉も美お味いしいです」

「うん、美お味いしいね」

　フィナの食べる手が止まる。

「どうしたの」

「あの」

「なに」

「この料理、半分持って帰ってもいいですか」

「どうして」

「うちに妹とお母さんがいるんです。食べさせてあげたくて」

　そう言うとジッと料理を見ている。

　わたしには家族はいないけどフィナの気持ちは大事にしたい。

「いいけど、それは食べて。あとで２人の分、ううん、３人分注文してあげるから持って帰っていいよ」

「いいの？」

「今日は特別。明日はしないよ。だから気にしないでいいよ」

「うん、ありがとう。ユナお姉ちゃん」

　料理を食べ終わり、空からになったお皿をエレナさんに持っていく。そのときに夕飯の時間に３人分の料理を持ち帰りできるように頼んでおく。

　お腹なかが膨れたわたしたちはさっそく本屋に向かう。

　方角は武器屋とは反対みたいだ。

　相変わらず、通行人の視線がわたしに向いているが気にしないで進む。

　買った服を着ることも考えたがギルドの件もある。安全が分かるまでこのクマの装備は脱げない。




　本屋に着く。

　中に入ると店の中に本が大量に積まれている。

　棚に入りきらない本が床に山積みになっているみたいだ。

　これは探すのに一苦労しそうだ。

「いらっしゃい」

　お婆ちゃんが声をかけてくる。

「お婆ちゃん、これって整理しないの」

「ああ、どこになにがあるか分かるからいいんじゃよ。おまえさんも欲しい本があれば言ってみい」

「ほんと？　それじゃ、この世界のモンスターが書いてある本と、魔法の本、地図もあると助かるかな」

「ちょっと待っておれ」

　お婆ちゃんは狭い店の奥に行ってしまう。

　しばらく待つと、お婆ちゃんが本を持って戻ってくる。

「これとこれがモンスターの本じゃ」

　２冊渡される。

「こっちは普通のモンスターが書かれている。こっちは伝説級のモンスターが書かれている。こっちはいらんかのう」

「両方ちょうだい」

「そうか。そして、これが魔法の本じゃ。初心者用しかない」

「それもちょうだい」

「地図はこの街周辺のみじゃ、もっといいものは王都に行かないと手に入らない」

　１枚の紙を渡される。

「それでいいよ」

　お金を払い店を出る。

　もっと時間がかかると思ったらお婆さんのおかげで数分で終わってしまった。

　これで、最低限の目的は終わった。

「ユナお姉ちゃん、次はどうするの」

　少し悩んで。

「そうね。フィナのおかげで欲しいものは揃そろったし、宿で本を読むことにするよ。それに、フィナもあっちこっち歩いて疲れたでしょう」

　わたしはクマの靴のおかげで疲れはない。でももし靴がなかったら、引きこもりの体力では武器屋で疲れて倒れていただろう。

「全然大丈夫だよ」

　だが、フィナは元気だった。

　流石さすがに引きこもりとは違う。

「それで、フィナはどうする」

「早いですけど、エレナさんに料理をもらったら帰ります」

「そう、じゃ、今日の依頼料ね」

　銀貨を１枚渡す。

「いいの？　夕飯まで頼んでもらっているのに」

「だから、今日だけよ」

「ありがとう、お姉ちゃん」




　宿屋に着くとフィナと別れ、夕飯まで時間があったので１人部屋に戻る。

　クマボックスから本と地図を取り出す。

　まずは地図を見てみる。

　これがわたしが最初にいた森だよね。

　街から少し離れた位置に森がある。

　森とは反対側の道を進んでいくと王都があるみたい。

　いまいちこの地図だと距離感が分からないけど、遠いのかな？

　今度、王都に行ってみるのもいいかも。

　周辺には村がいくつかあるみたいだ。

　目ぼしいところは頭に叩たたき込む。

　もっと細かい地図があるといいな。

　ゲームみたいなマッピング機能があれば便利なんだけど。

　次に魔法の本を取り出す。

　初級魔法とタイトルに書いてある。

　中級とか上級もあるのかな？

　王都に行けば売っているのかな？

　ページをめくり読んでいく。

　ふむふむ。

　うんうん。

　なるほど。

「とりあえず、やってみよう。まず、魔力を集めます」

　ゲームと同じような感覚でやってみる。

　ゲームのときは手に魔力を集め、呪じゅ文もんを唱えると発動できた。

　右手に集めれば右手に、左手に集めれば左手に魔法の発動ができるようになる。

　知り合いの知り合いの両利きのプレイヤーは、魔法を左右で上う手まく使い分けているのが話題になったものだ。

　わたし？　一般的な右利きですよ。

　なので、右手に魔力を集めてみる。

　集まったときに呪じゅ文もんを唱える。

「ライト」

　部屋の中に光の玉？……が浮かび上がる。

　魔法ができた感激よりも光の玉の形が気になって仕方ない。

　間違いない、あれは光の玉、球体ではない。

　クマの顔の形をしている。

















　嫌な予感がしてステータスを開く。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：８

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス、クマの観察眼




　　魔法：クマのライト







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）






　スキルとは別に魔法の項目が追加されている。





　　クマのライト




　　　クマの手袋に集まった魔力によって、クマの形をした光を生み出す。






　えーと、クマの手袋ってことは、これがないと魔法使えないの？

　試しにクマの手袋を外して、先ほどと同じようにライトを唱えてみる。

　予想通り光が出ることはなかった。

　もう、クマとは一いっ心しん同どう体たいだ。

　つぶらな瞳をしたクマの手袋を嵌はめなおす。

　攻撃魔法の練習もしたいが流石さすがに宿の中ではできない。

　今日は魔法の本を読んで知識を入れるだけにする。

　夕飯の時間に１階に下りて、美お味いしくいただく。

　風呂に入り、白クマに変身して、本日の疲れを取るためにベッドに潜り込む。

「おやすみ──」





９　フィナとクマさん　その１







　お母さんの薬がなくなりました。

　もう、薬を買うお金はありません。

　家にはお母さんと３つ下の妹がいます。

　お父さんはいません。

　妹がお母さんのお腹なかにいるときに亡くなったそうです。

　あまり覚えてません。

　お母さんは病気で働けません。

　わたしが代わりに頑張って働いてます。

　でも、10歳のわたしにできることはあまりありません。

　たまにギルドでゲンツおじさんのお手伝いで解体の仕事をさせてもらっています。

　ゲンツおじさんはお母さんの知り合いだそうです。

　いつもやさしくしてくれます。

　この前もお母さんの病気に効く薬をくれました。

　その前も……。

　これ以上お世話になるわけにはいきません。

　病気のお母さんのためにも、街の外に薬になる薬草を採りにいくしかありません。

　ギルドで薬草は何度も見ています。素材はわかります。




　街の外に出ました。

　まっすぐに薬草がある森に向かいます。

　奥に行くと魔物がいますので森の入り口近くで探すことにします。

　なかなか見つかりません。

　少し奥に行くことにします。

　ありました！

　これでお母さんに薬を飲ませてあげることができます。

　薬草採りに夢中になっていて気づきませんでした。

　３匹のウルフに囲まれていました。

　倒すことはできません。

　逃げます。

　足が震ふるえて転びました。

　もう、だめです。

「誰か、助けて……」

　ウルフが近づいてきます。

　もう、だめかと思った瞬間、３匹のウルフが悲鳴を上げて倒れました。

　それも一瞬で。

　どうして？

　森の中から黒い格好をした人（？）が出てきました。

　なぜか、クマの格好をしています。

「大丈夫？」

　声をかけられました。

「あ、ありがとうございます？」

「なんで、疑問形？」

　助けてくれた人は可愛かわいいクマの格好をした女性でした。

　それで、つい冗談が出てしまいました。

「わたしを食べますか？」

「食べないわよ」

「クマさんですか？」

　わたしのさらなる変な質問に対して、可愛かわいらしいクマの格好した女性は、頭に被かぶっていたフードを取ってくれました。

　フードから綺き麗れいな長い髪が出てきました。

　安あん堵どのせいか笑みが出ました。

　クマの格好をした女性はユナさんといい、黒髪の美しいお姉さんでした。

　あまりにも綺き麗れいなので驚きました。

　こんな美人さんは見たことがありません。

　ユナお姉ちゃんは他の国から来て森の中で迷子になっていたらしいです。

　偶然の出会いに感謝です。

　助けてもらったお礼として街まで案内することになりました。

　ユナお姉ちゃんがウルフをそのままにして歩きだそうとします。

　待ってください。

　ウルフの肉も毛皮も売れます。

　肉はと─────っても美お味いしいです。

　わたしがそう説明すると、ユナお姉ちゃんは解体ができないと言います。

　どこかのご令嬢でしょうか。

　あのクマさんのフードの下に隠れている美しさを見れば納得です。

　ユナお姉ちゃんの許可をもらい、ウルフの解体をします。

　しかも、売った金額の半分をくれるそうです。

　数日分の食費になります。

　とっても嬉しいです。

　解体が終わり、街に帰ります。

　ユナお姉ちゃんは知らないことが多いみたいです。

　いろいろ聞いてきます。

　やっぱり、どこかの貴族のご令嬢なのかもしれません。

　街に入り、ギルドにウルフの素材を売りに行きます。

　ゲンツおじさんに叱しかられました。

　心配をかけたのですから仕方ありません。

　ウルフの毛皮と腐らない程度の肉を残して売りました。

　もちろん、ユナお姉ちゃんに、肉を持ち帰る許可はもらいましたよ。

　久しぶりにお肉が食べられます。

　ユナお姉ちゃんに感謝です。

　ウルフを売ったお金の半分をユナお姉ちゃんに渡そうとします。

　でも、受け取らずに宿に案内してほしいとお願いされます。

　ユナお姉ちゃんにお礼を言って宿に案内します。

　場所は家とギルドの間にあります。

　いつも、食事時になるといい匂においがしてきます。

　評判もいいので案内することにします。

　宿に着く間、注目を浴びました。

　ユナお姉ちゃんの格好が珍しいのでしょう。

　わたしでもそんな変な格好の人が街の中を歩いていたら間違いなく見ます。

　少し恥ずかしいですが、ユナお姉ちゃんは命の恩人であり、依頼主です。

　これぐらいの注目なんでもありません。

　宿に案内をしてお礼を言って家に帰ります。




　薬草から薬を作ります。

　専門家ではありませんから高品質には作れません。

　でも、お母さんの病気を少しは抑えることができます。

　久しぶりの肉料理で栄養をつけます。

　お金も手に入りました。

　明日から少し栄養がいいものを買えそうです。

　ユナお姉ちゃんに感謝です。

　翌日、朝早く目が覚めます。

　いつもの日課です。

　ギルドに行って解体の仕事があるか聞くのです。

　通り道に、ユナお姉ちゃんを案内した宿があります。

　もう一度、お礼が言いたいな。

　でも、宿に入ると迷惑になるかもしれないし。

　そんなことを考えていると、黒いクマさんが出てきました。

　ユナお姉ちゃんです。

　もう一度、お礼を言いました。

　逆にいい宿を紹介してくれてありがとうってお礼を言われてしまいました。

　ユナお姉ちゃんはギルドにギルド証を作りに行くそうです。わたしも行くので一緒に行くことになりました。

　手を繫つなぎたかったけど我慢しました。

　あのクマさん、柔らかそうです。いつかは握ってみたいです。

　ギルドに着くと、わたしはゲンツおじさんのところに行くため、ユナお姉ちゃんとは別れます。




　残念ながら仕事はありませんでした。

　諦あきらめて帰ろうと思っているとギルドの中が騒がしくなっています。

　聞こえてくる声からすると、ユナお姉ちゃんと冒険者が戦うそうです。

　なんでそうなったのでしょうか。

　慌てて訓練場に向かいます。

　すると、笑顔でユナお姉ちゃんが駆け寄ってきます。

　ナイフを貸してほしいと言われたので貸すことにします。

　断る理由はありませんから。




　試合が行われました。

　ユナお姉ちゃんの圧勝でした。

　クマパンチ凄すごかったです。

　ナイフも必要ありませんでした。

　試合が終わるとナイフを返してもらいます。

　ユナお姉ちゃんはギルドカードを作るためにギルドの中に入っていきます。

　心配なのでギルドの外で待っています。

　今度はトラブルもなく出てきました。

　よかったです。

　今日は仕事がないことをユナお姉ちゃんに伝えると、街の案内を頼まれました。

　しかも報酬をくれるそうです。

　もう、ユナお姉ちゃんに足を向けて寝ることはできません。

　家に帰ってベッドの方角を確認しなくてはいけません。




　まず、武器屋に行きました。

　ユナお姉ちゃんは剣と、ナイフを１００本買いました。

　お金持ちみたいです。

　あと、あのクマさんはアイテム袋みたいです。

　驚きです。

　次に服屋に行きました。

　ユナお姉ちゃん、服のセンスがないのかな。

　服を選んでと頼まれました。

　あのクマさんの服、とても可愛かわいくていいと思うんだけど着るのやめちゃうのかな。

　次に昼食になりました。

　食べる場所を選んでいいというのでユナお姉ちゃんを案内した宿屋で食べたいと言いました。

　とても美お味いしかったです。

　さらにお母さんや妹の夕飯分まで頼んでくれました。

　昼食が終わったあと、本屋に行きました。

　本を数冊選び、本日の案内が終わりました。

　意外と早く終わってしまいました。

　ユナお姉ちゃんは宿に帰って本を読むそうです。

　午後の予定が空あいてしまいました。

　宿で夕飯をもらい、早めに家に帰ることにしました。

　お母さんも妹もとても喜んでくれました。

　明日も良いことがあるといいな。





10　クマさんの魔法練習







　朝早く起きて、食事を食べてから街の外へ向かう。

　宿でできなかった魔法の練習をするためだ。

「おお、こないだの変な格好した嬢ちゃん。外に行くのかい」

　門番がわたしを見ると近寄ってくる。

　確か、先日街に入るときにお世話になった人だ。

「うん。はい、ギルドカード」

　ギルドカードを見せて、水晶板に翳かざす。

　街の外に行くときもカードを見せて水晶板に翳かざさないといけない。

　街への出入り口である門で犯罪者でないか確認するためだ。

　街の中で罪を犯して、指名手配された冒険者はギルドに登録してあるデータにそれが書き込まれ、門でのチェックで捕まる仕組みになっている。

「冒険者になったんだな。うん、なんだ〝職業：クマ〟って」

　カードを見て聞いてくる。

「そこはスルーして」

「まあ、間違ってはいないな」

　そう言って、わたしの頭を撫なでる。

「おお、このクマ、触り心地がいいな」

「もう、やめてよ」

　手を払いのける。

「おお、すまんすまん。外は危ないから気をつけろよ」

「ちょっと外で魔法の練習をするだけだから」

「そうか。まあ、森の近くに行かなければ魔物にも遭わないからな。たまに、はぐれた魔物が来るからな」

「うん、わかった」

　ギルドカードを受け取り、外に出る。

　しばらく歩いて人ひと気けがないのを確認する。

　まず、本に書いてあった身体強化の魔法を使ってみる。

　それほど難しいことではない。

　体全体に魔力を流せばいいらしい。

　ゲーム時代なら戦士、剣士などの戦闘系が使っていたスキルだ。

　効果が続く時間は短いが、力がアップするため、戦闘系には人気があるスキルだった。

　魔力を体に流してみる。

　試しに走ってみる。

　おお、速い。

　ジャンプをしてみる。

「わああああああ」

　軽く10ｍは飛んだ。

　着地をするが痛くない。

　身体強化のおかげかな。

　いろいろと確かめてみる。

　身体強化を使った場合と使わない場合。

　ダッシュ、ジャンプ、クマパンチ、クマキックと確かめていく。

　威力が間違いなく上がっている。

　ステータスを確認してみる。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：８

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス、クマの観察眼




　　魔法：クマのライト、クマの身体強化







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）






　………………クマの身体強化？

　クマ？





　　クマの身体強化




　　　クマの装備に魔力を通すことで身体強化を行うことができる。






　無言でステータス画面を閉じる。

　見なかったことにして、次の魔法を練習することにする。




　クマの身体強化の件はスルーして、攻撃魔法を練習できる場所を探す。

　森の入り口の近く。

　えーと、ここでいいかな。




　この世界で魔法を使う方法は、


　１、魔力を集める

　２、使いたい魔法のイメージを作り上げる

　３、呪じゅ文もん






　ゲームの場合


　１、魔力を集める

　２、呪じゅ文もん






　ゲームの方が簡単だ。

　魔力を集めて呪じゅ文もんを唱えるだけだから。

　魔力を集めて「ファイヤー」と唱えるだけで魔法が発動する。

　この世界だとイメージが必要になる。

　でもイメージならいろいろなゲームや漫画、小説を読んできたわたしに死角はない。

　魔力を手に集める。

　燃え盛る火の玉をイメージする。

「ファイヤーボール」

　はい、簡単にできました。

　クマの口に火の玉が咥くわえられています。

　熱くはありません。

　クマも燃えません。

　腕を伸ばし、飛ばすイメージを加える。

　目標を10ｍ先の岩にする。

　クマの口から火の玉が飛び出し、岩にぶつかって岩を破壊する。

　試しに魔力を集めてイメージだけでファイヤーボールを作る。

　無詠唱でもできることが確認できた。

　でも、口で「ファイヤーボール」と叫んだ方がイメージがしやすく、発動も速かった。

　ゲームでも発動には呪じゅ文もんが必要だったし、呪じゅ文もんを叫んだ方が魔法を発動しやすい。

　次に水の魔法を使ってみる。

「ウォーターボール」

　火と同じようにクマの口には水の玉が咥くわえられている。

　岩に向けて水の玉を放つ。

　岩にぶつかると岩が少しだけ破壊される。

　火の方が威力があるみたい。

　なら、水を凍らせてみる。

　先が尖とがるイメージで作り出し、岩に向けて放つ。

　クマの口から氷の槍やりが飛び出し、岩を破壊する。

　火は森の中では使えないから氷は便利だな。

　火、水ときたら、あとは風と地かな。

　クマの手に風を巻きつかせて、

「エアカッター」

　風の刃を飛ばす。岩が切れました。真っ二つです。

　次は地の魔法です。

　地魔法は防御系かな。

　ゲームのときは地の魔法といえば、その場にある地面を使って壁を作り、敵の攻撃を防いでいた。

　クマに魔力を集め、地面に手をつく。

　壁を作るイメージを作る。

「ウォールシールド」

　土が盛り上がり、壁ができ上がる。

　強度はわからないけど壁が作れた。

　これで火、水、風、地、４属性制覇だ。

　ステータスで確認してみる。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：８

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス、クマの観察眼




　　魔法：クマのライト、クマの身体強化、クマの火属性魔法、クマの水属性魔法、クマの風属性魔法、クマの地属性魔法







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）






　やっぱり全てにクマがついている。





　　クマの火属性魔法




　　　クマの手袋に集まった魔力により、火属性の魔法を使うことができる。

　　　威力は魔力、イメージに比例する。

　　　クマをイメージすると、さらに威力が上がる。







　　クマの水属性魔法




　　　クマの手袋に集まった魔力により、水属性の魔法を使うことができる。

　　　威力は魔力、イメージに比例する。

　　　クマをイメージすると、さらに威力が上がる。







　　クマの風属性魔法




　　　クマの手袋に集まった魔力により、風属性の魔法を使うことができる。

　　　威力は魔力、イメージに比例する。

　　　クマをイメージすると、さらに威力が上がる。







　　クマの地属性魔法




　　　クマの手袋に集まった魔力により、地属性の魔法を使うことができる。

　　　威力は魔力、イメージに比例する。

　　　クマをイメージすると、さらに威力が上がる。






　結論から言うとクマがないと魔法が使えない。

　もう、分かっていました。

　すでに諦あきらめている。

　でも、気になる一文がある。

〝クマをイメージすると、さらに威力が上がる〟

〝クマをイメージする〟って。

　試しに、クマの形をした炎をイメージしてみる。

　目の前に真っ赤に燃えるクマの炎ができる。

「えーと」

　とりあえず、大きな岩に向かってクマを放つ。

　岩が溶けてます。

　溶岩です。

　危険です。

　この魔法は封印です。

　山火事になったら大変だから水をかけて鎮火させる。

　普通の水では消えなかったためウォーターベアーを作り、やっとのことで溶岩を消すことができた。

　危ない、危ない。




　少し休んでいると、

　森から草木を分ける音が聞こえてきた。

　現れたのはウルフが１匹。

　魔法の練習の相手が来ました。

　火属性の魔法では森を燃やすかもしれないので、水属性の魔法を使う。

　魔力を集め、細い氷をイメージする。

「アイスアロー」

　ウルフの頭に突き刺さる。

　頭に氷が突き刺さったウルフは動かなくなる。

　やっぱり、このクマさん命中補正効果絶対にあるよね。

　こないだの石といい、狙ねらいを定めたところに必ず当たる。

　便利だからいいけど。

　ウルフに近づき死し骸がいをクマボックスにしまう。

　解体はできないが今のわたしにはクマボックスがある。

　あとで売りに行くことにする。

「ウルフか……」




　少し悩んで森の奥へ行くことにする。

　魔法の練習にはいいかも。

　ゲームでも初期プレイヤーの練習相手だった。

　クマの靴の力を使って森を走り出す。

　靴に魔力を流すと速度が上がり、ジャンプ力も上がる。着地もクマの靴のおかげで衝撃がない。

　便利すぎるぞクマ装備！




　森の中を走りぬけ、時折、ジャンプをしてウルフを探す。

　ジャンプして下を見るとウルフの群れがいるのが見えた。

「多いかな」

　無理だったら逃げればいいか。

　ウルフの群れの中心に着地する。

　同時に氷の矢を３本作り放つ。

　３本ともウルフの脳天に突き刺さる。

　３本同時までＯＫ。

　後ろからウルフが襲いかかってくる。

「ウォールシールド」

　土の壁を一瞬で作り上げる。ウルフは土の壁に衝突する。

　その瞬間に別の１匹が右から襲ってくる。

「クマパ～ンチ」

　ウルフが吹っ飛ぶ。

　また、別のウルフが襲ってくる。

「さらにクマパンチ」

　ウルフが飛ぶ。

　距離ができたので改めて魔法を使う。

　間違いなくクマパンチも威力が上がっている。

「エアカッター」

　ウルフが真っ二つになる。

　血飛沫しぶきが飛ぶ。

　うん、これは気持ちがいいものではないな。

　半分ゲーム感覚だけど実際は現実なんだよね。

　エアカッターは使わないでおこう。

　倒すなら氷でいいかな。

　でも、いつかは慣れないといけないかな。

　嫌なことはあとで考えることにして、今日は魔法の練習をする。

　まだ、周りにはウルフがいるのだから。

　高くジャンプする。

　氷の矢をイメージできるだけ作り出す。

　数十本の矢ができ上がる。

　地面で吼ほえているウルフに狙ねらいを定めて群れに向かって放つ。

　流石さすがに脳天には直撃はしないが、体に突き刺さる。

　一瞬で数十体のウルフが倒れる。

　地面に着地して近くの１匹にクマパンチをする。

　魔法とパンチを繰り返していく……。




　戦いは終わった。

　地面には無数のウルフの死し骸がいが転がっている。

　それを一つ一つ、クマボックスに入れていく。

　ゲームみたいに消えてアイテム化してくれるとよかったんだけどな。

　魔物を倒すことには迷いはない。

　ゲームでもしてきたことだ。

　問題は倒したあとの血まみれの死し骸がいだ。

　ここだけがゲームと違うとこ。

　死し骸がいは全部で40体ほどあった。

　精神的に疲れたので、本日の魔法の練習を終了にして街に帰ることにした。





11　クマさん、ランクＥになる







　街に戻ってきて、まっすぐにギルドに向かう。

　門兵のおっちゃんに、また頭を撫なでられる。

　子供扱いをするのはやめてほしいものだ。

　ギルドに入ると、冒険者の視線が一斉にわたしに集まる。

　でもわたしが冒険者の方を見ると、みな視線を逸そらす。

　誰もなにも言ってこないので受付に向かう。

「ユナさん、本日はどのような用件ですか」

　ヘレンさんが声をかけてくれたので、ヘレンさんの受付に向かう。

「森でウルフを倒したんだけど、この場合どうしたらいいのかな。もし、ボードに依頼書があったら、それを受けて、すぐに依頼成功になるの？」

「依頼内容が討伐だけでしたら、討伐の証拠の魔石を持ってきてもらうと依頼成功とさせてもらっています。ただし、その魔石が期限内のものであることが絶対条件になります」

「期限内？」

「本日依頼したのに、１か月前に討伐をした魔石を持ってこられても困りますから」

「それって判別できるの？」

「はい、できますよ」

　できるのか。

　流石さすが異世界。

「ウルフ討伐は常設依頼なので随時受け付けています。ただし、肉、毛皮も必要になります。肉などは食堂、一般家庭の食卓に並び、この街の食料源になります。毛皮は服などに使われますのでギルドでは常設依頼になっています」

「それじゃ、そのウルフの依頼お願いできる？」

「はい、ウルフ１匹でＦランクになります。３匹でＥランク扱いになっています」

「あれ、ウルフを倒せばＥランク程度の実力があるって言ってなかったっけ？」

「はい、すみません、正確には３匹以上になります。１匹では戦闘技術は認められませんから」

「そうなの。まあ、とりあえず40匹あるからお願い」

「…………えーと、ユナさん。今なんと」

「40匹ほどあるからお願い」

　わたしがそう言うと、後ろでヒソヒソ声が聞こえてくる。

「ウルフを40匹だとよ」

「冗談だろ」

「どうやったら、１人で倒せるんだよ」

「でも、あのクマ、例のクマだろ」

「あのクマだろ」

「ならありえるじゃないか」

「あのクマなら可能だろ」

「俺は見てないからな、戦うクマ」

「俺は見た。あのクマには逆らうな」

「俺はクマと戦った。死ぬからやめておけ」

　などと聞こえてくる。

「失礼ですが、どこにあるのでしょうか。魔石だけでは認められませんが」

「解体はしてないけど、ちゃんとアイテム袋に入っているよ」

「アイテム袋を持っているんですか？　しかも、ウルフが40匹も入るほどの大きさの。それじゃ、すみませんが、隣の建物に来ていただいてもよろしいでしょうか」

　ヘレンさんに案内されて隣の建物に向かう。

　後ろから数人の男たちがついてくる。

　見物人だろうか。

　連れてこられた場所はこないだフィナとウルフの素材を売った場所だ。

　ゲンツさんは見当たらない。別の男性が出迎えてくれる。

　休みなのか奥にいるのかはここからでは分からない。

「ヘレンさん、どうしましたか」

　男性職員がヘレンさんに気づいてこちらにやってくる。

「ウルフを持ってきましたのでよろしいですか」

「大丈夫ですよ。倉庫の方もなにも解体してませんから」

「それじゃ、ユナさん、こちらにお願いします」

　クマボックスからウルフの死し骸がいを取り出していく。

　わかったことが１つ。

　白クマの口に手を入れなくても取り出せることが判明した。

　白クマの手をカウンターにかざし、出したいアイテム（ウルフ）を思い浮かべると出てくる。

　これは便利。

　触らないでいいのは嬉しい。

　後ろの方では、

「本当にウルフ40匹あるぞ」

「流石さすがクマだ」

「あのクマに関わるとウルフみたいになるぞ」

「俺は殴られてみたい」

「俺は踏まれたい」

　最後の言葉は全力でスルーしよう。

「これで、全部かな」

「ユ、ユナさん、これ全部本当に１人で倒したのですか？」

「魔法の練習ついでにね」

「はぁ、ついでですか」

　ヘレンさんはウルフを数える。

「全部で42匹ですね」

「肉の状態も毛皮の状態もいいみたいですね。あと魔石も買い取らせてもらいますがよろしいですか？」

「かまわないけど、ウルフの魔石なんて使えるの？」

「はい、ウルフの魔石はさほど力はありませんが、いろんな用途で使われますよ。光属性を付加させることで部屋の灯あかりに使われたり、水属性を付加させることで水を出すこともできます」

　ゲームだと武器に付加するのが普通だったから、強力な魔石じゃないとあまり意味がなかったけど、この世界だと一般家庭の暮らしにも魔石が使われているんだね。

「それでは手続きをしますので、もう一度ギルドの中にお願いします」

　振り向くと冒険者どもが騒いでいるが、変態発言をした冒険者がいるので無視してギルドの中に入る。

「それではＥランク依頼として処理させてもらいますのでギルドカードをよろしいでしょうか」

　ギルドカードを渡す。

　ギルドカードを受け取ったへレンさんが改めてこちらを見る。

「１つお聞きしてよろしいでしょうか」

「なに？」

「あのウルフは、１匹ずつ倒したのですか？」

「群れがいたから倒した」

「40匹の群れですか……Ｄランクの依頼ですね。ちょっとお待ちください。ギルドマスターに相談してきますから」

　へレンさんは奥に行くとすぐに戻ってくる。

「今回のウルフの討伐をＥランク14回の依頼達成としまして、ユナさんをＥランクとさせてもらいます」

「そんな簡単でいいの？」

「ギルドマスターの許可はもらいました。Ｄランクの討伐の依頼を１人で達成したのですから十分にその資格はあります」

「Ｄランク？」

「はい、30匹以上の群れの討伐はＤランクになります。」

「まあ、上げてくれるなら断る理由はないからいいけど」

「では、手続きをしますね」

　なにかしらカウンターの中で操作をしている。

「まず、こちらが依頼料になります。ウルフの肉、毛皮、魔石の42匹分になります。でも、ウルフが解体されていなかったため２割引かせてもらっています」

　フィナが言っていたのはこのことだろう。

　普通の冒険者は自分たちで解体をしてから持ってくるらしい。

　２割は解体作業費になるのだろう。

　フィナにあらかじめ聞いていたので、ヘレンさんの言葉にうなずいて皮袋に入ったお金を受け取り、クマボックスの中に入れる。

　最後に手続きが終わったギルドカードも入れる。

「これでユナさんはＥランクになりましたので頑張ってください」

「ありがと」




　買い取りを終えると、一度、宿屋の部屋に戻る。

　ウルフも倒し、レベルも上がったと思うので、ステータス画面を呼び出してみる。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：13

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス、クマの観察眼、クマの探知




　　魔法：クマのライト、クマの身体強化、クマの火属性魔法、クマの水属性魔法、クマの風属性魔法、クマの地属性魔法







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）






　１個スキルが増えた。





　　クマの探知




　　　クマの野性の力によって魔物や人を探知することができる。






　確かゲームのときは盗賊が会得できるスキルだったはず。

　こんなスキルまで習得できるクマって。

　でも、このスキルで魔物探しは楽になるね。





12　クマさん、またギルドで絡まれる







　翌日、依頼を受けるべく朝早くギルドに向かう。

　早く行く理由は、よい仕事を見つけるため。

　できれば魔法の練習になる討伐系がいい。

　さらに言えばウルフ以外がいい。

　そんな依頼を求めて朝早く出たわけだ。




　街並みをのんびりと眺めながら歩いていると後ろから声をかけられた。

「ユナお姉ちゃん、おはよう」

「フィナおはよう。今日もギルド？」

「はい、そうです。ユナお姉ちゃんもギルドですか？」

「まあね、ちょっと仕事でもしてみようかと思ってね」

「そうですか、怪我をしないように気をつけてくださいね」

「フィナも仕事があるといいね」

「はい」

　フィナが笑みを浮かべながら手（クマ）を握ってきた。

　払いのけることはせずに手を握り返してあげる。

　フィナの笑顔がさらに満面になる。

　姉妹がいなかったわたしとしてはこんな妹が欲しかったかも。

　ニコニコと笑っているフィナと話しながら歩いているとギルドが見えてくる。

「それじゃ、わたし聞いてきます」

「行ってらっしゃい」

　フィナを送り出し、ギルドの中に入る。

　ボードの前には人だかりができている。

　遅かったかな。

　１人がわたしに気づき、２人気づき、どんどん広がっていく。

　でも声をかけてくる者はいない。

　そう思ったら声をかけられた。

「おまえか、デボラネさんを倒した女は」

　冒険者の男が声をかけてきた。

　わたしよりは３、４歳年上だろうか。

「……デボラネ？」

　首を傾かしげる。

　記憶にない名前だ。

「誰？」

　思いつかないので尋ねる。

「おまえだろう。クマの服を着て、クマの手袋を嵌はめ、足にもクマの靴を履いている、ふざけた格好をした女って」

　確かに、世界中を探しても、こんな格好をしているのはわたしだけだろうな。

　他にいたら見てみたいものだ。

「デボラネだっけ、その人のことはわからないけど、そのクマの格好した女ってわたしのことだと思うけど」

「貴様のせいでデボラネさん、怪我をして仕事ができないんだぞ」

「もしかして、わたしにイチャモンつけてきた冒険者？」

　思い当たるのはそのぐらいだ。

「そうだ」

　ああ、思い出した。一番初めにちょっかいを出してきた男の名前がそんな名前だったはず。

　だからといってわたしが文句を言われる筋合いはないんだけど。

　ギルドマスターを呼ぶべきかな。

　絡まれたら対処してくれるって約束だし。

「デボラネだっけ、そのゴブリンが喧けん嘩かを売って、わたしが買った。そして、そのゴブリンが怪我しただけ。わたしは悪くないよ。それにゴブリンが怪我したぐらいで騒ぐ必要はないでしょう」

「おまえ、デボラネさんをゴブリン扱いにするのか！」

「礼儀がなくて、弱い相手だと強がり、言葉が通じなくて、群れないとなにもできない。どっからみてもゴブリンでしょう」

「ふざけるな！」

　うるさいな。

　そんなに叫ばなくても聞こえるって。

「あの件なら、あの男が悪いってことで終わったはずだけど」

「デボラネさんがおまえみたいな、変な女なんかに負けるはずがないだろう」

「ランズやめなさい。ギルドマスターから説明があったでしょう。彼女は悪くないって」

　20代前半くらいの金髪の女性が男とわたしの間に入ってくる。

　細身のなかなかの美人さんだ。

「でも、こいつのせいで依頼ができないんだぞ」

「だからって彼女のせいじゃないって分かるでしょう」

「ギル、おまえもなにか言ったらどうだ」

　女性の隣に立つ、巨体の男に声をかける。

　ギルドマスターなみの筋肉だ。

「デボラネが悪い」

「なんだよ。おまえまでこの変な女の味方かよ」

「話を聞けばデボラネが悪い」

「だからってあそこまでやらなくてもいいだろう」

　そんなに酷ひどい状態なのだろうか。

　確かに顔が変形するほどにクマパンチをしたけど。

「デボラネが悪いから仕方ない」

「そうよ。もう少しで、ギルドカード剝はく奪だつになるところだったんだから」

「それもこいつのせいだろ」

「えーと、３人で話しているなら、わたし行ってもいい？」

「ああ、ごめんなさい。デボラネが怪我したせいで私たちも依頼ができなくてランズが怒っているのよ」

「だからってわたしに文句を言われる筋合いはないんだけど」

「それはわかっているんだけど」

「デボラネだっけ、そいつの怪我が治るまで、３人でできる依頼にしたらいいじゃない」

「もう、受けちゃっているの」

「断ると依頼が失敗扱いになるんだよ」

　失敗はギルドカードに記録として残ってしまう。

　なるべくなら失敗の汚点は、残したくないのだろう。

　だからってわたしに八つ当たりされても困る。

　ゴブリン（デボラネ）の件は向こうが喧けん嘩かを売ってきたのだからわたしは悪くない。

「諦あきらめたら？」

「ランクが上がるのが遅くなるだろ」

「ユナが冒険者に絡まれていると聞いて来てみればおまえたちか」

「ギルドマスター！」

　筋肉達磨だるまがやってきた。

　受付の誰かが呼んでくれたらしい。

「デボラネの件はユナは悪くないと教えただろう」

「でも、こいつのせいで依頼ができなくなったんだ」

「それは自じ業ごう自じ得とくだ。デボラネがこいつに喧けん嘩かを売って負けたんだ。おまえたちがデボラネを１人にして、監督してなかったのが悪い。おまえたちもデボラネが喧けん嘩かっ早いことは知っていただろう」

「そうだけどさ」

「なら、いい方法がある」

「なんだ。依頼を取り消しても、失敗をなしにしてくれるのか」

「それは無理だ。一度受けた依頼はなかったことにはできない。断るなら失敗扱いになる」

「それじゃ、いい方法ってなんだよ」

「このユナを連れていけばいいだろう。デボラネよりも強いことは判明しているんだから」

「ちょっと、なに勝手に言っているのよ」

　筋肉達磨だるまがとんでもないことを言いだした。

「簡単な話だろ。デボラネの代わりにユナを入れて臨時のパーティーを組めばいいだけだ」

「嫌よ。どうして、わたしがそんなわけがわからない依頼を受けないといけないのよ」

「それが一番丸く収まるからだ」

「えっと、ユナちゃんだっけ。話だけでも聞いてもらえるかしら」

　魔法使いの格好をした女性が話しかけてくる。

　どうしたらいいのかな。

　ゲームでもパーティー経験が少ないわたしとしてはパーティーは組みたくないんだけど。

　ボッチじゃないからパーティー経験あるよ。

　少ないだけだよ。

　まっすぐに見つめてくる魔法使いの女性に断る言葉も見つからず、話だけ聞くことになった。

　ギルドの一室に、デボラネのパーティーメンバー３人と一緒に入る。

　ちなみにギルドマスターは逃げた。

　厄やっ介かいごとから守ってくれるんじゃなかったのか、あの筋肉達磨だるま。

　これも全てデボラネが悪い。

「それじゃ、まず自己紹介をしますね。わたしはルリーナ。そこの、あなたに文句を言ったのがランズ、無口なのがギル」

「わたしはユナ」

　一応、挨あい拶さつだけはしておく。

「それじゃ、話を始めましょうか。わたしたちが受けた依頼はゴブリンの討伐です」

　ゴブリンの討伐？

　ゴブリンは人型の知能の低い魔物だ。

　それって初心者の魔物じゃない？

　それをパーティーで倒すとか、このパーティー弱いのかな？

「ただのゴブリンじゃないの。50匹ほどの群れの討伐なの。前線担当のデボラネがいないと辛つらいのよ」

　ゴブリン50匹、ゲームならもちろん雑ざ魚こ。

　今のわたしならどうなんだろう。

　ウルフの群れの討伐も簡単だったし。

　ゲームでは、ゴブリンとウルフは同レベル扱いだから同じぐらいの強さのはず。

　そう考えれば群れでも倒せない魔物ではないな。

「確認するけどウルフの群れとゴブリンの群れってどっちが簡単？」

「依頼内容のランクで言えば同じね。パーティー構成によって得意、不得意はあるから、依頼を受けるパーティーメンバー次第かな。わたしたちはゴブリンの方が楽かな」

「どうして？」

「ウルフは動きが速いからね。支援する魔法使いがわたしだけじゃ辛つらいのよ。ゴブリンなら、接近戦のゴリ押しで倒せるからね」

　それにしてもゴブリンか。

　人型の魔物。

　いつかは戦わないといけないし。

　ゲームならなにも問題はないんだけど、うーん……。

「貴様のせいなんだ。力を貸せ！」

「ランズは黙ってなさい！」

　手を貸してもいいんだけど、デボラネの代わりっていうのも嫌だし、ランズって男も態度が悪いし、ギルって男は黙って見ているだけだし、まともなのはルリーナさんぐらいだし。

　引きこもりのわたしとしては、本音を言えば他人と一緒に行動するのが面倒だから手伝いたくない。

　でも、怪我を負わせたのは確かだし。

　でも、わたしは悪くない。

　うむむむむ……どうしようかな。

「うーん。条件を言ってもいいかな？」

「わたしたちでできることならいいわよ」

「依頼料の配分か、汚い女だな」

　わたしは無視する。

「依頼はわたし１人に任せること。依頼成功はそちらの達成にしてもらっていい。依頼料も全部あげる。だから、デボラネが二度とわたしに関わらないようにしてほしい」

「ユナちゃん、１人に任せるなんて……」

「俺たちに黙って見ていろというのか」

「なんで、いいでしょ？　依頼達成もあなたたちのもの、成功報酬もあなたたちのもの、あなたたちにデメリットはないでしょう」

「貴様が失敗したら、俺たちの失敗扱いになるんだぞ。そんな条件飲めるわけないだろう」

「それに、そんな恥ずかしいことできないわ。他人が依頼をこなして、それを自分がやったようにするなんて」

　男の言い分も分かる。わたしが失敗すればこのパーティーの失敗扱いになる。

　それにルリーナさんの気持ちも分かる。

　冒険者として恥ずかしい行いだろうし。

　どうしたもんか。

「それじゃ、ルリーナさん１人に手伝ってもらうっていうのは？」

「なぜ、ルリーナ１人なんだ？」

「そんなの決まっているでしょう、この中で一番まともで一番常識があって、一番話が通じて、唯一の女性だし。一番の理由はわたしがあなたと一緒に仕事をしたくないから」

「貴様！」

「ランズ、やめなさい」

　ルリーナさんがとめる。

「ユナちゃん、１人でゴブリンの群れを倒せるの？」

「できるんじゃない？　ウルフの群れも簡単だったし。逆に仲間がいると魔法の邪魔になるし」

「ユナちゃん、魔法を使えるの？　デボラネは殴り倒されたって聞いたけど」

「魔法は使ってないよ」

　正確にはあのときはまだ、魔法は覚えていなかったから使ってなかったのだ。

「だって、弱い敵に魔法は必要ないでしょう。ルリーナさんも小さな虫を殺すのに魔法なんて使わないでしょう」

「…………」

　ランズもルリーナさんもデボラネを虫扱いされて、みっともなくも口が開きっぱなしになっている。

「本当にできるのか？」

「デボラネ（ゴブリン）が50匹でしょう」

「ゴブリンだよ！」

　ランズと呼ばれた男が訂正する。その横では考え事をしていたルリーナさんが口を開く。

「わかった。わたしがついていく」

「ルリーナ？」

「ギルもそれでいい？」

「構わない」

「それじゃ、ユナちゃん、お願いするね」

「それで、いつ行くの？」

「ユナちゃんがよければ今からでもいいよ」

「別にいいけど、わたしなにも用意していないよ」

「それは大丈夫。本当なら今日の朝一番で出る予定だったから４人分の食料も討伐の準備も終わってるの」

　ランズはこちらを黙って睨にらんでいるが無視する。

　ギルは口を開くことはない。

　ルリーナさんと２人でゴブリン討伐に行くことになった。





13　クマさんのゴブリン討伐







　ルリーナさんと２人でゴブリンの群れの討伐をするためにギルドを出る。

「一応聞くけど、ユナちゃんはその格好で行くの？」

　クマの格好を見て尋ねてくる。

「行くけど」

　もう、諦あきらめている。

「そうなんだ」

　ルリーナさんは、わたしのクマさんの格好を見てため息をつく。

　わたしだって好きでこの格好でいるわけじゃない。

「ところで、ゴブリンの居場所はどこなの」

「東の門から３時間ほど行った村の近くの山よ」

「３時間！」

「そう、だから、早く行って今日中に村に着きたいの」

　引きこもりに３時間も歩けとおっしゃいますか。

　クマの靴がなかったら絶対にお断りの距離だ。

「水も食料も持ってきているから大丈夫よ」

　心配しているのはそこではない。

　ちなみにわたしが魔法の練習をした森は西の門にある。

　街を出て３時間も歩くことを考えるとため息が出る。

　場所を確認してから引き受ければよかった。

　後の祭りである。

　憂ゆう鬱うつな気分のままゴブリンがいる近くの村への道を歩きだす。




「えーと、少し聞いてもいいかな？」

「答えられるなら」

「どうして、そんな格好しているの？　ユナちゃんがどれだけ強いのか知らないけど、冒険者ならちゃんとした格好をした方がいいんじゃないかな」

　誰かしらに絶対に受けると思っていた質問だ。





　Ｑ、どうして、そんな格好をしているの？




　Ａ１：この格好が好きだがら（そんな噓うそをつくつもりはない）。

　Ａ２：最強防具だと素直に答える（自分の秘密を教える馬鹿はいない）。

　Ａ３：このクマがないと魔法が使えないと言う（自分の弱点を言う馬鹿はいない）。

　Ａ４：母の形見だと噓うそをつく（常時着ている理由にはならない）。

　Ａ５：それなりの防具だと言う（これが無難かな？）。






「普通の防具よりも強いからよ」

「そうなの？」

「素材はわからないけど、クマの服は物理、魔法への耐久性もあるし、この白いクマはアイテム袋にもなっている」

　クマボックスのことはウルフを売るときに知られていることなので隠す必要もない。

　クマの服も普通の防具より性能が上と思ってもらおう。

「それじゃ、その黒いクマは？」

「力強化かな。自分の力を増幅してくれるの」

　道から少し離れたところにある岩に向かってクマパンチをする。

　岩が砕ける。

「その力でデボラネを殴ったわけね。道理であんなに顔が腫はれるわけだ」

　クマの情報を少しだけ開示したことでルリーナさんは納得したらしい。

「それで、その靴にも意味があるの」

「靴？　……そうだ。いいこと思いついた」

　クマの靴とクマの手袋を見る。

　ニヤリと笑ってみる。

「ルリーナさん」

「なに……その目は」

「ちょっと、早めに村に行きましょうか」

「なに言っているの？」

　不穏な空気を感じたのか、わたしから少し距離をとる。

「３時間も歩くの面倒だからさ、こうするの！」

　さっとルリーナさんの後ろに回りこみ、足払いをして、倒れる瞬間抱きかかえる。

　女の子の夢。お姫様抱っこってやつだ。

　わたしはされたいとは思わないけど。

「ちゃんと摑つかまっていてね。話すと舌を嚙かむから危ないよ」

　そう言ってわたしは走りだす。

「ちょっと────」

　速い、速い。

「ユナちゃん。止まって────」

　そんな言葉を無視して走り続ける。

　クマの手袋のおかげで軽い軽い。

　クマの靴のおかげで速い速い。

　クマの靴のおかげで、いくら走っても全然疲れない。




　村の近くに到着する。

「ユナちゃん酷ひどい。やめてってあれほど言ったのに。わたし初めて（お姫様だっこ）だったのに。怖かったんだよ」

　地面に降ろしたルリーナさんは涙目で睨にらんでくる。

「でも、早く着いたでしょう」

　徒歩３時間のところ、30分で着きました。

「もしかして漏らしちゃった？」

「漏らしてません。でも、こんなに早く着くと思わなかったよ」

　まだ、午前中、お昼までには時間もある。

「ほんとはこの村でゴブリンの話を聞いて、１泊してから討伐に行く予定だったんだけど」

「それじゃ、このままゴブリン討伐に行く？」

「そうね、ユナちゃんが疲れていないようだったら。村長にゴブリンの話を聞いたら行きましょう」

　村の入り口へ向かい、門番に挨あい拶さつをする。

「その格好はなんだ。もしかして、冒険者か？」

　一度わたしを見てから、次にルリーナさんを見た。

　その格好はなんだ＝わたし。

　冒険者か＝ルリーナさん。

　ってことかな。

「わたしたちは冒険者です。このあたりに現れたゴブリンを討伐しにきました」

　ルリーナさんが説明する。

「あんたら、２人だけか？」

　不安そうな顔をする。

　それはそうだ。

　ゴブリンがたくさんいるのに依頼を出したら、女が２人。

　しかも片方は変な格好をしている。

　不安しかない。

「はい。話を聞きたいので村長に会わせてもらえませんか」

「わかった。ついてきてくれ」

　門兵はわたしたちを追い払おうとせず、村の中に入れてくれる。




　門兵に連れられ村の中央にある一軒だけ少し大きな家に案内される。

「村長いるか！」

「なんだ。ロイ」

　家から50代ぐらいの男の人が出てきた。

「冒険者が来てくれた」

「ああ、来てくれたか。これで安心できる……？」

　わたしを見た瞬間、声のトーンが低くなる。

「あのう、すみませんが、お２人だけですか」

「はい、２人ですが、仕事はしますので安心してください」

「そうですか」

　不安そうに門兵と同じ目で見てくる。

　やっぱり、見た目は大事ですよね～。

　わたしだって着ぐるみを着た女の子に「ゴブリン退治に来ました」って言われても、こんな小娘にできるのかって思うし。

「できればゴブリンを見かけた場所を教えてほしいのですが」

　ルリーナさんは村長の態度をスルーして話を進めようとする。

「ゴブリンはこちらから行った山に出ます。狩りに行った者が何度も見かけています」

　村長は近くに見える山を指す。

「ゴブリンの数が50匹と聞いたのですが、確認の方は」

「山に入った村の者が１人犠ぎ牲せいになりました。そのときに一緒にいた者が見ています」

「そうですか。では行ってきます。もし、明日になっても戻らなかった場合はギルドに連絡をお願いします」

「わかりました。よろしくお願いします」

　村を出てゴブリンがいる山へ向かう。

「ユナちゃん、本当に１人で大丈夫なの？」

「大丈夫。ルリーナさんにお願いすることは１つだけ。ゴブリン討伐の証の魔石の剝はぎ取りをお願いします」

「別にいいけど」

　言げん質ちを確保！

　魔物の討伐の証は魔石らしい。

　それは体を切り裂いて取り出すらしい。

　うん、無理！

　ゴブリンは素材にならないから、お持ち帰りされても困るそうだ。

「それじゃ行きましょう。わたしが先頭を歩くからついてきて」

　クマの探知の魔法を使う。

　あっちの方角に反応がたくさんあるね。

　マップが出ないのは不便だけど、方角がわかるのは便利だね。

　まっすぐ行くと危険反応がある。

　このまま向かって討伐することにする。

「えーと、周りを気にしないで歩いているけど、もう少し、周りを気にした方が」

「大丈夫よ。探知魔法を使っているから、このあたりに魔物はいないよ」

「えっ、そんな魔法が!?」

「でも、意外と多いかな」

「多い？」

「１００匹ぐらいるんじゃない？」

「ちょっと、１００匹！　それ本当！　そんなのわたしたちだけじゃ絶対に無理じゃない」

「どうして、デボラネが１００匹いるだけじゃん」

「それ本音で言っているの？」

「言っているけど」

　呆あきれたようにため息をつく。

「この際言っておくけど、やばかったらわたし、ユナちゃんを置いて逃げるよ」

「別にいいけど」

　わたしの方が逃げ足速いし。

「はあ、本当に大丈夫なのかな？　間違った選択をしたかも」




　森を歩いて１時間。その間にゴブリンを20体ほど倒した。

　ゴブリンの巣に向かう前に森をうろついているゴブリンから討伐していった。あとは巣にいるゴブリンだけだ。

「その探知魔法だっけ。便利ね。ゴブリンの位置がわかるなんて。反則技じゃん。相手に見つかる前に遠距離魔法で一撃とか」

「ちゃんと討伐の証の魔石は剝はぎ取ってね」

「わかってるよ」

　目の前で倒れたゴブリンの体をナイフで切り裂き、魔石を取り、最後に死し骸がいは燃やしている。

　他の魔物や動物が近寄らないようにするためだ。

「この先にゴブリンの巣があるみたい」

　探知魔法の反応が１か所に集中している。

　ここからはゆっくりと近づいていく。

　ゲームでもそうだったが、群れの討伐は奇襲攻撃が有効だ。

　気づかれないように最大魔法で一撃を与え、驚いてなにもできない魔物に２撃目を与える。

　ゲームならそれで討伐成功だった。

　とりあえず、目視で確認できる位置まで進む。

「あの洞どう窟くつみたいね」

「もしかして、あの洞どう窟くつに入るとか言わないよね」

　流石さすがのわたしもゴブリンの群れがいる洞どう窟くつには入りたくない。

　洞どう窟くつの周りには５匹ほどいる。見張り役だろうか。

「ちょっと確認するから待ってて」

　風魔法を唱えて、風を洞どう窟くつに向けて放つ。風は魔力を伴って洞どう窟くつの中を隅々まで通っていく。

「確認終了。どうやら、洞どう窟くつの入り口はあそこだけみたいね。それじゃ行ってくるから待っていてね」

「ちょっと、本当に行くの？」

　声を発する前に見張りのゴブリンの首をエアーカッターで５つ切り飛ばす。

　その次に、真っ赤に燃えるクマをイメージする。

「ベアーファイヤー」

















　洞どう窟くつの中にクマの形をした炎を放り込む。

　さらに次の魔法を唱える。

「ベアーウォール」

　クマの形をした岩が洞どう窟くつの入り口を塞ふさぐ。

　これで終了。あとは待つだけ。

「ユナちゃん、なにをしたの？」

「高熱の炎を洞どう窟くつに入れて、入り口に蓋ふたをしただけだよ。今頃、洞どう窟くつの中は熱で燃えて、さらに酸素もなくなってゴブリンたちは窒息死しかけているんじゃないかな」

「酸素？　窒息死？」

　もしかして、この世界に酸素は知られていない？

　そうなると説明が面倒ね。

「簡単に言えば、あの洞どう窟くつの中は空気がないってこと」

「そうなの？」

「密封されたところに火を入れると空気がなくなるのよ。だから、今頃、ゴブリンは空気がなくて苦しんでいるね。簡単でいいでしょう。それとも、洞どう窟くつの中でゴブリンと戦いたかった？」

　ルリーナさんはブンブンと首を振る。

「しばらく暇だから、見張りのゴブリンの処理したら、昼食にしない？」

「ここで食べるの？」

　嫌そうに言う。

　いつゴブリンが襲ってくるかわからない場所で食事はしたくないのだろう。

　でも、探知魔法があるわたしは平気だけど。

「一度村に戻ってもいいけど、面倒じゃない？」

「そうだけど。ちなみにどのくらい待てばいいの」

「普通なら数分？　とりあえず、探知魔法を使って全滅するまで待つつもり」

　とりあえず、ルリーナさんは入り口の前にいたゴブリンを処理する。

　そしてわたしに近寄ってくると、腰に提げている袋から昼食を取り出す。

　あれがアイテム袋ってやつね。

「その袋ってどのくらい入るの」

「これ？　ユナちゃんのクマみたいにたくさん入らないよ。ウルフなら５匹ぐらいかな」

　そんなもんなんだ。

　そう考えるとこのクマ、チートよね。

　用意された昼食をとるが美お味いしくなかった。

　ぬるい水、干し肉などなど、どうやら普通のアイテム袋には時間停止の機能はついていないらしい。

　自分用に食事を用意すればよかった。

　昼食も終え、探知魔法を使う。

「あれ？」

「どうしたの」

「１匹だけ生き残ってる」

「１匹……まさか」

「なにか知っているの？」

「ユナちゃん、ゴブリン全部で１００匹近くいたんだよね」

「うん」

「もしかすると、ゴブリンキングかも」

「ゴブリンキング……」

　ゴブリンキング……ゴブリンの王、ゴブリンより、強く、知能もあるゴブリン。

　ゲームの世界でも序盤のボス扱いになっていた。

「うん、ゴブリンが１００匹も一緒にいるんだから可能性はあるね」

「このままじゃ、死にそうもないから戦うしかないかな」

「無理よ！　ゴブリンキングはＣクラスの魔物よ。Ｃクラスのパーティーで倒せるかどうかの魔物なのよ」

　そうはいっても、魔法を使ってくるわけではないし、腕力だけの魔物だし。攻撃に当たれば危ないけど、もちろん当たるつもりはない。

「一度ギルドに帰って応援を呼ぶべきよ」

「うーん、大丈夫じゃない？」

「ユナちゃん、お願い。ここはわたしの言葉に従って」

「それじゃ、わたし１人で洞どう窟くつに入って戦うから、もし、わたしが出てこなかったからギルドに応援を呼んで」

「わたしにユナちゃんを死地に送り出せと」

「だから、大丈夫だって。それじゃ、岩をどかすわね」

「ユナちゃん！」

　叫び声を無視して入り口の岩を消す。

　洞どう窟くつの中から熱風が出てくる。

　風魔法で中の空気を吐き出す。

　入り口は炎で、いまだに熱を持っている。

「これじゃ中に入れないな」

「それじゃ無理だから、帰りましょう」

「うん？　どうやら、王様自らお出ましみたい」

「冗談でしょう……」

「ルリーナさんは後ろで隠れてて」

　洞どう窟くつからゴブリンよりも一回りも二回りも大きいゴブリンが出てくる。

　手には禍まが々まがしい剣が握られている。

　わたしを見つけると地響きが起きるほどに吼ほえる。

　これがゴブリンキング。

　手始めにエアカッターを放つ。

　ゴブリンキングは剣を振ってエアーカッターを切り捨てる。

　そのまま、わたしに目標を定めると吼ほえながら走りだす。

　速い。

　クマボックスから剣を取り出す。

　ゴブリンキングが振り下ろす剣を受け止める。

　重い。

　僅わずかにゴブリンキングの方が力が上のため押される。

　ゴブリンキングは空あいている片方の腕を横に薙なぎ払う。

　白クマで防御するも弾き飛ばされるが、魔法で体勢を立て直す。

　わたしのレベルが低いのかな。

　普通の魔法が効かないならクマ魔法ならどうかな。

「ベアーカッター」

　クマの鋭い爪をイメージをしてゴブリンキングに向かってクマの手袋を振り下ろす。

　３つの風の刃がゴブリンキングに襲いかかる。

　ゴブリンは先ほどと同じように剣を振るって魔法を破壊しようとする。

　だが、ベアーカッターは消えずにゴブリンキングに襲いかかる。

「あれ？」

　倒れなかった。

　ゴブリンキングは３本の風の刃によって血みどろだが、切断はできなかった。

「かたい？」

　でも、ダメージを与えられることはわかった。

　ゴブリンキングはダメージを受けたのが悔しいのか、叫び、睨にらみつけてくる。

　走りだす。

　そろそろ決着つけるかな。

　土魔法を使ってゴブリンキングの前に深い穴を作りだす。

　いくら、知能の高いゴブリンキングでも足元にいきなりあいた穴には気づかない。

　まして、怒りで頭に血が上っているならなおさらだ。

　ゴブリンキングはわたししか見ていない。

　ゴブリンキングは足元を見ていない。

　ゴブリンキングは穴に落ちていく。

　クマの炎を使うとゴブリンキングが溶けてしまい討伐の証明ができなくなるかもしれないので、ベアーカッターを穴に向けて何度も放つ。

「ベアーカッター、ベアーカッター、ベアーカッター、ベアーカッター、ベアーカッター」

　意外としぶとい。

　穴から叫び声が聞こえる。

　登ろうとしているのかもしれないが、ベアーカッターによって妨げられているのだろう。

　ベアーカッターを打ち込んでいると叫び声が聞こえなくなる。

　探知魔法を使うとゴブリンキングの反応は消えていた。

　わたしが魔法を放つのをやめると、ルリーナさんが木の陰から出てくる。

「終わったの？」

「死んだよ」

「まさか、本当にゴブリンキングを倒すなんて」

「意外と強かったからちょっと驚いたけどね。それじゃ、死んでいるのを確認するから穴から離れて」

　土魔法を使って穴を隆起させる。穴から出てきたゴブリンキングは叫び声を上げている姿で死んでいた。

　死んでいるのにその顔は恐怖を与える。

「本当に死んでいるんだよね」

「ええ」

　怯えるルリーナさんのために、ゴブリンキングにエアーカッターを打ち込んで死んでいることを証明する。

「それで、これどうする？」

「ユナちゃん、アイテム袋に入るよね？」

「入るけど」

「それじゃ、お願いできるかな。討伐の魔石を持っていけば証拠になるけど、死し骸がいを持っていけるなら持って帰りたいから」

　ゴブリンキングをクマボックスに入れる。

　ついでに剣も拾っておく。

「あとは洞どう窟くつに入ってゴブリンの後処理をするだけね」

「それじゃ洞どう窟くつの中、冷やすね」

　水魔法と風魔法で洞どう窟くつの中を冷やす。

「これで洞どう窟くつの中は大丈夫だと思うから。あとはお願いしますね」

　笑顔でルリーナさんを送り出す。

「えーと、確認するけど、洞どう窟くつの中は安全なのよね」

「大丈夫。ただ、かなりの数のゴブリンが死んでいるから、解体が大変だと思うけど」

「ユナちゃん、手伝ってくれたりは……」

「しないよ」

　体を切り開いて魔石を取るなんてできるわけがないのでお断りする。

「洞どう窟くつの中は暗いから、これをプレゼントするね」

　ライトの魔法を使い、クマの形の光を生み出す。

「ルリーナさんに渡すから、持っていっていいよ」

「ありがとう？　なんでクマの形をしているのか疑問だけど有難く使わせてもらうね」




　ルリーナさんは１人、洞どう窟くつに中に入っていく。

　体にある魔石を取り出す作業が、ゴブリン１体につき早くて１分として、洞どう窟くつには80体ほどいたはずだから、80分。

　洞どう窟くつの中を歩くことを考えても２時間以上はかかるかな。

　土魔法で、小さな土の家を作る。

　小さな窓も作り、換気もよくする。

　魔物のことを考えて入り口は塞ふさいでおく。

　窓は小さいから入ってくることはない。

　最後に土のベッドを作り、横になる。

　堅いけど眠れないわけじゃない。

　今度、毛布でも買っておこう。

　精神的に疲れたので眠気はすぐにやってきた。





14　クマさん、報告する







「ユナちゃん！　ユナちゃん！　起きてよ」

「ルリーナさん、うるさい」

　眠い目を擦こすりながら体を起こす。

「やっと起きた」

　小さな窓からルリーナさんが覗のぞき込んでいる。

　背を伸ばして筋肉を伸ばす。

「わたしが頑張って剝はぎ取りしているのに、家なんて作って寝ているなんてずるいじゃない」

「だって解体はルリーナさんの仕事でしょう。それで終わったの？」

「終わったよ。終わって洞どう窟くつから出てきたら家があるから驚いたわよ。中を覗のぞいたらユナちゃんが寝ているし。中に入ろうにもドアがないし」

　魔法で穴をあけて外に出る。

　空を見ると日が傾いている。

　だいたい午後３時ぐらいかな？

「ゴブリンの数が多すぎて大変だったよ。ユナちゃんが手伝ってくれなかったから」

　文句を言っているが無視をして話題を変える。

「洞どう窟くつの中に必要なものってある？」

「ないけど」

「それじゃ、他の魔物が棲すみついても面倒だから、穴は塞ふさいじゃうね」

　土魔法を使って入り口を塞ふさぐ。

　これで魔物が棲すみ着くことはなくなるだろう。

「それじゃ、帰ろうか」

「わたし、疲れているんだけど」

「大丈夫、わたしが抱きかかえてあげるから」

　のんびりと帰るつもりはない。

「ユナちゃん……もしかして……」

「山だから、道が悪いからしゃべらないでね」

　にっこりと微ほほ笑えんでみせる。

　諦あきらめ顔のルリーナさんをかかえて山を下りる。

　ジャンプ！　ジャンプ！　ジャンプ！

　山を下っていく。

　ジャンプするたびにルリーナさんが悲鳴を上げる。

　耳元で騒がれるとうるさいんだけど。

　ルリーナさんの叫びは無視して走り続ける。




　村の入り口近くに着くとルリーナさんを降ろして門番の元に向かう。

　ルリーナさんの足がフラフラしていたのは気のせいだろう。

　門兵に挨あい拶さつをして村長の家に向かう。

「えーと、お早いお帰りですが、無理だったのですかな」

　村長が〝やっぱり〟的な顔をする。

「いえ、ゴブリンは全て倒しました」

「なんと」

　ルリーナさんが言うと村長の顔が驚きに変わる。

「ゴブリン討伐の依頼は終了しました。これがゴブリンの討伐部位の魔石になります」

　ルリーナさんがアイテム袋から、皮袋を取り出す。

　皮袋の紐ひもを解ほどき、村長に中身を見せる。

　たぶん、ゴブリンの魔石が入っているのだろうな。

　わたしは絶対に見ないけど。

　大量の血みどろの魔石なんて見たくない。

　見たら食事ができなくなってしまう。

　水で綺き麗れいに洗い流してあればいいけど、あの洞どう窟くつに水があったとは思えない。

「おお、ではゴブリンを討伐してくれたのですね。でも多くありませんか」

「１００匹近くいましたから」

「１００匹！」

　村長が驚く。

　そりゃ、予想の倍以上のゴブリンが村の近くにいれば驚くだろう。

「安心してください。全て倒しましたから。ゴブリンが作っていた巣も塞ふさいだので新しく魔物が棲すみ着くこともないと思います」

「あ、ありがとうございます」

　村長が頭を下げる。

「それでは、本日泊まる宿を用意させますので」

「はい、ありがとうございます」「いえ、帰ります」

　ルリーナさんの言葉とわたしの言葉が重なる。

「ユナちゃん、もう、遅いよ」

「夕暮れ前には帰れるよ」

　２人は見つめ合う。

「もしかして、またお姫様抱っこ？」

「２度も、３度も同じでしょう」

「でも、せっかくのご厚意ですし」

「面倒ごとは早く終わらせるのがわたしのモットーだから」

「……本当に帰るの？」

　頷うなずく。

「わかったわよ。わたしもゴブリンキングのことを報告しないといけないし、帰りましょう」

「ゴブリンキング？」

　村長がルリーナさんの言葉に反応する。

「１００匹のゴブリンを纏まとめていたのがゴブリンキングでした」

「その、ゴブリンキングは」

「大丈夫です。ゴブリンキングも討伐しましたから、安全ですよ」

「ありがとうございます」

　村人に感謝されて村を出る。

「やさしく走ってね。あと、ジャンプは絶対に禁止よ！」

「わかってるよ」

　山を下りるときジャンプを何度かしてルリーナさんを怖がらせてしまったかな。

　ルリーナさんが自分からわたしに抱きついてくる。

「でも、悔しいけどこのクマ、抱き心地はいいのよね」

　ルリーナさんはわたし（クマ）を撫なで回す。

　やめてほしいんだけど。

　触り方がなんかイヤだ。

　走りだせば撫なで回すこともできないはずなのでお姫様抱っこをして走りだす。

　平地だから山と違って走りやすい。

　遠くに魔物の反応があるが無視して走りぬける。

　ときどき、冒険者や馬車ともすれ違うが気にしない。

　なんか、騒いでいるけど一瞬でその声は聞こえなくなる。

　街の門が見えてくる。

「恥ずかしいから、そろそろ降ろして」

　耳元で騒ぐが無視して走り続ける。

「ユ、ユナちゃん？　お願いだから」

　ルリーナさんの抱きしめる手に力が入るが痛くはない。

　そのまま、西門にたどり着く。

　門兵は驚いている。

　ルリーナさんは恥ずかしそうにしている。

　わたしはクマの格好をしている。

　３人がともに黙っている。

　ルリーナさんを降ろして無言のままギルドカードを渡す。

　門兵は、無言のまま確認をする。

　わたしとルリーナさんは、無言のまま街の中に入る。

「えーとギルドまで運ぼうか？」

「やめて！」

　恥ずかしそうな顔をしたルリーナさんと報告をするためにギルドへ向かう。

　ギルドの入り口は仕事を終えた冒険者がかなりの数いた。

　中に入れないなと思っていると、わたしに気づいた冒険者が道をあけてくれる。

　まるでモーゼの海割りのように道ができていく。

「いいのかな？」

「いいんじゃない？」

　ギルドに入ると受付も賑にぎわっている。

　受付に並ぼうとすると後ろから声をかけられる。

「ルリーナ、どうしたんだ」

「ランズ、どうしてここにいるの？」

　ランズとギルが椅子に座ってこちらを見ていた。

「どうしてって、おまえたちが戻ってくると思ったから待機していたんだよ。でも、その予想は当たったみたいだな。こんなに早く帰ってくるなんて、ゴブリンの数に恐れをなして逃げ戻ってきたんだろう」

　失敗したと思っているランズは薄笑いを浮かべる。

　わかっているのかな。わたしが失敗したら自分たちが失敗することになることを。

「ランズ、残念だけど。依頼なら終わったわよ」

「はぁ」

　ルリーナさんの言葉にアホ面がさらにアホ面になる。

「依頼は終了。ゴブリン１００匹とゴブリンキングのおまけつきで」

「はあ、なに言ってるんだ。ゴブリン１００匹？　ゴブリンキング？　冗談もそこまでいくと笑えないぞ」

「それが冗談じゃないのよ」

　ランズの大きな声のせいでギルドの中にいた冒険者がいっせいにこちらを向く。

「ゴブリン１００匹？」

「ゴブリンキング？」

「噓うそだろう」

「ゴブリンキングなんて倒せるわけないだろう」

「ゴブリン１００匹！　２人じゃ無理だろう」

「でも、あのクマだぞ」

「あのクマだな」

「あのクマならありえるのか？」

「クマだしな」

　冒険者たちはわたしたちの言葉を聞いてそれぞれが口を開いている。

　それにしてもクマだからっていうのはなんだ。




「ルリーナさん、ゴブリンキングって本当ですか」

　ヘレンさんがやってくる。

「少し話をお聞きしたいのでこちらまで来てもらえますか」

　人が並んでいない受付に案内される。

「それではお聞きします。ルリーナさんが受けた依頼はトーズ村付近に現れたゴブリンの群れの討伐でしたよね。その数は50匹ほどの」

「はい、でも、行ってみたら、ゴブリンは１００匹いました」

　そう報告すると、後ろで聞き耳を立てていた冒険者が騒ぎだした。

「失礼ですが、討伐証明の魔石はお持ちですか？」

　ルリーナさんはアイテム袋からゴブリン討伐の証拠の魔石が入った袋を取り出す。

「確認させてもらいます」

　ヘレンさんは、討伐部位の魔石を受け取るとカウンター内にある装置を操作する。

「はい、間違いなく本日討伐された魔石になります。それと〝ゴブリンキング〟って聞こえたのですが本当ですか？」

「はい、ゴブリンの親玉はゴブリンキングでした」

「本当ですか。それじゃ、Ｃランクパーティーに緊急依頼をしなくては」

「大丈夫です。ユナちゃんが倒しましたから」

「……ゴブリンキングを１人で倒した……」

「クマがゴブリンキングを倒した」

「クマが……」

「クマが……」

　エコーのように広がっていく。

「それは本当でしょうか。魔石がありましたらお願いします」

「ゴブリンキングの死し骸がい、持ってきているんだけど」

「ああ、ユナさんのクマのアイテム袋ですね。えーと、大きいですよね。すみませんが隣の部屋にお願いします」




　ヘレンさんとわたしたちの後ろを冒険者がぞろぞろと金魚のフンのようについてくる。

「こちらに出してもらえますか」

　白クマをかざしてゴブリンキングを取り出す。

　周りからはため息と、叫び声と、唸うなり声といろんな声が漏れる。

「これは間違いなくゴブリンキングですね」

　ゴブリンキングは、それだけで人を呪のろい殺せそうな顔をしている。

　そのゴブリンキングの顔を見た冒険者たちは恐怖を覚える。

　さらにそのゴブリンキングを倒したユナに驚きょう愕がくする。

　ゴブリンキングの肉体には壮絶な戦いを裏づける傷が多数見える。

「ありがとうございます。ゴブリンキングはこちらで買い取らせてもらってもよろしいでしょうか」

「ゴブリンキングの素材って使えるの？」

「そうですね。ゴブリンキングの皮はゴブリンと違って強度も耐久性もありますから防具に使用できます。骨も武器、魔法の道具などに使われます。魔石も強力なのでいろんな用途に使用できます」

「わたしはいいけど、ルリーナさんは？」

「わたしもいいよ」

「それではすみませんが、受付の方によろしいでしょうか」

　再度、受付に戻ってくる。

　冒険者も金魚のフンなので一緒についてくる。




「この依頼はルリーナさんのパーティーがお受けになっています。ですがユナさんが手伝っていますがどういたしましょうか」

「わたしたちのパーティーとユナちゃんとの共同依頼でお願いします」

「ルリーナさん？」

「倒したのはユナちゃんです。それをわたしたちのものにするわけにはいかない。わたしがしたことは剝はぎ取りと交渉ぐらいです」

「わかりました。ではそのように処理させてもらいます。それではルリーナさんを含めたパーティーメンバーのみなさん、ギルドカードを提出してください」

「俺はいい」

「ランズ？」

「俺はなにもしていない。本当はその女が逃げ戻ってくると思って傍観していただけだ。１人でゴブリンの群れの討伐なんてできるわけがないと笑っていただけだ」

「俺もいい。なにもしてない」

「ギル？」

「わかりました。ではこの依頼はルリーナさんとユナさんの２人で処理させてもらいます。それでよろしいでしょうか」

「はい、よろしくお願いします」

「ではこちらが依頼料とゴブリンの魔石の買い取り額になります。あと別に、ゴブリンキング討伐の報ほう奨しょう金きんと買い取り分のお金になります」

　２つの袋を渡してくれる。

　ルリーナさんはそのゴブリンキングの報奨金をわたしに袋ごと渡してくれる。

「これはわたしが受け取るわけにはいかない。あとこれは半分」

　依頼料の入ったお金を半分に分け、渡してくれる。

「いいの？」

「２人でした仕事だからね。もっともわたしは剝はぎ取りしかしてないけど。でも全部は渡せないから半分こ」

　素直に受け取り、クマボックスに入れる。

「あと、今回はごめんなさい。デボラネはもちろん、ランズにも言っておくから」

　後ろでランズがバツの悪そうな顔をしている。

「ううん、わたしも楽しかったし、ゴブリンキング相手に魔法の練習もできたし無駄じゃなかったから」

　ゴブリンキングを相手に魔法の効果を確かめられたのは本当に有益だった。ゴブリンキングを倒せるなら他の魔物も十分に倒せることになる。




　ギルドを出ると、ルリーナさんから食事に誘われ、彼女のオススメの店で、ランズ、ギルを加えた４人で食事をすることになった。

　ランズが改めて頭を下げて謝ってきた。

　ギルもゴブリン討伐に同行しなかったことを謝ってくる。

　許すことにして夕食をいただく。

「ほんとうにいいのか。おごってもらって」

「いいよ。ゴブリンキングの報奨金もあるし、デボラネの治療費とでも思ってくれればいいよ」

「そうか、それじゃ、遠慮なくごちそうになる」

「ありがとう」

　４人でそれなりに楽しい食事をして宿に戻る。

　エレナさんに夕食はいらないことを伝え部屋に戻ると、風呂にも入らずにベッドに潜り込んだ。





15　クマさんの雨の日の休日（前編）







　今日は朝から雨が降っているので自主的に引きこもり、暇つぶしに魔物の本を読んでいる。

　書かれているのは、ゲームや小説や漫画に出てくる魔物がほとんどだ。

　世界を回って探してみるのもいいかもしれない。

　しばらく読んでいると、お腹なかが昼食時を示しているので一階に下りて昼食をとることにする。

　雨だというのに、食堂にはお客がたくさん入っている。

　エレナさんに聞くと、

「ああ、雨のせいで外の屋台が全滅らしいですから。雨がしのげる店にお客様が集中するんですよ」

　確かに雨の中、屋台はできない。

　お客も雨の中、買いたくないだろうし、食べる場所も考えないといけない。

　そう考えると、雨がしのげる店を選ぶのはあたりまえか。

　食堂を見渡し、座れる席を探すがどこにもない、

　あまり相席もしたくないので出直そうとすると、

「ユナさん、すみませんが座れる場所がありませんので、お部屋でよろしいですか」

「うん、かまわないけど」

「ありがとうございます。本当なら宿に泊まっているユナさんを優先したいのですが」

「大丈夫。それじゃ、本日のオススメをお願い」

「わかりました。すぐに部屋に持っていきますのでお待ちになっててください」




　部屋に戻って５分ほどすると、ドアがノックされる。

　意外と早かった。

「ユナさん、開けてもらえますか」

　ドアを開けるとエレナさんが湯気が立ち上っている料理を持っている。

　宿にお昼代は含まれていないため、料理を受け取りテーブルに置きエレナさんに代金を払う。

「ありがとうございます」

「エレナさんも頑張ってね」

「はい、今が稼ぎ時ですから」

　元気に返事をして戻っていく。

　テーブルの上に置かれた料理をありがたくいただく。

　肉が入った野菜炒めと温かいスープと焼きたてのパン。

　温かい料理に感謝する。

　パンを齧かじるがそろそろお米が恋しくなってくる。

　パンはパンで美お味いしいが、日本人としてはお米が食べたい。

　ラーメンとかも食べたいがこの世界にあるのだろうか。

　今度、エレナさんに聞いてみようかな。

　食事を終え、午後の予定を考えてみる。

　ステータス画面を出してみる。





　　名前：ユナ

　　年齢：15歳




　　レベル：18

　　スキル：異世界言語、異世界文字、クマの異次元ボックス、クマの観察眼、クマの探知、

　　　　　　クマの地図




　　魔法：クマのライト、クマの身体強化、クマの火属性魔法、クマの水属性魔法、クマの風属性魔法、クマの地属性魔法







　　装備




　　　右手：黒クマの手袋（譲渡不可）

　　　左手：白クマの手袋（譲渡不可）

　　　右足：黒クマの靴（譲渡不可）

　　　左足：白クマの靴（譲渡不可）




　　　服：黒白クマの服（譲渡不可）




　　　下着：クマの下着（譲渡不可）






　今朝、確認したらスキルが増えていた。

　クマの地図ってクマをつければいいってもんじゃないでしょうと突っ込みたくなる。





　　クマの地図




　　　クマの目が見た場所を地図として作ることができる。






　クマの地図を出してみると、わたしがいる場所を中心として、街の周辺と東の森、西門から離れたゴブリンが現れた村の周辺の地図が表示されている。

　いも虫が這はいずり回ったようになっている。

　それ以外の場所は真っ黒でなにも表示されていない。

　どこかのゲームみたいだ。

　便利だけど、行ったことがある場所だけって残念だ。

　まあ、いきなり世界の地図を表示されても、それはそれでつまらないような気がするから、これはこれでいいのかもしれない。

　あと、ゴブリンキングの洞どう窟くつまでの地図を見て思い出したことがあった。

　クマボックスから１本の剣を取り出す。

　ゴブリンキングが持っていた剣。

　ゴブリンキングが持っていたときのように禍まが々まがしさはない。

　普通の銀色に輝く綺き麗れいな剣になっている。

　クマの観察眼を使ってみる。





　　ゴブリンキングの剣




　　　スキル：筋力増加、魔法付加




　　筋力増加：使用者の筋力を上げる。

　　魔法付加：剣に魔法を付加することができる。






　たぶん、あの禍々しさはゴブリンキングの力を具現化したものだと思う。

　わたしが魔力を通すと綺き麗れいな銀色に輝く。

　これで黒くなったら落ち込んでいただろうがそうならなくてよかった。

　今後、使うこともあると思うので晴れた日にでも使ってみようかと思っている。

　でも、今日は雨がやみそうもない。

　今日の予定を考えてみるがやることが本当になにもない。

　引きこもりの経験は長いが、それはネットやテレビや小説や漫画などがあってこそ成り立つ職業である。

　娯楽がなにもないと意外と暇である。

　あとは寝るぐらいしかない。

　でも、昼間に寝ると夜が眠れなくなる。

　現実世界の日本なら夜に眠れなくてもネットでも漫画でも小説でもゲームでもやることはあるが、この世界には夜に遊べるものはなにもない。

　なので今、できることを考えてみる。

　ゴブリンキングの剣を持ったときに腕のたるみが少し気になったので、筋トレをしてみることにした。

　二の腕がプヨプヨしている。

　クマのおかげか、腕立て伏せを何回、何十回、何百回とやっても疲れない。

　これじゃ、腕のたるみも取れないんじゃない？　と思い、クマ装備を外して下着姿になる。

　正しくは、上にはシャツを着ている。

　下はクマさんパンツだけど。

　先日買ったパンツは肌触りが良くなかったため穿はいていない。

　今度、高級店に行ってこようかな。

　そんなことを考えながら腕立て伏せをやってみる。

　はい、10回もできませんでした。

　日本にいたころとなにも変わっていませんでした。

　プヨプヨの二の腕は諦あきらめることにして素直にクマを着ることにする。

　慣れとは怖いものだ、だんだんとこのクマの格好に慣れてきている自分がいる。





16　クマさんの雨の日の休日（後編）







　筋トレを諦あきらめ、昼食の時間帯も過ぎただろうから、下に暇つぶしを探しに行くことにする。

　一階は食堂と宿の受付になっている。

　昼時には先ほどのように混み合っている。

　でも、今の時間帯には食事をしているものは誰もいない。

　カウンターにはエレナさんが疲れた顔で座っていた。

「ああ、ユナさん、先ほどはすみませんでした」

「別にいいよ」

「それで、どうしたんですか」

「ちょっと暇つぶしに」

　カウンター席に座る。

「暇つぶしって言ってもなにもないですよ」

「とりあえず、なにか飲み物をもらえる？」

「はい、いいですよ」

　奥に行って飲み物を取ってきてくれる。

「はいどうぞ。ミラの果汁です」

　自分の分もあるのかわたしの前に座って果汁を飲む。

「暇なの？」

「休憩中です。さっきまで忙しかったから休んでいるんです。それにここで店番もしているからサボっているわけではありませんよ」

　とりあえず、礼を言って果汁を受け取る。

　少し甘酸っぱいジュースだ。

　残念なのは生ぬるいことぐらいだ。

　うん？

　生ぬるいなら冷やせばいいこと。

　コップに黒クマの手をのせる。

　魔力を通して氷をイメージする。

　ポトンと音がしてコップの中に氷が浮かぶ。

「ちょっと、なんですか。それ」

「果汁の中に氷を入れただけよ。冷やすと美お味いしいと思って」

　そう言って果汁を飲む。

　美お味いしさが数段アップした。

「わ、わたしにもお願いできますか」

　わたしが美お味いしそうに飲んでいるとエレナさんがコップを差し出してくる。

　別に断るほどでもないので、エレナさんのコップの中にも氷を落としてあげる。

「ありがとうございます」

　エレナさんは氷を上う手まくコップの中で回すと冷えた頃合いに飲む。

「お、美お味いしい。冷やすだけでこんなに美お味いしくなるなんて。暑い日にはいいかも。でも、冷蔵庫に果汁を冷やしておくスペースなんてないしなー」




　この世界にも冷蔵庫は存在する。

　氷系の魔石を使って作られたものだ。

　この街では氷系の魔石は手に入りにくく価値がある。

　モンスター図鑑によれば北に住む魔物が魔石を持っている。

　まあ、簡単に言えば氷系の魔物が持っているため、この付近では手に入らないのだ。

　ただし、それは冷凍室つきの冷蔵庫を作る場合。

　冷凍室なしの冷蔵庫であれば、ウルフなどの無属性の魔石に氷属性の魔法を付加させることで実現できる。

　そのため、冷凍室つきの冷蔵庫は高級品だ。

　冷凍室なしの冷蔵庫ならば、一般庶民でも持っている人は多い。

「冷蔵庫がもう少し大きければなぁ」

　氷が入った果汁をちょびちょびと飲んでいる。

「エレナさんは魔法は使えないの？」

「使えるわけないじゃないですか。もし、使えたら宿屋の娘なんてやっていないですよ。魔法を使えるユナさんが羨うらやましいです」

　羨うらやましいと言われてもわたしもクマがなければ魔法を使えないんだけど。

　基本的にこの世界の住人は魔力を持っている（エレナさん談）。

　初めてお風呂を使うときに教えてもらった。

　お風呂には水の魔石と火の魔石が使われている。

　その魔石に魔力を通すと水やお湯が出るようになっていた。

　お風呂を使うとき、裸だったため、一瞬使えないかも思ったが、普通に使えて安あん堵どした。

　クマの使用説明文にもクマに〝魔力を通す〟と一文が書かれていることから、わたし自身に魔力があることがわかる。

　でも、わたしはクマがないと魔法が使えない。

　エレナさんも魔力はあるが魔法が使えないと言っている。

　いまいち、この世界の魔力と魔法の因果関係が分からない。

　たぶん、エレナさんは裸の状態のわたしと同じなのかもしれない。

　そのあたりを調べればクマがなくても魔法が使える可能性があるかも。

　でも、クマがあればイメージだけで魔法が使えるから便利だし、今は考えていないけど。

　結局夕飯までエレナさんと一緒におしゃべりをして過ごしてしまった。

　わたし個人は暇つぶしになってよかったが、エレナさんは仕事をサボったと母親に大目玉を食らっていた。





17　クマさん怒られ、ランクＤに







　ゴブリンキングを討伐したあとギルドで依頼を受けつつ、いろいろ実験を行った。

　魔法の応用、魔法イメージの仕方、クマ魔法の威力の確認。

　ゴブリンキングの剣の使い方、魔力の通し方。

　投げナイフの使い方。

　クマの攻撃力、クマの防御力の確認。

　クマボックスのしまえる量、大きさなどの確認。

　いろいろと検証した数日間だった。

　本日も実験につき合ってくれたウルフをクマボックスにしまい、ギルドに報告をしにいく。

「ユナさん、本日もウルフ〝だけ〟ですか」

　なぜか、〝だけ〟という言葉に圧力を感じる。

「そうだけど」

「本当ですか？」

「……どうしてそんなこと聞くの？」

「最近、討伐依頼を受けた冒険者が依頼を達成できずに戻ってくるんですよ」

「…………」

「なんでも、討伐先に行っても魔物がいないそうなんですよ」

「…………」

「ゴブリンの群れを討伐しに冒険者が行けば、ゴブリンはどこにもいない」

「…………」

「オーク討伐を依頼した村があれば、知らないうちにオークがいなくなっている」

「…………」

「コボルト討伐に行けばコボルトはいない」

「…………」

「一角ウサギを討伐に行けばいない」

「…………」

「それが、一度や二度じゃないんですけど。なにか、ご存知ありませんか？」

　疑いの目を向けてくる。

　その質問の答えはＹＥＳ。

　全て、最近討伐した魔物の名前ばかりだ。

　倒した魔物はクマボックスにしまってある。

「そうなんだ。依頼を受けた冒険者は可哀かわい想そうだね」

　知らないふりをするとヘレンさんは大きなため息をつく。

「なんでも、討伐先で可愛かわいい黒いクマの格好をした女の子が何度も目撃されているんですけど。ご存知ありませんか？」

　黙ってわたしの目を見てくる。

　目を逸そらしたくなるのを我慢する。

「もしかして、わたしの格好って流は行やっているのかな？」

「そんなことあるわけないでしょう！　そんな格好をしているのはユナさん！　あなたしかいません！」

「知っているなら、初めから言えばいいじゃない」

「ギルドマスターから、あなたが来たら呼ぶようにと言われています」

「どうして？　別に依頼を横取りしたわけじゃないじゃん。たまたま、そこに出向いたら、たまたま魔物がいたから倒しただけよ」

「はい、それはなにも問題はありません。まして、ユナさんは依頼料は受け取っていませんから」

「だったら」

「でも、ギルドに登録している以上、義務として討伐した魔物の報告はしてほしいものです。その場合、依頼を受けていた冒険者は失敗扱いにはなりませんので」

「わかった。今度から報告する」

「ですが、今日はギルドマスターに会ってもらいます」

「えー」

「えー、じゃありません。案内しますからついてきてください」

　ヘレンさんに無理やりギルドマスターの部屋に連れていかれる。




「ギルドマスター、ユナさんを連れてきました」

　ドアをノックしてから中にいるギルドマスターに呼びかける。

「入ってくれ」

　ヘレンさんはドアを開けて中に入る。

　部屋の中には机の前に座って仕事をしているギルドマスターがいる。

「来たか。ヘレンは仕事に戻っていいぞ。ユナはそこに座れ」

　部屋の中央にあるテーブルを指す。

　テーブルの前には６つほどの椅子が並んでいる。

　その中の椅子に適当に座る。

「それで、おまえさんはなにがしたいんだ」

「なにがしたいとは？」

「他人の依頼の魔物を討伐したかと思えばギルドになにも報告をしない。依頼料を受け取ることもしない。魔物の素材を売るわけでもない。本当におまえはなにがしたいんだ」

　暇つぶし、魔法の練習、剣の練習、魔物の確認、マップの作成といろいろある。

「この街は来たばかりだから、周辺の探索よ。探索をしてたらたまたま魔物がいたから退治しただけだよ」

「なら、ギルドへの報告は？」

「先日、入ったばかりで知らなかった」

　実際に依頼を受けた以外の魔物討伐を報告するなんて義務、知らなかった。

　そのことを教えなかったヘレンさんが悪い。

　でも、冒険者としては常識だったらしいが、そんなこと異世界から来たわたしが知るわけがない。

「素材を売らない理由は？」

「お金に困っていないから」

「でも、アイテム袋に入れていれば腐っておまえも困るだろう」

　そういえば、一般的なアイテム袋は普通に時間は進む。そうなると必然的に中のものは傷いたむし腐る。

「うーん。ここだけの話にしてもらえます？」

「なんだ。俺は他人の秘密を言いふらす男じゃないぞ」

「わたしのアイテム袋は時間停止できるんで、腐らないから大丈夫なんです」

「……本当か？」

　信じてもらうためにその場に３日前に倒したウルフを取り出す。

「３日前に倒したウルフ」

　テーブルの上にウルフの死し骸がいを乗せる。

　ギルドマスターはウルフを見て確認する。

「ほんの数分前に討伐したみたいだ」

　新鮮度が違うため、ギルドマスターはすぐに判断をつける。

　血抜きしておらずテーブルに血が流れてしまうため、確認が終わるとウルフはクマボックスに戻す。

「だから、腐らないから大丈夫」

「話はわかった。だが、今度からは討伐報告は守ってくれ、そうしてくれないと他の冒険者が困る」

「うん、わかった。もう行っていい？」

「もう１つ。オークを討伐したのか」

「したよ」

　噓うそをついても仕方ないので素直に答える。

「はぁ、本日より、おまえをＤランクに上げることにする」

「そんなに簡単にランクを上げていいの？　わたし、ランクＤの依頼受けていないよ。確か最低でも10回は受けないとだめなはずでしょう」

「オークやゴブリンキングを単独で倒せるなら問題もない。それに、そのアイテムボックスの中にオークも10体以上入っているだろう」

　確かに10体ほど入っている。

「あと悪いがオークの素材をギルドに売っていってくれ。たまにギルドから店に流さないとギルドの威厳がなくなる」

「了解」

「おい！　誰かいるか！」

　外に向かって叫ぶ。

「はい、なんでしょうか」

　１人のギルド職員の女性がすぐにやってくる。

「悪いがヘレンに言って、こいつのランクをＤに上げてもらってくれ」

「わかりました」

「それじゃ、もう行っていいぞ」

　ギルド職員の女性に案内され受付にいるヘレンさんのところへ行く。

　女性はギルドマスターの言葉をヘレンさんに伝えると自分の仕事場に戻っていく。

「ユナさん、ランクアップおめでとうございます」

「ありがとう」

「でも、本当にみなさんに迷惑ですから報告だけはしてくださいね」

「ごめんなさい」

　もとはといえばヘレンさんが悪い、と思いつつ素直に謝っておく。

「わかってくれればいいです。では改めてランクアップの処理をしますのでギルドカードをお願いします」

　ギルドカードを水晶板に乗せ、操作を行う。

　いまいちこの機能だけは理解ができない。

　どうやって、国にある全てのデータが水晶板に繫つながっているんだろう。

　やっぱり、知らない魔法の技術とかなにかかな。

「それとギルドからのお願いなんですがよろしいでしょうか」

「なに？」

「しばらく、この近くのウルフの討伐は控えてもらえませんか。もちろん、討伐は自由なんですが、初心者の冒険者の生活が困りますので」

「一応、わたしも初心者なんだけど」

　まだ、冒険者になって日が浅いんだけど。

「ユナさんを初心者とは言いません」

　言い切られた。

　まあ、ゲーム時代の経験を入れれば初心者でないのは確かだ。

「初心者はゴブリンの群れ、ゴブリンキング、オークなどは倒せません」

「わかった。しばらくは倒さないようにすればいいんでしょう」

「ありがとうございます。ギルドとしてもランクが低い冒険者には経験を積んでランクを上げてほしいと思っていますから。その経験を積むにはウルフ、ゴブリンが最適なんです」

「ゴブリンはいいの？」

「ゴブリンは増えますから問題はありません、むしろ討伐してください。それにゴブリンは素材が売れないので不人気な依頼になっていますから」

　わたしとしてもゴブリン討伐はしたくない。

　売れる素材が魔石しかないためゴブリンの死し骸がいごとギルドに持っていくこともできない。

　だから、基本的にゴブリンを倒したら、燃やして、地面に埋めている。

「それでは処理が終わりましたのでカードをお返しします」

　ギルドカードを受け取る。

　ランクがＤになっている。

「それじゃ、これでわたし帰ってもいい？」

「はい、大丈夫です。でも、素材を売ってから帰ってくださいね」

　ギルドを出て素材を売るために隣の建物に向かうことにした。





18　クマさん、買い取りをしてもらう







　ギルドを出て隣の建物の素材買い取りカウンターに向かう。

　カウンターは３つあり、２つは接客中。自然に空あいているカウンターに向かう。

「よう、クマのお嬢ちゃん、またウルフの買い取りかい」

　ゲンツさんが笑いながら挨あい拶さつをしてくる。

「他の魔物もありますよ」

「おお、そうか。ギルドは売り物になればなんでも買い取るぞ」

　とりあえず、クマボックスからウルフを10匹出す。

　部屋にいた冒険者が少し騒ぐ。

　１人でウルフ10匹持ってきたのだから。

「今日も大猟だな」

　ゲンツさんは奥にいる職員に声をかけてウルフを運ぶ指示を出す。

　奥から２人ほどやってきてウルフを運んでいく。

　カウンターが空あくと次に一角ウサギを10匹出す。

　すると、さらに部屋にいる冒険者の騒ぐ声が増える。

　ちなみに一角ウサギは１ｍほどの大きさの角があるウサギだ。

　見た目は可愛かわいいがジャンプ力があり、正面からジャンプアタックしたときの攻撃力は強い。

　防具が弱いと角が突き刺さって死ぬ場合がある。

「なんだ。一角ウサギまであるのか。どれもこれも討伐したばかりじゃないか」

　ゲンツさんはもう一度、奥に声をかけて一角ウサギを運ぶように指示を出す。

「相変わらず、解体はしないのか」

「やり方がわからないし、面倒」

「まあ、ギルドとしては仕事が増えるから嬉しいがな。でも、冒険者なら覚えないと儲もうけが減るぞ」

「そのうち、覚えるよ」

　と表向きは答えるが、今のところ覚える気はない。

　できる気がしないと言った方が正しいだろう。

　やっと魔物の死し骸がいにも慣れてきたところだ。

　解体はまだわたしにはレベルが高すぎる。

　ゲンツさんと会話をしているとカウンターの上の一角ウサギが全て運び終わる。

「それじゃ、今日はウルフ10匹と一角ウサギ10匹でいいか」

「まだ。ギルドマスターに頼まれたものがある」

「ギルドマスターに？」

　オークを１体出す。

「おいおい、オークまであるのか。ちょっと待て。もしかして、オークまで10体あるとは言わないよな」

　オークの大きさは小さい個体なら２ｍ、大きな個体なら３ｍまでになる。

　とてもじゃないが１人じゃ運べないし、カウンターに乗せられても邪魔になる。

　オークを出したら冒険者が騒ぎ始める。

「オークなんて噓うそだろう」

「でも、間違いなくオークだぞ」

「１人で倒したのか」

　冒険者が騒いでいるが無視してゲンツさんの質問に答える。

「ありますけど」

「ちょっと待て、おまえさんのアイテム袋はどうなってるんだ？　こんなところにオークを10体置かれても困る。奥の冷蔵倉庫に来てくれ」

　ゲンツさんの許可をもらい、カウンターの奥の倉庫に向かう。

　そのときに冒険者の声が聞こえてくる。

「10体なんて噓うそだろう」

「どうやったら倒せるんだ」

「クマだからか」

「ブラッディベアーなら可能だろう」

「流石さすが、ブラッディベアー」

「なんだ、そのブラッディベアーって」

「知らないのか……」

　なに、その〝ブラッディベアー〟って？

　冒険者の会話を聞いていたかったがゲンツさんが先に行ってしまうので仕方なくついていく。

　流石さすがに、冒険者の声は聞こえなくなる。




　倉庫に入ると氷系の魔石が使われているためか、ひんやりと寒い。

「入ったら、ドアを閉めてくれ、倉庫の中の温度が上がっちまうから」

　ドアを閉め中に入る。

　中には魔物の解体された肉や素材がたくさん積まれていた。

　先ほどのわたしが出したウルフや一角ウサギも運ばれている。

　職員たちが一生懸命に仕事をしている。

「寒いけど我慢してくれ、暖かくすると肉が腐るからな」

　ゲンツさんは一番奥の大きなテーブルに向かう。

　それでも、オークが１体乗るぐらいのスペースしかない。

「すまないがこの上に頼む。残りはその近くの床に置いてくれればいい」

　言われた通りにクマボックスから出す。

「ありがとうな。流石さすがにオークを運ぶのは大変だからな。でも、いいのか。俺たちが解体すると買い取り金額が下がるぞ」

「解体できないからいいよ。それにお金に困っていないから」

「まあ、確かにこれだけ売れば金はあるか。話は変わるがクマの嬢ちゃんはランクはいくつになった？」

「今さっき、Ｄランクになった」

「Ｄランクか。それはそうか、オークを倒せるんだもんな。少し頼みを聞いてもらえないか」

「なに？」

「クマの嬢ちゃん、剝はぎ取り、解体できないだろう」

「…………」

「それで、うちに来ている若い者の１人に解体の仕事を与えてやってくれないか」

「それじゃ、ギルドの収入源が減るんじゃ」

「クマの嬢ちゃん１人ぐらいの買い取りがなくなっても平気だよ。冒険者が何百人いると思っているんだ」

　確かにそうだ。

　わたしが来る前からギルドはちゃんと運営されている。だから、わたし１人ぐらいいなくなっても問題はない。

「でも、どうしてその１人なの」

「ああ、まだ未成年で、ギルドの職員じゃない。おまえさんも知っている女の子だ」

「もしかして、フィナ？」

　わたしの知り合いで未成年の女の子は１人しかしない。

「クマの嬢ちゃんも知っているだろう。あの子の家族のことは」

　頷うなずく。

　父親はなく、母親は病気、３つ下の妹がいる。

「俺もあいつには仕事を与えているが、基本的にギルド内で仕事が回らないときだけ。ほとんどがギルド職員だけでことが回ってしまう」

「つまり、わたしからフィナに仕事を回してやってほしいってこと？」

「そうだ。あの年で解体はかなりの腕だ。剝はぎ取りも上う手まいから商品に傷をつけることもないはずだ」

「別にいいけど。わたし、いつこの街を出ていくかわからないよ」

　まだ決めていないが、王都にも行ってみたいし。

　他の国にも行ってみたい。

「それでも構わない。クマの嬢ちゃんがこの街にいる間だけでいい。あいつに仕事を回してやってほしい」

「ちなみにいくらあげたらいいの。わたし、解体の相場はわからないんだけど」

「ギルドでは２割もらっている。だから、解体した素材の売り上げの１割でもあげてくれればいい」

「１割でいいの？」

「それでも多いくらいだ。もし、多いと思えば減らせばいいしな」

「了解」

「それじゃフィナを呼んでくるから待っててくれ」

　ゲンツさんは嬉しそうに奥の部屋に向かう。

　奥の部屋に入ったと思ったら、すぐにフィナを連れて戻ってくる。

「ユナお姉ちゃん！」

　走ってくるとわたしに抱きついてくる。

　うん、可愛かわいいね。

　頭を撫なでてあげる。

「フィナ、元気にしてた？」

「はい。それで、ユナお姉ちゃんがわたしに仕事をくれるって本当ですか」

「ええ。わたしが持ってきた魔物の解体をお願いするね」

「ありがとうございます」

　にっこりと笑顔になる。

「フィナ。だから、しばらくはこっちに来なくていいぞ」

「でも」

「ここ最近、仕事が多かったのは嬢ちゃんが解体もせずに持ってきたせいだから。この嬢ちゃんがフィナに仕事を渡せばギルドでの仕事は減る。でも、今日はしっかり働いてもらうから安心しろ。今日もこのクマの嬢ちゃんがウルフ、一角ウサギ、オークと、それぞれ10匹ずつ持ってきてくれた」

「そんなに！」

「それで、わたしは明日からどうしたらいいの」

「わたしが、ユナお姉ちゃんの宿に行っていい？」

「いいけど」

「それじゃ、７時頃行くね」

　早いと思うがこの世界の住人は日の出がくると働き出す。

　その代わりに日が沈むと仕事は終了となる。

　魔石で光は灯ともせるがそうまでして仕事する人はいない。

　フィナと明日の約束をして倉庫から出る。

　外は倉庫の中と違って暖かい。

　ゲンツさんから本日の魔物の買い取り金額をもらって宿に戻る。





19　クマさんの二つ名はブラッディベアー







　本日も宿で朝食を美お味いしくいただいている。

　食事を作らないでいい生活って素晴らしい。

　そんな引きこもりの夢を味わっていると、元気よくフィナが入ってくる。

「ユナお姉ちゃん、おはようございます」

「おはよう」

　挨あい拶さつをして温かいスープを飲む。

　温かくて美お味いしい。

「ちょっと待っててね。もう少しで食べ終わるから」

「はい、大丈夫です」

「エレナさん、フィナに飲み物を持ってきて」

　店の中を動いているエレナさんは返事をすると厨房に向かう。

「ユナお姉ちゃん？」

「いいから、座って。今日の話もあるから」

　わたしが言うと素直に目の前の椅子に座る。

　すぐにエレナさんが飲み物を持ってきてくれる。

「それでフィナ。いろいろ分からないことがあるから教えてくれる？」

「はい」

「解体に必要なものってある？　ナイフぐらいしか分からないんだけど」

「基本的にはナイフだけで大丈夫です。切れ味が良ければ良いほど綺き麗れいに解体できます。切れ味が悪いとウルフなどの毛皮が綺き麗れいに剝はぎ取れません。上位の魔物だと、普通の鉄のナイフだと解体できない場合もあります」

「フィナのナイフは？」

「鉄のナイフですが、ゴルドさんが作ってくれたナイフだからいいやつです」

「他に必要なものはある？」

「あとは解体する場所かな。近くに水があると助かるけど」

「それだけ？」

「あとは細かいことがいろいろあるけど、砥と石いしとか解体した素材を保管する場所とか。時間がたつと肉とか傷いたんじゃうから」

「とりあえず、砥と石いし、解体する場所、保管する場所が必要ってことね。」

　なら、大丈夫かな。先日、作った物が使える。

「あとフィナに１つ聞きたいんだけど。わたしが依頼の仕事をしているときどうする？　一緒についてくる？　それとも待っている？」

「ついていきたいけど、足手まといになるから」

「ついてきたいって、どうして？」

「ユナお姉ちゃんについていけば、お母さんの薬草を採ってこられるかもしれないから」

「それじゃ、ついてくる？」

「いいの？」

「フィナ１人ぐらい守れるから大丈夫。それと、フィナって泊まりは大丈夫なの」

「えーと、前もって母さんに言っておけば大丈夫です。長いと心配かけますけど」

「それじゃ、今日は日帰りにしましょう。今度からお母さんに１泊２日になるかもと伝えておいてもらえる？　それとも、一度わたし挨あい拶さつした方がいいかな？」

「大丈夫です。ちゃんと伝えておきます」

　朝食をとり終え、散歩がてらゆっくりギルドに向かう。

　途中の道具屋で砥と石いしを補充しておく。

　ギルドに入るとヘレンさんが受付で忙しそうに冒険者の対応に追われている。

　わたしはわたしでのんびりとＤランクの依頼のボードに向かう。

　その後ろにフィナがついてくる。

　Ｄランクのボードの前には人があまりいない。

　Ｅランクのボードの前が一番人が多い。

　何人かわたしを見るが声をかけてくる者はいない。

　まあ、忙しい朝だし、みんな仕事の取り合いでわたしに構っている暇なんてないんだろう。

　ボードの前まで来て依頼を眺めるが面白い依頼がない。





　・商人を王都まで護衛。

　・オークの討伐、肉も含む。

　・オニザルの討伐、作物を荒らされて困っている。

　・剣、魔法の先生、Ｄランク以上求む。

　・メルメル草の入手。

　・ホエール山の魔物の異常発生の原因を調べてくれ。

　・ホエール山より鉄鉱石を運んでくる。



　………………




「面白い依頼がないね」

「ユナお姉ちゃん、そんな理由で選ぶの？」

「そうだけど。やるなら面白い方がいいじゃない」

　次にＣランクのボードへ向かう。

　冒険者は４人しかいない。

　でも、みんな同じパーティーの仲間っぽい。

　話し合って仕事を選んでいる。

　邪魔にならないように隙間からボードを眺める。





　・ワイバーンの素材

　・オークの群れの討伐

　・サーモーグ砦の防衛

　・ザモン盗賊団の殲せん滅めつ

　・オーガの素材



　………………




　面白そうなのはあるが魔物の居場所が分からないから入手が面倒なものばかりだ。

　魔物のいる場所がわかればワイバーンなんかよかったけど。

「おい、変な格好をしたお嬢ちゃん。このボードはランクＣだぞ」

　４人グループの20歳過ぎの１人の男が声をかけてくる。

「分かってる。ランクＣにはどんな依頼があるか見ているだけ」

「見てるだけって。まあ、どんな依頼があるのか調べるのも勉強になるからな」

「その子、噂うわさのランクＥのクマの女の子じゃない」

　魔法使いの格好をした女性がわたしを見る。

「昨日、ランクＤになりました」

　一応訂正を入れておく。

「おまえがランクＤだと」

「一応、昨日なったばかりだけど」

「他のメンバーは？　……そのチビッコは年齢が達してないな」

　フィナはパーティーメンバーにするには年齢が達していないことに気づいたのだろう。

「確か、噂うわさのブラッディベアーはソロじゃなかったっけ」

「なんだ。そのブラッディベアーって」

　あ、それ、わたしも知りたい。

　昨日、気になった。

「なんだ、トーヤ知らないのか」

　パーティーのリーダーっぽい人が話に交じってくる。

「クマの格好をした少女に喧けん嘩かを売った冒険者が血みどろになるまで殴られ続け、謝っても許れなかったという。少女は相手が倒れても殴り続け…その場にいた冒険者全員、血みどろになるまで殴り続けたそうだ」

　なに、それ、怖い。

　どこのクマよ。

「さらに、そのクマの格好をした少女は魔物を解体もせずに血みどろの状態で毎日、ギルドに持ってくるって最近話題になっている」

　そりゃ、剣で斬ったり、魔法で倒せば血は流れるでしょう。

　しかも、すぐにしまうから、クマボックスから出したとき血が流れるのよ。

「そんな見た目と行動からブラッディベアーと呼ばれている」

「知らなかった。そんなクマがいたなんて」

　わたしも知らなかったよ。

　そんなクマがいたなんて。

「まあ、おまえはあまりギルドに来ないからな」

「それじゃ、このクマの嬢ちゃん、有名なのか」

「ゴブリンの群れの討伐、ゴブリンキングの討伐、オークの討伐を１人でこなしているからギルドじゃそれなりに有名だぞ」

「そうね、格好もそうだけど。実力もあるから最近有名になってきているわね」

「メルも知っているのか」

「情報収集は冒険者として当たり前よ」

「そうか、クマの嬢ちゃんすまなかったな、変な格好をした初心者かと思ってな」

　悪い人ではないらしい。

　わたしのことをなにも知らない初心者と思って、依頼ボードが違うことを注意してくれたようだ。

「いえ、心配してくれたみたいだから」

「そうか、それじゃ、俺たちは行くから、まあ、なにかあったら声でもかけてくれ」

　話し合いで依頼を決めたのか４人は依頼書を持って受付に向かう。

　わたしも日帰りでできそうな依頼をＤランクから決める。

「ユナお姉ちゃん、決まったの」

「ええ。それじゃ、わたしたちも行きましょう」
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　空すいている受付で依頼を受けてギルドを出る。

「ユナお姉ちゃん、なんの依頼を受けたの」

「タイガーウルフの討伐」

「お姉ちゃん！」

「なに」

「タイガーウルフってウルフよりも大きくて、強いって聞いたよ。大丈夫なの」

　心配そうにわたしのクマの服を摑つかんでくる。

「大丈夫じゃない？」

　ウルフを大きくしただけのものだろうし。

　不安そうにするフィナの頭を撫なでて街を出る。

　門には遅めの出発をする商人、冒険者が並んでいる。

　わたしたちも並んでギルドカードを見せて街を出る。

　門を通り抜けて、数分歩き、道から少し離れて周りに人がいない場所に移動する。

　何人かの冒険者は遠くからわたしたちのことを眺めている。

　気にせずに歩みを止める。

「お姉ちゃん？」

「乗り物出すから待って」

　フィナに少し離れるように言って、両手についている白クマ、黒クマの腕を伸ばす。

　魔力を流す。

　クマの口が大きく開くと左右の口から白い物体と黒い物体が飛び出す。

　その物体はモソモソと動きだす。

　それはゆっくりと４本足で立ち上がる。

　はい、召喚獣クマです。

　白クマと黒クマがわたしの目の前にやってくる。

　擦すり寄ってくるので顔や顎あごを撫なでてやる。

　気持ちよさそうに目を細めてくる。

　ふかふかして肌触りがいい。

　わたしの頰ほおに優しく触れてくる。

「お姉ちゃん！」

　フィナは後ずさりする。

「大丈夫。わたしの召喚獣だから、安全だよ。ほら、フィナも触ってみて」

　フィナは恐る恐る近づいてクマに触る。

　クマがなにもしてこないことが分かるとフィナは笑顔になる。

「それじゃ、フィナはくまきゅうに乗って」

「くまきゅう？」

「白いクマがくまきゅう、黒いクマがくまゆるだから」

　くまきゅうはフィナが乗りやすいように腰を下ろしてくれる。

「大丈夫だから」

　フィナは恐る恐るくまきゅうに乗る。

　フィナが乗るとくまきゅうがゆっくりと立ち上がる。

「うあああ」

「しっかり摑つかまっていれば大丈夫。まあ、くまきゅうの能力があるから自分から飛び降りない限り落ちないよ」

　意外と目線が高くなるので、慣れないと怖いかもしれない。

「たとえ、寝てても摑つかまってなくても落ちないから」

　フィナを落ち着かせてわたしもくまゆるに乗る。

「初めはゆっくり行くから、慣れたら走るからね」

「う、うん」

















　クマに跨またがったわたしたちはタイガーウルフがいる山に向けて走り出す。

　それを見ていた近くの冒険者や商人、旅人が、わたしたちを好奇の目で見ていたのは言うまでもない。

　初めは人目を気にして召喚をしようと思ったけど、毎回毎回、街から離れてから召喚するのも面倒だと思ったので、人の目を気にせずに召喚をすることにしたのだ。

　わたしたちを乗せたクマは徐々に速度を上げていく。

　目指すのはゴブリンキングがいた山のさらに奥だ。

　歩いたら６時間、このクマなら30分ほどで着く。

「あははははは」

　フィナは楽しそうにしている。

　時速は何キロ出ているか分からない。

　クマにメーターがついていないし。

　車もバイクも乗ったことがないから、体感速度は分からない。

　でも、かなり速度が出ているのは分かる。

　スピードは出ているが、クマ全体を包むように力が発生しているので風圧を受けることはない。

　だから、寝ていても目的地まで着くことができる。

　途中からさらに速度を上げ、ゴブリン討伐で情報を得た村の近くに到着する。

　くまゆるたちを見て驚かせても迷惑になるから村を通らずに山に入っていく。

　山に入ると流石さすがに速度は落ちる。

　ここからはのんびりと登っていく。

「確か、このへんだったかな」

　依頼書にはこのへんに出ると書かれていた。

　山の途中に平地を見つけ、くまゆるから降りる。

「このあたりでいいかな」

　周りの障害物や広さを確認する。

　クマボックスからあるものを取り出して設置する。

「ユナお姉ちゃん！」

　出てきたものに対してフィナが叫ぶ。

　今日のフィナは叫んでばかりだね。

　現れたのは家、クマハウスである。

　庭つき２階建てのクマハウスがわたしたちの前にある。

　外観はずっしりとクマが４本の脚で立っている姿になっている。

　玄関は大きく開いたクマの口になっていて、２階はこぐまが乗っている外観になっている。

　その家の隣には倉庫もついている。

「とりあえず、中に入って休憩にしようか」

「……うん」

　くまゆるたちには庭で待っててもらう。

　わたしたちはクマに食われるように口の中に入っていく。

　クマハウスに入ると中は日本風の佇たたずまいになっている。

「ああ、そこで靴脱いでね」

　この世界の風習はわからないけど、一応伝える。

　玄関で靴を脱ぐと次は居間になる。

　１階は居間、台所、お風呂場、トイレ、ミニ倉庫になっている。

　２階はわたしの部屋と客間がいくつか用意されている。

　屋上はこぐまの頭の位置にあり、洗濯物でも干そうかと考えている。

「ああ、そのへんにでも座ってて」

　ソファもどきの椅子を指す。




「ユナお姉ちゃん」

「なに？」

「このおうちなに？」

　部屋を見渡してから聞いてくる。

「わたしが魔法で作った家だよ」

　魔法の実験でクマボックスには、ものが大きさも量も無限に入るとわかったので、旅用に家を作ったのだ。

　家は土魔法でクマをイメージして作った。その方が強度が増すため。

　内装は好きなように土魔法で壁を作り、部屋割りを決めた。

　水が必要な部屋は水の魔石を購入して設置してある。

　台所には冷蔵庫も置いてある。

　光の魔石も各部屋に設置してあるから、夜でも明るくいられる。

　この家に足りないものは、テレビとパソコンぐらいだろう。

　それがあれば引きこもれる家が完成する。

　台所に行って冷えた果汁をフィナに渡す。

「ユナお姉ちゃんはどこかの貴族様ですか？」

「違うよ」

「それじゃ、お姫様ですか？」

「わたしみたいな姫がいるわけないじゃん。普通の冒険者だよ」

　フィナはなにか言いたそうだったが口を閉じた。

「それじゃ休憩をしたら、わたしはタイガーウルフを探しにいくね」

「わたしは？」

「フィナはくまきゅうと一緒にお母さんの薬草でも探してきていいよ。くまきゅうがいれば安全だから。もし、危ないと思ったら家に戻ってくれば結界が張ってあるから安全だからね」

「…………」

「あと、隣の倉庫に魔物を置いておくから、時間があったら解体をお願い」

「解体はあとでいいの？」

「それはフィナ次第じゃない？　解体して売った金額の１割がフィナの収入になるんだから。早く薬草を見つけて解体するのも、ずっとお母さんの薬草を探すのもフィナ次第」

「うん、わかった」

「それじゃ隣の倉庫に行こうか、説明するから」

　倉庫には家からも外からも行けるようになっている。

　倉庫は20畳ほどの大きさがある。

　倉庫の中は水と作業台が設置されているだけであとはなにも置いていない。

　壁際にウルフと一角ウサギを10匹ほどクマボックスから取り出しておく。

「別に全部やらなくてもいいからね。解体が終わったら、こっちの部屋にしまっておいてくれる？」

　隣の部屋は冷蔵倉庫になっている。

　主に大量に冷やしておきたいものを入れるために作った場所だ。

　クマボックスだと時間停止するため冷やすことはできない。

　もっともクマハウスをクマボックスに入れれば時間は停止してしまうんだけどね。

「それじゃ、行ってくるから気をつけてね。なにかあれば、くまきゅうに頼れば平気だから」





21　クマさん、タイガーウルフの討伐に行く







　クマハウスを出てくまゆるに乗って移動する。

　クマの靴を使っても問題はないんだけど。

　最近の移動はくまゆるとくまきゅうがお気に入りだ。

　片方に乗り続けると機嫌が悪くなるので交互に乗ることにしている。

　くまゆるに乗りながら探知魔法を使い、このあたりを調べる。

　レベルも上がって探知距離も広がっている。

　無数の魔物が探知に引っかかる。

　これかな？

「２頭いるみたい。番つがいかな」

　くまゆるに向かう方角の指示を出す。

　くまゆるは走りだし、木と木の間を駆け抜けていく。

　枝とか草むらはくまゆるが全て搔かき分けて進んでいく。

　クマの靴で走り向けると、こうはいかない。

　近くにウルフとかもいるが本日は無視して進んでいく。

　しばらく進んでいくとタイガーウルフの反応が近くなる。

　くまゆるに止まるように指示を出す。

　近くに水の流れる音が聞こえる。

　どうやら川の近くにいるみたいだ。

　くまゆるから降りてゆっくり行くか、このままくまゆるに乗っていくか悩みどころ。

　襲いかかってくるならいいけど、逃げられでもしたら追いかけるのも面倒なことになる。

　まして２頭いるのだから。

　これがゲームの狩人とかなら風向きとか匂においとかで気づかれないように進むのだろうが、そんなスキルは持ち合わせていない。




　やっぱり、くまゆるで突入かな？

　くまゆるにタイガーウルフがいる場所に向かうように指示を出す。

　くまゆるが走りだす。

　山の中を黒い影が駆け抜ける。

　くまゆるが川に出ると、そこには２頭の大きなトラ、タイガーウルフが休んでいた。

　こちらに気づくとのっそりと立ちあがる。

「ギュウルル」

　様子を窺うかがっている。

「思っていたよりも大きいね」

　１頭はくまゆると同じくらいの大きさはある。

　もう一頭はさらにひと回り大きい。

　小さい方がメスで大きい方はオスかな？

　くまゆるからゆっくりと降りる。

　顔を撫なでて、小さい方の相手をくまゆるにお願いする。

　２頭のタイガーウルフに向かって風魔法を飛ばす。

　タイガーウルフは鋭敏な動きで簡単にかわす。

　くまゆるはメスのタイガーウルフに向かって走りだす。

　わたしは炎の魔法をオスに向かって飛ばす。

　タイガーウルフは右にかわし、そのままわたしに向かってくる。

　速い！

　ウルフと違ってスピードも瞬発力も違う。

　一瞬でタイガーウルフが間合いに入ってくる。

　土の壁を作る。

　でも、簡単に破壊される。

　うーん、普通の魔法は効かないみたい。

　飛びつかれる距離まで迫られる。

　上空にジャンプして逃げる。

　タイガーウルフは上を見て唸うなっている。

　滞空時間を利用して上空で悩んでいると。

　タイガーウルフがジャンプしてきた。

「うそ！」

　落下中のわたしに向かってタイガーウルフが鋭い牙を向けてくる。

「クマパンチ」

　口を開けているタイガーウルフの横っ面を殴り飛ばす。

　タイガーウルフは地面に叩たたきつけられる。

　わたしは着地と同時に無数の氷の矢を飛ばす。

　氷の矢は全て弾かれる。

　ゴブリンキングもそうだったけど、普通の魔法では、今のわたしのレベルだとダメージを与えられないのかな。

　それならとゴブリンキングを倒した方法を試してみる。

　地面に深い穴を掘ってタイガーウルフを落とす。

　穴に近寄って攻撃をしようとした瞬間、タイガーウルフは壁を駆け上ってくる。

　そのままの勢いで爪が襲いかかってくる。

　後方にステップしてかわす。

　落とし穴はだめみたいね。




　その一方でくまゆるはひと回り小さなタイガーウルフと戦っていた。

　爪と爪の攻防。

　牙と牙の攻防。

　互角の戦いをしている。

　普通のクマだったらスピードで負けるところだが、うちのクマはスピードも速い。タイガーウルフよりも速い。持久力も街からこの場所まで走ってきても疲れる様子はない。

　でも、うちのクマと互角とはあのタイガーウルフ意外と強いな。




　あっちのタイガーウルフはくまゆるに任せて目の前のタイガーウルフを倒すことにする。

　あの毛皮は欲しいから、なるべく傷つけたくないからどうするかな？

「ウォーターベアー」

　水の形をしたクマが現れる。

　水のクマはタイガーウルフに向かって走りだし、タイガーウルフを両腕でしっかりと捕まえる。

　そのまま顔を自分の体に押しつける。

　タイガーウルフの顔は水のクマの中に入っていく。

　タイガーウルフは水のクマに押さえつけられて動けない。口から大量の空気を吐き出し、息苦しそうに頭を振っている。

　クマ系の魔法はやっぱり強いな。




　くまゆるの方を見るとタイガーウルフを押さえつけているところだった。

　水の玉を作り、タイガーウルフに向けて放つ。

　水の玉はタイガーウルフの顔を包み込む。

　２頭のタイガーウルフは逃げ出そうとするが、水のクマ、くまゆるにそれぞれ押さえつけられて逃げ出すことはできない。

　しばらくすると、２頭は動かなくなる。

　討伐終了。

　クマボックスにタイガーウルフをしまい、クマハウスに戻ることにする。





22　フィナとクマさん　その２







　さて、今日も目覚めるとお母さんと妹の朝食を作ります。

　今日のお母さんの体調はよさそうです。

　妹は眠い目を擦こすって起きてきます。

　２人が食事を終えるのを待ってからギルドに向かいます。

　嬉しいことにギルドに着くと、解体されてないウルフが大量に持ち込まれたそうです。

　本日は仕事がもらえるそうです。

　ギルドの奥にある冷蔵倉庫に向かいます。

　冷蔵倉庫は寒いです。

　肉が傷いたまないようにするための処理なので仕方ありません。

　でも、倉庫に備えつけのウルフ毛皮で作られた防寒具がありますので借ります。

　職員用なので少し大きいですが仕方ありません。

　でも、暖かいです。

　冷蔵倉庫の奥に行くとウルフが山積みになっています。

　そのうちの１匹をテーブルの上に乗せます。

　少しテーブルが高いのでわたし専用の足場を用意します。

　これでウルフの解体がしやすくなります。

　ナイフでウルフのお腹なかを切り裂いて、綺き麗れいに毛皮を剝はぎ取っていきます。

　これは綺き麗れいなウルフですね。

　剣とかで何度も攻撃して倒したウルフと、一撃で倒したウルフとでは毛皮の価値が変わってきます。このウルフは一撃で倒されていますね。

　優秀な冒険者が倒したみたいです。

　それなら解体もせずに持ってくるのもわかります。

　下位冒険者は解体の手数料を取られるくらいなら自分たちでします。

　上位冒険者ならウルフをわざわざ解体してまでお金を稼ぐ必要はありません。

　わたしにとってはありがたいことです。

　毛皮を剝はぎ取ったら、肉を部位ごとに分けていきます。

　この肉は宿屋、食べ物屋、一般家庭に売られます。

　余った半端分は売り物にならないのでもらえます。

　今日の夕食はお肉が食べられます。

　ギルドに感謝です。




　最近、ギルドに行くと毎回、解体の仕事があります。

　嬉しいことです。

　先日はゴブリンキングがありました。

　流石さすがにゴブリンキングの解体はしたことがありません。

　勉強のためギルドの先輩たちの仕事を見させてもらいます。

　ゴブリンキングはかたいそうです。

　ナイフが体になかなか刺さりませんでした。

　ゴブリンキングの体には無数に刻まれた跡がありました。

　倒した人はどうやって攻撃をしたのでしょうか。

　正面の体は傷が酷ひどかったけど背中は綺き麗れいでした。

　正面から戦ったのでしょうか。

　凄すごい冒険者もいたものです。




　今日もウルフの解体がありました。

　どうやら、持ってきているのは同じ冒険者らしいです。

　その人はクマの格好をした女の子だそうです。

　ユナお姉ちゃんでした。

　ユナお姉ちゃんは間接的にわたしを助けてくれたみたいです。




　今日も行くと一角ウサギがあるそうです。

　毛皮がふかふかして気持ちいいですよね。

　角つのもなにかの薬になると聞きました。

　でも専門外なので詳しくはわかりません。

　わたしの仕事は解体です。

　毛皮、角、肉と分けていきます。

　妹にこの毛皮で服を作ってあげたいです。

　欲しいけど決して盗むことはしません。

　仕事をくれてるゲンツおじさんの信頼を裏切ることになります。




　今日も仕事があります。

　嬉しい限りです。

　ウルフの解体していると、数人のギルドの職員が呼ばれて倉庫から出ていきます。

　話を聞いていると解体をしていない魔物の素材が大量に運ばれてきたそうです。

　もしかして、ユナお姉ちゃんかもしれません。

　確認に行きたいですけど、仕事場を離れるわけにはいきません。

　目の前のウルフの解体をしていると、ゲンツおじさんがやってきました。

　なんでも、ユナお姉ちゃんが解体の仕事に専属で雇ってくれるそうです。

　解体も途中にユナお姉ちゃんのところに連れていかれます。

　ユナお姉ちゃんがこの街にいる限り仕事を回してくることになりました。

　安定して仕事がもらえるのは嬉しいです。

　まだ、今日は仕事があるので明日の約束をして別れます。




　翌日、朝早く起きて約束の時間にユナお姉ちゃんが泊まっている宿に行きます。

　仕事がもらえることに感謝です。

　宿に着くとユナお姉ちゃんは朝食をとっていました。

　早く着きすぎたのでしょうか。

　ユナお姉ちゃんに呼ばれて果汁をもらいました。

　とても美お味いしかったです。

　そして、今日の予定のことを話しました。

　ついてくるのか、残るのか聞かれました。

　もし、森に行くのでしたらついていきたいです。

　お母さんの病気に効く薬草が見つけられるかもしれません。

　でも、迷惑なら残ります。

　そしたら、ユナお姉ちゃんはわたしぐらい守れるわって言ってくれました。

　一緒についていくことになりました。

　本当にいいのでしょうか。




　ギルドに着くと依頼のボードのところに向かいます。

　わたしは邪魔にならないように少し離れた位置からユナお姉ちゃんを待ちます。

　すると、ユナお姉ちゃんがまた冒険者に絡まれます。

　やっぱり、あのクマの格好が目立つせいでしょうか。

　でも、今回はなに事もなく、冒険者とは離れます。

　よかったです。

　ユナお姉ちゃんは依頼を決めたようで受付に向かいます。

　わたしは尋ねました。どんな依頼を受けるのかと。

　するとユナお姉ちゃんは言いました。

「タイガーウルフの討伐」

　一瞬、言葉が出ませんでした。

　驚きました。

　わたしはよく分かりませんけど、Ｄランクの仕事は１人でやるものなのでしょうか。

　皆さんはパーティーを組んで戦っているようですが。

　よく分かりません。

　そんな依頼にわたしが本当についていっていいのでしょうか。





23　フィナとクマさん　その３







　門を抜けて街の外に出ます。

　そういえば、目的地を聞いてません。

　タイガーウルフは近くの森に出るのでしょうか。

　すると、ユナお姉ちゃんが遠いから乗り物を出すと言いました。

　出す？

　意味が分かりません。

　わたしに少し離れるように言います。

　ユナお姉ちゃんがクマの手袋を翳かざすと黒い物体と白い物体が出てきました。

　なんでしょうか？

　大きな物体は動きました。

　クマです。

　大きいです。

　怖いです。

　立ち上がって、ユナお姉ちゃんに擦すり寄っていきます。

　ユナお姉ちゃんは抱きしめるように頭を撫なでています。

　そんなユナお姉ちゃんを見ていると、

「大丈夫。わたしの召喚獣だから、安全だよ。ほら、フィナも触さわってみて」

　と言われました。

　怖いですが、ゆっくりと近づき触ふれます。

　柔らかいです。

　意外と可愛かわいいかもしれません。

　名前は白い方がくまきゅう、黒い方がくまゆるだそうです。

　わたしはくまきゅうに乗せてもらうことになりました。

　乗りました。

　目線が高くなって少し怖かったです。

　でも、安定感があり、落ちそうもありません。

　初めは歩きだし、慣れてくると速度を上げます。

　楽しいです。

　速いです。

　景色がどんどん変わっていきます。

　こんな遠くまで来たのは初めてです。

　山を登っていきます。




　ユナお姉ちゃんが止まります。

　山の平地になっているところで休憩をするそうです。

　確かに、乗っているだけでも疲れました。

　くまきゅうにお礼を言って降ります。

　ユナお姉ちゃんがくまゆるから降りると、場所の確認をしています。

　そして、手袋の手を翳かざすと、目の前にいきなり家が現れました。

　わたしはなにを言っているのでしょうか。

　もう一度確認します。

　ユナお姉ちゃんがなにかをしました。

　そしたら、家が現れました。

　やっぱり、分かりません。

　家ってこんなに簡単にできるものなのでしょうか。

　そんなことはないはずです。

　子供のわたしでも知っています。大工さんが作るものです。

　でも、どうして家の形がクマなのでしょうか？

　わたしは疑問に思ってクマの家を見ていましたが、

「とりあえず、中に入って休憩にしようか」

　と言うユナお姉ちゃんの言葉に頷うなずくことしかできませんでした。

　家の中は見たこともない部屋でした。

　入り口で靴を脱ぐように言われます。

　床は綺き麗れいです。

　確かにこれを汚よごすわけにはいきません。

　靴を脱いで部屋の中に入ります。

　ユナお姉ちゃんの勧めで椅子に座ります。

　緊張しながら周りを見ているとユナお姉ちゃんが果汁を持ってきてくれました。

　冷えていて驚きました。

　でも、それはとても美お味いしかったです。

　わたしは気になったことを尋ねます。

「ユナお姉ちゃんはどこかの貴族様ですか？」

「違うよ」

「それじゃ、お姫様ですか？」

「わたしみたいな姫がいるわけないじゃん。普通の冒険者だよ」

　どちらも違ったみたいです。

　でも、普通の冒険者ではないと思います。

　こんな家を作り出したり、くまきゅうたちを出したり、１人で魔物を倒したり、なによりもクマさんの格好をした普通の冒険者はいないと思います。




　質問を終えたあと、果汁を飲みながら今日の予定の話をします。

　ユナお姉ちゃんは１人でタイガーウルフを探しにいくそうです。

　わたしはこの山の中で薬草を探す許可をもらいました。

　解体をするのも自由と言われました。

　とりあえず、少しだけ薬草を探してくることにしました。

　１人では怖いですが、くまきゅうが一緒にいてくれるそうです。

　それなら安心です？

　少し探して見つからないようだったら解体の仕事をすることにします。そのために来たのですから。




　ユナお姉ちゃんはくまゆると一緒に出ていきました。

　わたしもくまきゅうに乗って薬草を探しにいきます。

　くまきゅうに乗って山の中を歩きます。

　解体もしたいから、早く薬草が見つかるといいんだけど。

　このクマさんが薬草を探してくれるとうれしいのですが。

「くまきゅう、薬草を見つけられる？」

　だめもとで尋ねてみます。

　くまきゅうは首をこちらに向けると頷うなずきます。

　えっ、分かるのでしょうか。

　くまきゅうはどんどん、進んでいきます。

　探してくれているのでしょうか。わたしもくまきゅうの上から薬草を探します。

　何度も見ている薬草なので遠くからでも見つけることはできます。

　すると、くまきゅうが速度を上げます。

　あれは！

　くまきゅうの走る先に薬草が見えます。

　凄すごいです。

　くまきゅうから降りて薬草を採ります。

　全部採ると次が育たなくなるので半分だけにします。

　それでもかなりの量になります。

　こんな山の奥だから誰も採りに来ないのでしょうか。

　薬草を採っていると草を分ける音がします。

　音がした方を見ると、ウルフがいました。

　わたしが驚いて後ずさりすると、ウルフはすぐさまに逃げ出しました。

　そうでした。わたしにはくまきゅうがいるのでした。

　ウルフはくまきゅうを見て逃げ出したのでしょう。

「くまきゅう、ありがとう」

　頭を撫なでてあげます。

　うーん、可愛かわいいです。

　薬草を袋にしまい帰ることにします。

　早く見つかってよかったです。

　これで戻って解体作業ができます。




　さて、帰りましょう。

　くまきゅうに乗ります。

　帰ろうとして気づきました。

　帰り道がわからないこと。

　どちらに向かえばいいかわかりません。

　迷子です。

　そう思ったら、くまきゅうが普通に歩き出します。

　帰り道がわかるのでしょうか。

「お家の場所わかるの？」

　尋ねてみると、頷うなずきます。

　わたしよりも賢いクマさんです。

　しばらくするとクマさんのお家が見えてきました。

　迷子にならずによかったです。

　くまきゅうに感謝です。





24　クマは帰るまでが仕事です







　くまゆるに乗ってクマハウスに戻ってきた。

　庭にはくまきゅうが丸くなって気持ちよさそうに寝ている。

　フィナはクマハウスにいるようだ。

　くまゆるに休むように言い、倉庫に向かう。

　中に入るとフィナが魔物の解体をしている。

「あっ、ユナお姉ちゃんお帰りなさい」

　倉庫に入ってきたわたしに気づいたフィナが出迎えてくれる。

「ただいま」

「ユナお姉ちゃん、帰ってくるの早いけどタイガーウルフは？」

「倒したよ。悪いけど、あとで討伐証明の魔石の剝はぎ取りお願いできる？」

　タイガーウルフの討伐証明は魔石になる。

「うんいいけど」

　クマボックスからタイガーウルフを２頭出す。

「ユナお姉ちゃん凄すごいね」

　大きなタイガーウルフの死し骸がいを見て驚いている。

「確かに、強かったね。普通の魔法は効かないし、動きも速いから奥の手を使う羽目になったよ」

「それでも倒せるユナお姉ちゃんは凄すごいと思うよ」

「ありがと。それで、フィナは薬草は探しにいったの？」

「はい、くまきゅうに手伝ってもらいました」

「くまきゅうに？」

「はい、くまきゅうが薬草を見つけてくれたので、すぐに帰ってこれました。わたしが〝薬草のある場所分かる？〟って聞いたら、薬草がある場所に連れていってくれたんです」

　くまきゅうにそんな能力があるなんて知らなかった。

　今度試してみよう。

　フィナは会話をしながらも解体を続けていく。

　見る間にウルフの毛皮が綺き麗れいに剝はがれていく。

　上う手まいものだ。

「タイガーウルフは魔石だけでいいんですよね」

「うん、今は魔石だけでいいよ。あとで頼むかもしれないけど」

　ウルフの解体の区切りがつくと、フィナは床に置いてあるタイガーウルフの魔石の剝はぎ取りを始める。

　お腹なかを切り、迷いもなく手を入れて魔石を取り出した。

　フィナは水で綺き麗れいに洗った魔石を渡してくれる。

　白く輝き、ウルフの魔石よりもふた回り以上の大きさはあった。

「魔石のある場所ってわかるの？」

　フィナは魔石の剝はぎ取りに、迷いなくナイフを入れ、手を入れて取り出していた。

「魔石は魔物の体の中央にある場合が多いです」

「そうなの？」

「はい、といってもわたしも全ての魔物を解体をしたわけじゃないから正確なことは言えないけど。でも、タイガーウルフの魔石はウルフと同じ位置なのは知ってましたから」

「フィナは凄すごいね」

「凄すごいのはユナお姉ちゃんです。こんな凄すごい魔物を１人で倒すんだから」

「ありがとう。それじゃ、遅くなったけどお昼にしようか」

　魔石を剝はぎ取られた２頭のタイガーウルフをクマボックスにしまう。

「わたし、お昼の、用意、して、いないです」

　下を向きながらフィナが小さく呟つぶやく。

「大丈夫、宿で用意してもらったから、手を洗ったら部屋に来て」

「はい」

　クマハウスに戻り、冷蔵庫から果汁を用意し、クマボックスから湯気が立ち上る温かい料理を取り出す。

　時間停止さまさまだ。

　テーブルに置いて準備ができるとフィナが部屋に入ってくる。

「温かいうちに食べようか」

　フィナを料理が並べられている席に座らせる。

「美お味いしそうです」

　フィナは並べられた料理を嬉しそうに見ている。

「それで、どうする？」

「どうする？」

　フィナが首を傾かしげます。

「帰る？　それとも解体する」

「できれば解体をしたいです」

「なら、しばらくここにいることにするね」

「ありがとうございます」

　食事を終えたわたしはフィナに２階で寝ることを伝え、自分の部屋に入る。

　８畳ほどの少し広めの部屋だ。

　部屋には少し大きめのベッドと丸いテーブルと４つの椅子。なにも入っていないタンス。なにも入っていない本棚が置かれているだけだった。

　クマボックスがあると物を置かなくても困らない。

　とりあえず、黒クマの服を裏返しにして白クマになり、ベッドに潜り込む。

　数時間の昼寝をすることにする。




　ユサユサ、

「ユナお姉ちゃん、ユナお姉ちゃん」

　ユサユサ、

「フィナ？」

「起きてください」

「おはよう。解体終わったの？」

「はい、終わりました。それで起こしに来ました」

「ありがとう」

　あくびをしてベッドから降りる。

「ユナ、お姉ちゃん！」

　わたしの格好を見てフィナの目が輝いている。

　なんで？

「その白いクマさん、可愛かわいいです」

　ああ、今の格好は白クマだった。

「寝るときはね」

　白クマを脱ぎ、裏返していつもの黒クマになる。

「それじゃ、帰ろうか」

「はい」

　帰りはわたしがくまきゅう、フィナがくまゆるに乗る。

　30分ほどで街に戻る頃には日が沈みかけていた。

　どうやら、完全に沈む前に戻ってこれたらしい。

　この世界では分からないけど、流石さすがに10歳の子供を遅くまで連れ歩くわけにはいかない。

　門の前までくまゆるで来ると門兵が驚いて武器を構えている。

　わたしとフィナはクマから降り、わたしはクマをしまう。

　そして、なに食わぬ顔をしてギルドカードを出して街の中に入ろうとする。

「おい、さっきのクマはなんだ」

「召喚獣だけど？」

「そうか、召喚獣か」

　門兵はなにも言わずにギルドカードを返してくれる。

　なにか言われるかと思ったけど言われなかった。

　街に入りギルドにタイガーウルフの討伐の報告に向かう。





25　クマさん、解体する場所を求めて







　ギルドの前に来るとフィナは外で待っていると言うので１人で入っていく。

　確かにむさくるしい男どもの中には入りたくはないだろう。

　子供が入るとすぐに絡んでくる馬鹿もいるし。

「すぐに戻るから」

　ギルドの中に入り受付に向かうとヘレンさんがいる。

　ちょうど並んでいないのでヘレンさんのところに向かう。

「ユナさん依頼の報告ですか？」

「うん、終わったからね」

「ではギルドカードをお願いします」

　ギルドカードを渡す。

　ヘレンさんはギルドカードに登録されている依頼内容を確認する。

「ユナさんタイガーウルフの討伐を受けたんですか！」

「そうだけど」

「しかも、今日受けて、今日討伐してきたんですか！」

　ヘレンさんの大きな叫び声で、部屋にいる冒険者たちが騒ぎ始める。

「タイガーウルフだとよ」

「Ｄランクモンスターを１人で討伐かよ」

「でも、タイガーウルフが出た場所って、ここから離れた場所だろう。日帰りで帰ってこられるのか」

「おまえ、知らないのか」

「なにを」

「クマだよ」

「クマ？　あの嬢ちゃんの格好のことか？」

「違うよ。召喚獣にクマを呼び出して、それに乗っていったんだよ」

「召喚獣に？　クマ？」

「俺、見たぞ。しかも２頭、白と黒」

　別の冒険者が話に割り込んでくる。

「２頭！」

「しかも、そのクマ、速かった」




　後ろで話が盛り上がっているが、こちらも話が進んでいる。

「それではユナさん、討伐証明の魔石をお願いできますか」

　クマボックスから２つの魔石を取り出す。

「２つですか？」

「２頭いたから」

　わたしの２頭発言で後ろが騒ぐが無視をする。

　ヘレンさんは魔石を受け取り、水晶板に乗せる。

「はい、間違いなく、２つとも本日討伐されたものです。依頼では１頭でしたので討伐金には上乗せしておきますが、よろしいでしょうか」

「うん。いいけど。断った場合どうなるの」

「１頭分の依頼料しか支払いがされず、ギルドカードの登録も１頭の討伐扱いになりますが、魔石はお返しいたします」

「うん、今のところ魔石はいらないから２頭でお願い」

「わかりました。２頭討伐で登録させてもらいます。それで失礼ですが、タイガーウルフの素材はお持ちなのでしょうか」

　ヘレンさんの目線がクマボックスに向かっている。

「あるけど、売らないよ」

「そうなんですか、ギルドとしては売ってもらえると助かるのですが」

「毛皮が欲しいからだめ」

　縞しま模様のタイガーウルフの毛皮をフィナに剝はぎ取ってもらって、殺風景なクマハウスに飾ろうと思っているのだ。

　壁に飾ってもよし、床に敷いてもよし。

「そうですか、毛皮は残念ですが、牙とか爪、肉はどうでしょうか」

「それはいらないから、解体したら持ってくるよ」

「ありがとうございます。それではこちらが依頼料となります。あとギルドカードをお返しします」

　ずっしりと重いお金とギルドカードをクマボックスにしまう。

　ヘレンさんと別れ、外で待っているフィナのところに行く。

「お待たせ、それじゃ帰ろうか」

「ウルフと一角ウサギは売らないの？」

「面倒だから今度売るよ。ちゃんとお金は支払うから心配しなくていいよ」

　解体した素材はクマハウスに入れたままでクマボックスにしまうのを忘れただけなのだが。

　でも、解体をしたフィナにお金を払わないといけない。

　フィナに銀貨を渡す。

「ユナお姉ちゃん」

　渡された銀貨を見てフィナが驚いている。

「いいから」

　買い取りの受付をしているゲンツさんに魔物の解体の相場を聞いておいたのだ。

　それよりも少し多めに渡している。

「わたしがいつまでもこの街にいるとは限らないから。だから貯金しておきなさい」

「ありがとう、ユナお姉ちゃん」

　にっこり笑うフィナの頭を撫なでてあげる。




　翌日もフィナが朝早く宿にやってくる。

　昨日の今日だから休めばいいのにと言いたい。

　わたしも今日は休もうと思っていたが、昨日伝えなかったわたしのミスだ。

　解体するにも毎回外に出るのも面倒だし。

　どこかに倉庫でも借りるかな。

　それだとお金がかかるし。

　ギルドの倉庫でも借りられればいいけど、とりあえずギルドに行ってみることにする。

　フィナを連れてギルドに向かう。

　出発したのが遅かったため、ギルドには冒険者は少ない。

　暇そうにしているヘレンさんの受付に向かう。

「ユナさん、おはようございます」

「おはよう」

「今日も依頼ですか」

「ちょっと、聞きたいことがあって」

「なんですか」

「どこか、解体する場所って借りられる？」

「タイガーウルフですか」

「それもあるけど、いろんな魔物の解体もあるから。ギルドの倉庫が借りられればいいんだけど」

「それはちょっと無理ですね」

「やっぱり」

「あと短期ではなく、長期なんですよね」

「うーん、それはちょっと分からない」

「それだと、他の場所を紹介することも」

「……そうだ。なにもない土地ってある？」

「土地ですか」

「そう、少し広めでなにもない場所」

「あると思いますが、土地は冒険者ギルドの管轄ではないので、商業ギルドに相談するといいかもしれません」

「商業ギルド？」

「はい、商品の取引をするギルドです。もちろん、土地も取引しているので紹介してくれると思いますよ」

「わかった。行ってみる」

　冒険者ギルドを出て、フィナに商業ギルドへと案内してもらう。





26　クマハウス設置完了！







「ユナお姉ちゃん、ここだよ」

　街の中央より、少し西に位置する場所に建つ商業ギルド。

　冒険者ギルドと入っていく人種が違う。

　筋肉馬鹿や杖つえを持った魔法使いはいない。

　一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな商人風の人がたくさんいる。

　冒険者ギルドとは別の、入りにくい空気が漂っている。

　さらに、クマの格好が目立つのか、ここでも好奇の視線を向けられる。

「ユナお姉ちゃん、入らないの？」

　入り口の近くで眺めているとフィナに話しかけられる。

　気持ちを切り替えて中に入ることにする。

　中は賑にぎわっている。

　ここでも、クマの格好が視線を集める。

　クマのフードを深く被かぶり、視線を遮さえぎる。

　フィナは周りをキョロキョロ見渡しながらわたしのクマの服を摑つかんでいる。

　わたしはそのまま受付に向かう。

「いらっしゃいませ」

　20代前半の女性が対応してくれる。

　わたしの格好を見ても顔色を変えず、笑顔で対応をしてくれる。

　流石さすが商業ギルドの職員だ。

「えーと、土地を少し借りたいんだけど、冒険者ギルドで聞いたら、ここを紹介されて」

「はい、大丈夫です。商業ギルドでは土地、建物の斡あっ旋せんも行っています。それで、どのような土地をお探しでしょうか」

「とりあえず、なにもない平地ってある」

「はい、ございます」

「それって借りることってできるの？」

「はい、大丈夫です」

「なら、１か月ほど借りたいんだけど、いくらぐらいになるものなの？」

「土地の大きさや、立地場所によって異なりますが、希望はありますか」

「多少離れてもいいけど、冒険者ギルドの近くがいいかな、大きさは冒険者ギルドの倉庫ぐらいの広さがあれば」

「冒険者ギルドの倉庫ぐらいの大きさの土地ですか。少しお調べしますのでお待ちください」

　受付から少し離れ、５分ほどで数枚の紙を持って戻ってくる。

「お待たせしました。５つほどありました」

「どれが、一番安い？」

「こちらですね、５つの中で一番冒険者ギルドから離れています。１か月、銀貨30枚になります」

　１日銀貨１枚かな。

「安くない？」

「特に建物も建っていません。土地の使用代ならその程度になると思います。ただ、返却時に土地をなにかに使用した場合、元に戻してもらう可能性がありますので気をつけてください」

「ちなみに他の値段も聞いていい？」

「はい、それぞれ、銀貨90枚、75枚、48枚、35枚になります」

「５か所の立地場所を教えてくれる」

　地図を出してそれぞれの場所を教えてくれる。

「うーん、90枚、75枚は高いからパスで、あと30枚の場所もパスで」

　30枚は移動が不便な場所にある。

　あとは35枚と48枚の場所。

　ベストなのは48枚の場所。ギルドからもフィナの家がある場所からも近い。さらに今、泊まっている宿にも近い。

　35枚の方はギルドは近いが宿もフィナの家も遠い。

「どうしましょうか」

「こっちの方をもう少し安くしてくれたら、こっちの方がいいんだけど」

　銀貨48枚の方を指す。

「ちなみに、この土地はどのように活用されるのでしょうか？」

「家でも建てて、魔物を解体する場所にしようかなと思って。ああ、もちろん、返すとき、家は撤去するから大丈夫よ」

「ちょっとお待ちください」

　女性は少し離れたかと思うとすぐに戻ってくる。

「失礼ですが、ブラッディベアーさんでしょうか？」

「…………」

「コホン、失礼しました。冒険者のユナさんでしょうか？」

「……そうだけど」

「ここしばらくウルフ、一角ウサギ、ゴブリンキングの素材をありがとうございます」

「……？　どうして商業ギルドがお礼を言うの？」

「知らないのですか？　冒険者ギルドと商業ギルドは繫つながっているのです。冒険者ギルドで手に入った素材は商業ギルドに回され、商業ギルドで売られます。また、商業ギルドから護衛や品不足の魔物素材の確保を冒険者ギルドに依頼するなど、持ちつ持たれつの関係になっています」

「知らなかった」

「はい、それで最近、ウルフ、一角ウサギの流通量が増えて、商人の皆さんが喜んでいます」

「でも、わたし一人が売った数なんて商業ギルド全体からしたら微々たるものでしょう」

「いえ、ユナさんが持ってきてくださる素材はどれも綺き麗れいで高く取引されています。普通の冒険者は剣で何度も斬りつけるので、どうしても傷がいくつもできてしまいます。でも、ユナさんが持ってきてくださる素材はどれも綺き麗れいなので人気があるんです。さらにゴブリンキングの珍しい素材も人気となりました」

「そうなんだ」

「はい、それで、先ほどの土地を銀貨35枚でどうでしょうか」

「いいの？」

「はい、ユナさんが解体をして冒険者ギルドに売っていただければ、商業ギルドも助かります」

「それじゃ、お願いするわ」

「それでは、これから案内をさせてもらいます」

　女性が席を立つ。

「あなたが案内をしてくれるの」

「はい、ご迷惑でしょうか」

「そんなことはないけど、わたしのためだけに受付のあなたが抜けるのはまずいんじゃないの」

「大丈夫です。代わりの者はいます。それ以前にわたしがあなたとの縁を切りたくありませんので」

「縁？」

「はい、ユナさんは新人冒険者の優良株です。あなたとコネを作りたがっている人は多くいると思いますよ。わたしもその１人です。遅くなりましたが、わたしはミレーヌといいます。どうぞ、よろしくお願いします」




　ミレーヌさんに案内された場所は地図で確認した通りの場所。

　宿屋に近い。

　ギルド寄りの場所。

　土地の広さも十分。

　人通りが少ないのもいい。

「こちらに決めます」

「ありがとうございます」

「それではこちらの契約書にサインとギルドカードの転写をお願いします」

「転写？」

「はい、こちらにギルドカードを重ねるだけで大丈夫です。これが本人確認となります」

　名前を書きギルドカードを転写して、１か月分の銀貨35枚を払う。

「それで、こちらの土地に家を建てるそうですが、商業ギルドでは大工工房にも斡旋できますがどうしますか」

「大丈夫です。家ならもうありますから」

「…………？」

　ミレーヌさんは首を傾かしげる。

　クマボックスのこととクマハウスのことを説明するか一瞬悩み、黙っておくことにした。

「そうですか、なにかあれば商業ギルドにお越しになってください」

　ミレーヌさんは頭を下げて帰っていく。

　ミレーヌさんが帰ったのを確認して。

　右見て、よし。

　左見て、よし。

　後ろも、よし。

　前も、よし。

　今、人通りがないのを確認する。

　クマボックスからクマハウスを取り出す。

　はい、一瞬でなにもない土地に家が建ちました。

　フィナを連れて倉庫に向かう。

「それじゃ、フィナ、今日はタイガーウルフをお願い」

　フィナにタイガーウルフのことを任せ、一度宿屋に戻り、宿泊のキャンセルを言いに行く。




　今日からクマハウスに住むことにする。

















クマさん、クマを召喚する







　わたしは、本屋で魔法の使い方の本を購入してからの数日間、魔法の練習をしている。

　魔物相手に魔法の練習をしているとレベルが上がっていく。徐々に、この世界の魔法にも慣れてきた。基本が現実世界のゲームと同じだったのがよかった。

　クマボックスから飲み物を取り出し、休憩がてらステータス画面を見ると、気になるスキルが増えていることに気づいた。

　クマの召喚獣……。

　クマの召喚獣って、つまりクマを召喚できるってことだよね。内容はそれぞれのクマの手袋からクマを召喚できる。つまり、２頭ってこと？

　とりあえず、やってみることにする。黒いクマの手袋に魔力を通して、クマを召喚するイメージを思い浮かべる。黒クマのパペットの口が大きく開くと、黒い物体が口から飛び出す。

　わたしの目の前に大きな黒いまん丸の物体がある。

　これがクマ？

　黒い物体はモソモソと動きだし、くるっと回ると顔がこちらを向く。見ていたのは背中だったんだね。クマは周りを見回して立ち上がると、わたしのところに、ゆっくりと歩いて距離を縮めてくる。

　なんか、怖いんだけど。

　一歩下がると、クマも一歩、詰め寄る。

　さらに下がろうとするとクマがクーンと小さく寂しそうに鳴く。

　そんな声を出されたら下がれない。

　クマはわたしに近づき、擦すり寄ってくる。あたりまえだが、温かい。わたしがクマを撫なでてあげると嬉しそうにする。毛並みが柔らかく、肌触りがとてもいい。高級毛皮のようだ。

「あなたがわたしの召喚獣？」

　クーンと鳴き、腰を下ろし、わたしに背中を向ける。

「もしかして、乗れってこと？」

　すると、もう一度鳴く。わたし、馬にも乗ったことがないんだけど。でも、今後のことを考えると移動手段としては欲しいところだ。わたしは恐る恐る、クマの背中に跨またがる。クマはわたしが落ちないようにゆっくりと立ち上がってくれる。

「うわわわあ」

　バランスを崩しそうになるが落ちない。

　クマは首を回してわたしの方を見て、動こうとしない。

「どうしたの？」

　と聞いてから、理解する。

「ああ、どこに行けばいいのか分からないのか。とりあえず、適当に歩いて」

　クマは鳴くと歩きだす。

「おお」

　なんか、いい感じ、思ったよりも揺れないし、高級ソファーに座っている感じだ。

「少し、走ってみて」

　そうお願いをするとクマは走りだす。

　速い、速い。

　景色が変わっていく。速いのにバランスを崩すこともなく、落ちそうな感じもない。これってこの召喚獣の力かな。

　ためしに体を左右に振ったり、立ったりしようと思うけど、なにかの力が働いているのか、クマに吸いつくような感覚がある。

　力を抜いて寝そべっても落ちない。これって寝ながら移動ができる？

　その検証は今度にして、最高速度の確認をする。

「速く、走ってみて」

　お願いすると、さらに速度が上がる。バイクに乗ったことはないけど、それよりも速い気がする。平地を駆け抜け、山を登っていく。山でも疲れる様子を見せずにクマは軽快に駆け上っていく。

「止まって」

　山の中腹まで来るとクマの首筋を撫なでてあげる。クマはゆっくりと速度を落としていき止まった。

　わたしはクマから降りて、背筋を伸ばす。

　適当に走ったけど、ここはどこのあたりなのかな。マップを開いて確認をしようとした瞬間、クマがジャンプする。

「なに!?」

　先ほどまで、クマがいた場所に矢が突き刺さっている。

　わたしは矢の向きから飛んできた方角を確認して、とっさに土の壁を作る。

　狙ねらわれている？

　探知魔法を使って相手の居場所を調べる。

　矢の刺さっている角度から、方角を予測すると、ジッと動かない１つの反応がある。

　土壁に小さな穴をあけて、矢が飛んできた方向を見る。

　斜面になっているうえ、木々も立っているので矢を放った人影は見えない。

　距離にして１００ｍぐらい。

　狙ねらわれたのはわたしじゃなくて、この子だよね。

　クマを見る。もしかして、わたしも遠くから見ると、この子の子供に見えたりするのかな。

　自分の着ぐるみの格好を見る。

「聞こえてますか！」

　矢が放たれた方角に向けて声をかけてみる。

「わたしは冒険者、このクマはわたしのクマです。矢を放たないでもらえますか！」

　あとは相手の反応を待つ。なければ、逃げるか、反撃の二択になる。

「本当に冒険者なのか。そのクマは安全なのか」

　相手から答えが返ってくる。

「そっちが攻撃してこなければなにもしないです。もし、攻撃をしてくるようだったら、こちらも攻撃させてもらいます」

「…………」

　短い沈黙が流れる。

「わかった。攻撃はしない」

　木の隙間から弓矢を持った男が姿を見せる。ゲームに出てくる狩人のような格好をしている。

「本当にそのクマはおまえさんのクマなのか」

「そう。だから、攻撃はしないでよ」

　それを証明するためにクマを撫なでる。

「こんなに人間に従うクマは初めて見た。いきなり矢を放って悪かったな。大きなクマが現れて驚いたんだ」

「分かってくれればいいけど。わたしもいるんだから気づくでしょう」

「すまない。そんな格好をしているから、遠くから見たら小グマに見えたんだ。でも、近くからだと小グマに見えないな。嬢ちゃんはどっから来たんだ。まさか、クマと一緒にこの森に住んでいるわけじゃないよな」

「クリモニアの街に住んでいるよ」

「クリモニアの街って、随分遠くから来たんだな。街では、そんな格好が流は行やっているのか？」

　こんな格好が流は行やっているのは日本だけだ。

「それで嬢ちゃんは、なんでこんなところにいたんだ。ここは危険だぞ」

「この子に乗って散歩をしていたんだけど。ここ危険なの？」

「散歩って、そんな変な格好して」

　変な格好は余計です。好きでこんな格好をしているわけじゃない。

「ここはヌシがいるから危険なんだ」

「ヌシ？」

「大きな猪いのししだ。俺があんたのクマに矢を放ったのも、最初はそのヌシかと思ったためだ」

「間違えるって、その猪、そんなに大きいの」

　うちのクマもかなり大きい。なのに、そのクマと同じぐらい大きいって。

「ああ、そのクマぐらいはある。村の畑を食い荒らし、森に入った人間まで襲う。だから、ここにいるのは危険だ」

　そんな化け物みたいな大きさの猪がいるんだ。

「離れるなら、早くした方がいい」

「分かった。それじゃ、帰るよ。この子のこと信用してくれてありがとうね」

　クマに乗って帰ろうとする。この子の速さなら夜までには街に帰れるはずだ。

「ちょっと、いいか」

「うん？　なに？」

「嬢ちゃんは魔法を使えるのか？」

　土魔法で作った壁を見ながら聞いてくる。

「使えるけど」

「その壁はどのぐらいの強度があるんだ？」

「ゴブリンやオークぐらいの攻撃なら防げるかな」

「オークの攻撃を防げるのか!?　嬢ちゃん頼みがある。村の畑の周りに壁を作ってもらえないか。もちろん、できうる限りの礼はするが、あまり期待しないでもらえると助かる。俺が非常識な頼みをしているのは分かっている。でも、このままだとヌシに村の食料が全て食べ尽くされてしまうんだ。頼む」

　男は頭を下げる。

　面倒ごとはお断りなんだけど。でも、今度来たときに、村が滅んでいたら後味が悪い。

　だから、渋々ながら了承する。

「いいけど、そのヌシから守れるか分からないよ」

　猪の突進は日本でも危険とされている。

　威力も強いし危険だ。それが、このクマぐらいの大きさがあるというのだから、威力はどのくらいになるのか想像もできない。それを絶対に防げるとは確約はできない。

「ああ、もちろんだ。俺はブランダ、この近くの村に住んでいる」

「わたしはユナ。冒険者よ」

　お互いに自己紹介をして村に向かうことになった。

　村はわたしが来た方向とは反対側にあるそうだ。わたしはクマに乗り、ブランダさんの案内で村に向かう。その間に、お礼は村で育てている野菜を数日分もらうことになった。




　山を進み、下りてくと、村が見えてくる。村の入り口近くに来ると、男がこちらに槍やりを向けて立っていた。

「ブ、ブランダ、その後ろにいるのはなんだ！」

　男が叫ぶ。

「大丈夫だ。だから、武器を下ろしてくれ。このクマの格好をしているのは冒険者のユナだ。そのクマも嬢ちゃんのクマだから危害を加えなければ危険はない」

「本当なのか？」

　疑いの目をクマに向ける。

「間違っても攻撃はするなよ。それでなくてもヌシ相手に困っているんだからな」

「分かった。でも、俺の一存で、どうこうできることじゃない。村長を呼んでくるから、ここで待っててくれ」

　男はブランダさんに言うと村の中に駆けだす。

「すまないな。ヌシのせいでみんな、気が立っているんだ」

　それは仕方ない。怪しい格好をしたわたしと、世間一般的に凶暴なクマが一緒にいるんだから。

　しばらくすると、先ほどの男性と老人がやってくる。

「ブランダ。村の状況を分かっているのか？」

「分かっているから、頼んで来てもらったんだ」

「どういうことだ」

「この嬢ちゃんは土魔法が使える。それでヌシから守る壁を作ってもらおうと思って連れてきた」

「魔法で壁だと？　作ってもらえるのは助かるが、村には礼として出せる金はないぞ」

「新鮮な野菜、数日分でいいよ」

「それだけでよいのか？」

「いいよ。その代わりに美お味いしいところをお願いね」

　野菜は採りたてが美お味いしい。それは万国共通だ。

「それで、そのクマはおまえさんのクマなのか？」

「そうだけど」

　証明するために、クマを抱き締める。

「確認するが、本当に人を襲ったりしないな」

「そっちが攻撃とかしない限りはね」

「わかった。それじゃ、改めて村に歓迎する。ボーグ、おまえは村の全員に嬢ちゃんのことを伝えてくれ。くれぐれもクマに刺激を与えないように言ってくれ」

　村の入り口に立っていた男は再度、村の中を走っていく。

「それじゃ、入ってくれ」

　村の中に入ると中は酷ひどい有り様だった。

　壁に穴があいている家もあれば、崩壊している家もある。

「全て、ヌシのせいだ。家は建て直せばいいが、畑はそうはいかない。畑がなくなれば食べるものがなくなる。そうなれば村人は飢え死にするしかない」

　そんなことを言われると野菜がもらいにくくなるんだけど。

「どうする？　畑だけでいいの？　なんなら村の周りに壁を作ろうか」

　現状は木の柵さくで囲っているだけだ。見ると、ところどころ補強がされている。ヌシに壊されたところだろうか。

「それは助かるが、野菜以外の礼はできないぞ」

　村の様子を見れば、村の野菜がお金よりも価値が高いのは分かる。

　街に売りに行けば二に束そく三さん文もんかもしれないけど。それ以上の価値はある。

「それだけで十分だよ。それじゃ、木の柵さくに合わせて作っちゃうから」

　わたしは村の入り口に戻り、そこを始点として村を囲むように壁を作っていく。

「出入り口が他にも必要なら言ってね」

　わたしのあとをついてきたブランダさんに言う。

「ああ、わかった」

　わたしはクマに乗りながら、２ｍほどの高さの壁を作りながら村を一周する。

　その間に珍しいのか村の住人が集まる集まる。壁を作るたびに小さな歓声が上がり、子供たちはクマのあとをついてくる。

「魔法って凄すごいんだな」

「村には魔法を使える人はいないの？」

「いるが、小さな火を出せる程度だ。こんなに凄すごい魔法は見たことも聞いたこともない。魔力は大丈夫なのか。辛つらかったら無理をしないでいいぞ」

　ブランダさんも魔法には詳しくないのか、心配をしてくれる。

「大丈夫だよ」

「なら、いいが、疲れたら言ってくれ」

　魔力による疲労もなく、壁が完成する。ブランダさんの指示により、出入り口を何か所か作る。

「ここからヌシが来たらどうするの？」

「大丈夫だ。ヌシは山の方向からやってくる。出入り口を作った方向からは来ない。一応、強度のある柵さくを作る予定だから、簡単には侵入できないはずだ」

　壁が完成したので村長のところに向かい、壁ができ上がったことを伝える。

「そうか、ありがとう。大したおもてなしはできないが食事を作ったから食べてくれ」

　時間的に日が沈みかけている。電気がない異世界は、日が沈めば仕事は終了となる。

　村長の家の中に通され、テーブルの前に座らされる。クマには可哀かわい想そうだけど外で待ってもらうことにする。

　椅子に座っていると奥のキッチンから女性が料理を運んでくる。

「マリ、どうして、おまえがここにいるんだ」

　ブランダさんが、驚いたように女性に向かって叫ぶ。

「村長さんのお手伝いよ。それにあなたが連れてきたお客様でしょう。妻であるわたしがおもてなししないで誰がするのよ」

「でも、お腹なか、大丈夫なのか？」

　ブランダさんが心配する理由は女性のお腹なかを見れば分かった。

　彼女は妊娠していた。

「少しは動いている方が体にはいいのよ」

「ならいいが。無理はするなよ」

　マリと呼ばれた女性がわたしのところにやってくる。

「たいした料理はないけど食べてね」

「ありがとう」

　出てきた料理はパンと、野菜を使ったスープとサラダがメインになる。

　パンも自分たちで作っているのか、美お味いしく、スープの味が少し薄めだったのを除けば美お味いしかった。




「嬢ちゃん。マリとも相談したが、今日は俺の家に泊まってくれ。今から出発もできないだろう。遅くなったのは、俺が頼みごとをしたせいだからな。それに野菜も準備しないといけない」

　うーん、この村の状況を考えると、無理に野菜をもらわなくてもいいんだけど。だから、帰ってもいいけど。外は夕日が見える。あと、１時間もしないうちに日が完全に落ちる。

　わたしが悩んでいると。外が騒がしくなる。

「ヌシが出たぞ！」

　村長の家にいる全員が椅子から立ち上がる。

「マリと村長はここにいてくれ。俺が行ってくる」

　壁に立てかけてある弓を手にして、家を飛び出す。そのあとにわたしはついていく。

　外に出ると、声がする方に向かう。その後ろをクマがしっかりついてくる。

　村人が集まっているところに到着すると、壁に物凄すごい音が響いていた。




　ドン




「嬢ちゃんが作ってくれた壁、凄すごいぞ。ヌシが体当たりしても壊れないぞ」

　壁に梯はし子ごをかけて登っている男が歓声を上げる。

「それじゃ、村は安全なのね」

「嬢ちゃん、ありがとう！」

　集まっていた村人は感謝の言葉をかけてくれる。

　だが、その言葉は梯はし子ごに登っている男の言葉で悲鳴に変わる。

「ヌシが移動したぞ。あっちは──」

　男が見る方向は村の入り口。

「家に入れ！」

「クソ、速い」

　村人は駆けだす。

　その中、ブランダさんが村の入り口に向かって走りだす。

　わたしはため息をついて、あとを追いかける。

　生まれてくる子供のことも考えて行動してほしいんだけど。

　でも、入り口に向かっているのはブランダさんだけじゃない。武器を持って数人の男たちも走っている。

「入ってくる場所は分かるんだ！　入ってきた瞬間に一斉攻撃するぞ！」

「おお！」

　入り口に来ると男たちは武器を構えている。

　入り口にヌシが姿を見せる。大きい、わたしのクマぐらいの大きさがある。弓を構えている男衆が矢を放つ。しかし、ヌシの肉体に全て弾かれ、突き刺さる矢は一本もない。

　ヌシは地面を蹴けり、駆けだす。槍やりを突き出す者もいるが当たらない。

　ヌシはまっすぐにわたしのところに走ってくる。ヌシに向けて魔法を放とうした瞬間、クマが前に立ち塞ふさがり、ヌシの突進を受け止めた。

「クマ！」

　クマはがっしりとヌシを捕まえて押さえこんでいた。ヌシは後ろ脚に力を込めて、クマを押し込もうとする。でも、クマもしっかり地面に踏ん張り、ヌシは一歩も進むことができない。

「横に倒して！」

　クマはわたしの指示に鳴いて答えると、力を込める。ヌシの前脚が上がり、ヌシは暴れだす。

　ドスンと大きな音を立てて、ヌシが横たわる。

　それと同時にわたしは魔法を発動させる。

　右手の黒いクマのパペットに水が集まる。パペットを翳かざし、ヌシに向けて水の魔法を放つ。水の塊はヌシの顔を包み込む。

　ヌシは息ができずに苦しみ始め、暴れだす。

「クマ！　逃がさないで！」

　ヌシを押さえ込むクマの力が強まる。

　それでも、ヌシは体を動かし、逃げ出そうとする。でも、息はできず、体は横に倒され、クマに上から押さえこまれ、逃げ出すことはできない。

　次第にヌシの暴れる力が弱まってくる。最後には動かなくなった。

「…………」

「…………」

　村の中に静かな沈黙が流れる。

「クマ、ありがとう」

　わたしがそう言うと、クマは小さくクーンと鳴いて、ヌシから離れる。

「死んだのか？」

　小さい声で、誰かが問う。

「本当に……」

　ブランダさんが村人の１人から槍やりを受け取り、ヌシに突き立てる。ヌシに反応はない。

「死んでいる」

　その言葉で村が歓喜に包まれる。

「嬢ちゃん。ありがとう！」

「ありがとう」

　村人から、感謝の雨が降ってくる。




「本当にいいのか？」

　ヌシは村に提供することにした。

「こいつに食べ物を食われて、困っていたんでしょう。食料にするのも、売るのも自由にしていいよ」

「でも、わしらは嬢ちゃんに、なにもお礼をしてない。嬢ちゃんには壁を作ってもらい、ヌシまで倒してもらった。さらに、ヌシまでもらうことは」

　村長の言葉に村人は頷うなずく。

「妊婦さんもいるんだから、生まれてくる赤ちゃんのことを考えたら、栄養のある食べ物をバランスよく食べさせないとだめだよ。見た感じ、みんなちゃんと食べていないんでしょう」

　食料を大事にしているのか、みんな痩やせ細っている。

「お礼なら、また来るからそのときにでもしてくれればいいよ」

「感謝する」

　村長は頭を下げる。

　今夜はブランダさんの家に泊めてもらい、翌朝、出発することになった。




　翌朝、村の入り口には村人が集まってくる。

　気恥ずかしい。

「それじゃ、いつでも来ておくれ。村はいつでも嬢ちゃんを歓迎する」

「嬢ちゃんありがとうな。なにかあったときは言ってくれ。俺は今回の恩は絶対に忘れない」

「ユナちゃん、ありがとうね」

　村長、ブランダさん、マリさんがお礼を言ってくれる。

「マリさん、元気な赤ちゃんを産んでくださいね」

「そのときは、見に来てね」

　わたしはクマの背に乗り、クリモニアに向けて出発する。

　うん、このクマ、速くていいね。移動手段としては便利だ。クマの背中を撫なでる。

　そういえば、クマってもう１頭いるんだっけ。

　村の近くにある山を越えたところで、休憩がてら白い手袋に魔力を集め、もう一頭のクマを召喚する。

　白いクマさんパペットから、大きい白いものが飛び出す。

　こっちのクマは白クマなんだね。

　白クマは背中を向けたまま、動こうとしない。

「どうしたの？」

　呼びかけるが、反応がない。

　白クマの正面に回り込む。白クマは小さく「クーン」と鳴いて、下を向く。

　もしかして、いじけている？

　これで、地面に「の」字を書き始めたら、完かん璧ぺきだ。そんな冗談を言っている場合じゃない。わたしが黒いクマだけを召喚して、こっちの白い子を召喚しなかったから、完全にいじけているんだ。

　可愛かわいいけど。

「ごめんね。別に召喚しなかったわけじゃないよ。忘れていた……」

〝忘れていた〟と言った瞬間、白クマは背中を向ける。

「いや、本当に忘れていたわけでもなくて……ほら、わたし、１人しかいないでしょう。どうやっても片方にしか乗れないの。だから、帰りはあなたにお願いするから」

　白い背中を撫なでてお願いをする。すると、顔を上げてわたしの方を見てくれる。

「お願いできる？」

　白クマはクーンと鳴き、立ち上がってくれる。

　どうやら、許してくれるようだ。

　わたしは白クマに乗ってクリモニアに戻った。

　その間に２頭の名前を考える。

　黒クマをくまゆる。白クマをくまきゅうと名付けた。






　あとがき









　本作を手に取ってくれた皆さん、初めまして。

「小説家になろう」でお読みになっている皆さんはお久しぶりです。

「小説家になろう」で書かせてもらった作品に書籍化のお話を頂き、デビューさせてもらうことができました。

「小説家になろう」で書かれている皆さんは書籍化の話を頂いたとき、歓喜の声を上げるのでしょうか。わたしは胃が痛くなりました。

　どうして、このような文章力のない作品にお話が来たのか悩んだほどです。




　本作はゲームの世界で最強装備、クマの着ぐるみを手に入れた女の子が、ちょっとしたことで魔物が存在する異世界に着ぐるみの格好で迷いこむお話です。

　クマの着ぐるみを着れば最強、脱げば普通の女の子です。

　元ネタは「最強の矛と最強の盾」からきています。最強の矛は黒クマの手袋、最強の盾は白クマの手袋。それだけだとインパクトがなかったので、主人公にはクマの着ぐるみを着せさせてもらいました。

　なぜ、クマになったかといえば、強い動物をイメージしたら、クマになりました。さらにパペットにしても可愛かわいいから、女の子がつければ似合います。

　そんな理由で始まった作品になります。




　初めは好奇の目で見ていた住民も冒険者も、徐々にクマの着ぐるみを着た少女を受け入れていきます。

　それは愛くるしいクマとして、あるいは恐怖のクマとして。

　ユナと関わった多くの人たちは幸せになっていきます（悪人は関わったことで不幸になります）。

　このようなお話を少しでも楽しんでもらえれば幸いです。




　最後に、本作を出すことにお世話になった皆様には感謝の言葉を。

　お世話になった担当編集様、素晴らしいイラストを描いてくださった０２９様、出版社の皆様、ありがとうございました。








二〇一五年五月吉日　くまなの







この本を読んでのご意見・ご感想・ファンレターをお待ちしております。


＜宛先＞　〒104-8357　東京都中央区京橋3-5-7

　　　　　（株）主婦と生活社　ＰＡＳＨ！編集部

　　　　　「くまなの」係



※本書は「小説家になろう」（http://syosetu.com）に掲載されていたものを、改稿のうえ書籍化したものです。
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